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 職  名    氏  名         職  名    氏  名 
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△ 開 会  午前１０時００分 

○議長（福岡兵八郎君）   

 おはようございます。 

 ただいまから平成30年第１回徳之島町議会定例会を開会いたします。 

 

△ 開 議  午前１０時００分 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから本日の会議を開きます。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、３番富田良一議員、14番大沢章宏議

員を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から３月９日までの８日間にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から３月９日までの８日間に決定しました。 

 

△ 日程第３ 諸般の報告   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 一般的な事項については、お手元に文書で配付してありますので、口頭報告は省略いたしま

す。 

 なお、この際、特に報告いたしますことは、監査委員から、平成29年12月分、平成30年１月

分の例月現金出納検査の結果報告がありました。 
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 なお、関係資料等は、事務局に常備してありますので、ごらんいただきたいと思います。 

 ５月16日には、郡の議会議員大会が徳之島町の当番となって、徳之島町で行われます。建設

的な有史以来の節目を迎えた大事な時期でありますので、使命を全うしたいと思いますので、

皆様方の御協力をよろしくお願いいたします。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 行政報告   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第４、行政報告を行います。 

○町長（高岡秀規君）   

 平成30年の第１回定例議会において、行政報告を行います。 

 詳細につきましては、お手元に配付しておりますので、主なものを申し上げたいと思います。 

 12月13日、ふるさと思いやり推進活用委員会、第１回施行60周年記念実行委員会に出席。 

 12月19日、平成29年度鹿児島県奄美地域離島航空路線協議会に出席。 

 １月10日、奄美群島成長戦略懇話会に出席しており、次期奄振成長戦略ビジョン法改正に伴

い、しっかりと教育分野を盛り込むよう、強く要望したところであります。中には、加工品へ

の運賃補助、そして、また、島外客、特に家族についての運賃補助についても意見が出され、

議論したところであります。 

 １月19日、市町村長会及び離島緊急医療意見交換会に出席。 

 １月30日、平成29年度第３回鹿児島県後期高齢者医療広域連合運営委員会に出席。 

 ２月２日、人口減少におけるＩＣＴの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業を花徳

小学校で行っております。 

 ２月８日、スポーツ合宿誘致活動、愛知県名古屋市に行っております。今回、愛工大名電高

校が合宿を実現しているところであります。 

 ２月13日、三反園知事と語る会に出席。 

 ２月17日、春一番バレイショ出発式が東京代々木公園で行われて出席しております。平成29

年度市町村長研修会、鹿児島市において、第125回鹿児島県町村会定期総会に、鹿児島市にお

いて出席しております。 

 ２月23日には、愛知工業大学名電高校硬式野球部が来島し、歓迎セレモニーに出席しており

ます。 

 ２月26日、地域行政懇話会、市町村長会に出席しており、次期奄振の理念に教育分野が含ま

れておりました。今後は、奄振事業においても、教育分野が補助事業として行われるものと確

信しております。さらには、スポーツ交流事業であったり、加工品についての運賃補助につい



― 7 ― 

ても、理念として盛り込まれました。 

 以上で、行政報告を終わります。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これで行政報告を終わります。 

 

△ 日程第５ 平成30年度施政方針説明   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第５、平成30年度施政方針説明を行います。 

○町長（高岡秀規君）   

 おはようございます。 

 施政方針を早速行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。少し時間がかかるか

もしれません。 

 平成30年第１回徳之島町議会定例会の開催に当たり、町政に臨む所信を申し上げるとともに、

平成30年度徳之島町一般会計予算案及び特別会計予算案、関連議案を提出し、町議会の皆様並

びに町民の皆様方の御理解と御協力を心よりお願い申し上げます。 

 平成30年度予算編成について。 

 平成30年度の一般会計予算の総額は、歳入及び歳出それぞれ77億5,800万円となっており、

前年度と比較いたしますと、9.4％増となっております。歳入歳出の主な事柄といたしまして

は、ふるさと納税額の増加、花徳団地の建設、亀津中学校のプール建設になります。 

 第５次徳之島町総合計画に掲げる「人と自然が輝きみんなで紡ぐきらめきのまち」の実現と

地域のさらなる発展に向け、総合計画内の６つの基本計画に沿って、平成29年度事業実績及び

平成30年度事業施策を申し上げます。 

 平成29年度事業実績及び平成30年度事業施策について。 

 人と資源を融合させ、活気あふれるまちづくりについて。 

 まず、農業振興について。 

 島の主幹産業である農業の振興に当たり、農業経営の安定と高度化を目指してさまざまな施

策を展開し、農家の所得向上に努めてまいります。 

 サトウキビ増産支援事業では、国の３分の２助成による生産農家への肥料購入助成と病害虫

防除薬剤購入助成の事業を実施、春植え植えつけ生産農家に対し、10アール当たり10袋の堆肥

を無償提供いたしました。サトウキビ増産基金事業では、干ばつ対策の一環として、かん水タ

ンクを３基導入し、サトウキビ生産農家の単収低下の軽減を図りました。サトウキビリース支

援事業では、２生産組合がハーベスター、トラクター及びアタッチメントの作業管理機械等を

導入するための支援を実施いたしました。県単事業によりますサトウキビ増産強化対策事業を
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実施し、国庫事業で導入後に耐用年数を超えたハーベスターを対象に、３分の１助成による機

械の修理を行い、生産農家の経費軽減を図りました。平成28年度に策定されました平成28年～

37年産サトウキビ増産計画の実績初年度である平成28年産の結果といたしましては、収穫面積

1,162ヘクタール、単収5,781キログラム、生産量６万7,173トンとなり、目標値に対し、収穫

面積が63ヘクタールの減、単収が845キロの増、生産量が6,713トンの増となりました。今後と

も引き続き、平成37年産目標生産量７万692トンを目指し、各種支援事業の継続を図っていき

たいと思います。 

 新規就農者の支援につきましては、経営が不安定な就農直後の所得を確保することで、青年

の就農意欲の喚起と就農後の定着を目的とした農業次世代人材投資事業を引き続き実施いたし

ます。 

 農地の有効利用の促進及び確保に当たっては、人・農地プランによる地域の中心となる経営

体の掘り起こしや農地集積に必要な話し合い活動を実施いたしました。また、農地所有者と担

い手との賃借等を調整する農地中間管理事業を展開し、相続や離農による遊休農地を減らし、

担い手の経営向上や地域の活性化を引き続き推進してまいります。 

 農業創出緊急支援事業におきましては、昨年より計画している北部地区振興の一環でありま

す営農研修ハウスを建設し、島内外より町園芸農家の担い手になっていただく方を募集してお

ります。トマト、パッションフルーツの栽培を２年間学び、南部地区サポートハウスで実践す

ることで、徳之島での農業を十分に学ぶことにより、町全体の施設園芸の振興を図ります。 

 作物の輸送コスト軽減に当たっては、農産物輸送コスト支援事業を実施し、流通時の条件不

利性の解消を図り、今後も継続した支援事業を実施いたします。 

 畜産の振興においては、優良血統受精卵を移植する受精卵移植事業、優良雌牛の維持・増頭

を行った畜産農家へ助成を行う優良雌牛自家導入事業を実施し、畜産農家の所得向上に努めて

まいりました。平成30年度は、平成29年度末に完成いたします徳之島町受精卵センターの稼働

に合わせ、鹿児島大学の獣医学部と連携をし、学生の技術向上を担う研修施設として活用し、

さらには、町内の繁殖能力の高い雌牛から優良血統の受精卵を採取し、畜産農家の繁殖牛に優

良血統受精卵を移植し、繁殖雌牛の維持や増頭へつなげることで畜産農家の所得向上を図りま

す。畜産基盤整備に当たっては、畜産基盤総合整備事業を活用し、飼料畑造成・牛舎・堆肥舎

等を一体化で整備することで規模拡大を図り、大規模農家を育成いたします。 

 土層改良や畑かん施設整備の基盤整備事業では、９地区において県営畑地帯総合整備事業に

伴う施設整備工事を実施、平成30年度には、第一尾母２期地区の事業申請を行います。 

 農業水利施設の保全事業といたしましては、ストックマネジメント事業を第一神嶺地区で行

い、農地水環境保全対策として、多面的機能交付金事業を町内10組織で実施し、農業農村地域

の持つ多面的機能の維持を図ると同時に、農地や農業施設の保全向上、集落を支える体制の強
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化にもつなげていきたいと思います。 

 鳥獣被害対策事業といたしましては、農作物被害の低減を図るべく、捕獲頭数に応じた補助

金の交付により捕獲意欲を高め、イノシシやカラスの捕獲圧の強化に努めます。 

 域学連携事業では、武蔵野大学と連携をして稲作等を行う学外学修プログラム「徳之島プロ

ジェクト」を実施いたしました。平成30年度は、長期農業体験、メディア表現・制作及び地域

おこし協力隊入門等のプログラムを計画しております。本プログラムは４年目を迎えることか

ら、島の持つ魅力と大学の持つ専門性・行動力等をマッチングさせ、より具体的な実践に結び

つけてまいります。 

 水産業の振興について。 

 離島漁業の再生に向けて、集落協定に基づく種苗放流や藻場造成、アサリ再生など、漁業の

再生に関する実践的な取り組みを支援しており、漁業基盤の構築に努めています。水産物にお

いても、輸送コスト支援事業による流通時の条件不利性の解消に努めており、実証事業により

沖縄県への輸送コスト支援も行い、生産者の所得向上に努めます。 

 商業の振興について。 

 商店街の活性化に向けては、商工会の育成やプレミアム商品券の発行により、島内消費の拡

大や消費者の購買意欲の向上を図ってまいります。また、活気のある島らしい商店街づくりや

イベント等のあり方について検討を行い、地元商店街や町全体の活性化へつなげていきたいと

思います。 

 観光の振興について。 

 観光の振興については、希少動植物が生息するコアゾーンの保全と利用の両立を目指し、エ

コツアーガイドの育成に取組んでいます。引き続き、エコツーリズムの推進活動及びエコツ

アーガイドの育成に取組みます。 

 地域の文化や自然への関心を高める滞在型観光コンテンツの提供では、体験型プログラムを

行っているあまみシマ博覧会を引き続き開催し、観光客の地域文化や自然への理解を高めるよ

う努めてまいります。 

 観光情報の発信に当たっては、インターネット等を通じて町の認知度向上を図るため、徳之

島町地域営業課公式フェイスブックページや全国観るなび等に観光情報の更新・登録を行って

いるところです。今年度は、各ＳＮＳアカウントを作成して、マスコットキャラクター「ま

ぶーる君」を活用したイベント周知等のＰＲを行っています。 

 観光地の整備に当たっては、地域振興推進事業を活用した神之嶺海水浴場の整備を実施して

います。その他、７カ所のトイレ標識の整備を行い、英語や中国語を常用言語としている外国

人観光客にもわかりやすい標識を設置いたしました。平成30年度は、観光施設並びに案内板等

の整備を行い、西郷腰かけ松等の貴重な観光資源を保護するために環境の維持に努めます。 
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 新たな産業創出と雇用の確保について。 

 徳之島町総合食品加工センター「美農里館」では、地元農産物を活用した高付加価値特産品

開発や製造、販売を行っており、島内の農産物を積極的に活用した一次産業の活性化と雇用促

進に努めます。さらに、島内における六次産業化のサポート体制の確立に向けた取組みを推進

致します。 

 製造された商品の販売促進に当たっては、大手食品会社や大手百貨店等との提携に加え、新

規企業との開拓を図り、積極的な商談を行っているところであります。また、ネット通販を積

極的に活用し、販売促進へつなげます。あわせて、地方創生事業におけるトップセールスを有

効活用して、新規物産展等へ積極的に参加をし、商談等を通じた新規需要の開拓を図ります。 

 地方創生推進事業では、しごと創出と人財育成に取り組み、平成28年度に整備したみらい創

りラボ井之川を拠点とした産官学の共創による地域課題解決・魅力発揮がスタートいたしまし

た。また、インターネットを介して都市部の仕事を島内で受注することができる人材育成にも

着手し、徳之島の生活スタイルに合った新しい仕事の創出の端緒とすることができました。今

後は、地域再生計画「島の生業創出とみらい創り人財育成計画」に基づき、対話による地域課

題解決・魅力発揮に取り組みます。あわせて、ウエブライティングやウエブデザイン等のスキ

ルを習得し、時間と場所にとらわれない新しい働き方の確立を目指します。 

 地域おこし協力隊事業では、本町の持つ条件不利性を克服できる武器であるＩＣＴに造詣の

深い隊員をさらに１名採用いたしました。ワーカーのマネジメントを実施する地域ディレク

ターとして活躍していただき、都市部の仕事を受注するためのチームの組成につなげていきま

す。また、３年目を迎える地域おこし協力隊の起業等を支援し、島内での活躍をバックアップ

いたします。さらに、プログラミングの指導者育成を推進し、教育との連携も強化いたします。 

 心の通い合う健康と福祉の元気なまちづくりについて。 

 健康・医療の充実について。 

 健康増進事業では、がん検査または胃がんリスク検査受診費用の助成開始に加え、新たに乳

がん検診において、若年層に達した住民を対象に、乳がん検診の受診費用の助成を開始します。 

 予防接種の接種助成では、予防接種率向上に向けて、個別の受診勧奨や接種スケジュールの

調整を行います。任意予防接種についても、平成29年度に続き、おたふく風邪やインフルエン

ザの接種助成を行い、特にインフルエンザについては、助成対象者の拡充により、予防接種を

受けやすい環境づくりを推進してまいります。 

 自殺対策事業では、全世代が生涯にわたり自殺死ゼロになることを目標に、平成29年度は自

殺対策計画を策定いたしました。啓発活動や個別相談会を引き続き実施するとともに、次世代

を担う児童・生徒を対象としたＳＯＳの出し方教育などの充実に努め、また、島内での人材育

成に取り組みます。 
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 国民健康保険における保健事業の効果的かつ効率的な推進を図るために、健康・医療情報を

活用して、ＰＤＣＡサイクルに沿って事業を行います。健診の結果を踏まえ、個々の生活習慣

等に応じた継続的な保健指導に重点を置き、重症化予防に努めます。また、健診結果や診療報

酬明細書等を活用して抽出した疾病リスクの高い方に対して、症状の進展及び虚血性心疾患、

脳血管疾患、糖尿病性腎症等の合併症の発症を抑えるための医療機関と連携した取り組みを行

います。そのほかの取り組みとして、医療費分析に基づき、複数の医療機関を重複して受診し

ている被保険者等に対し、適切な受診指導を行い、医療費適正化を目指します。 

 平成30年度から始まる国民健康保険制度の改革は、少子高齢化・人口減によりふえ続ける医

療費に対応するもので、県が運営の責任主体となり、各市町村が国保事業費納付金を納め、医

療費の全額が県から交付されます。この国保事業費納付金を納めるため、各市町村は、それに

見合う保険税を賦課徴収しなければなりません。徳之島町は、新しい制度の動向を注視するた

め、今年度の保険税率は据え置きといたします。また、町民の健康保持のために、あらゆる事

業を通して医療費適正化に取り組みます。 

 食育・地産地消推進については、食生活改善推進員と講話や食文化の継承のための調理実習

を行いました。特に高校では、進学や就職で島外に出る学生が多いので、調理実習を通して島

の伝統料理を継承しつつ、自身の健康も含めて考えることも伝えました。また、食と農林漁業

の祭典では、伝統食の展示や伝承料理教室を開催いたしました。平成30年度は、徳之島町食育

推進計画をもとに住民の意識を高め、食生活の改善や地産地消等を目的に、食育アドバイザー

による食育講演会を実施することで、食育活動を総合的かつ効果的に推進してまいります。 

 高齢者福祉の充実について。 

 高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進に向け、後期高齢者医療保険事業として、いきい

き教室、グラウンドゴルフ大会を開催し、新たな疾病の発症や治療中の疾病の重症化を予防し、

日常生活の活動を高め、家庭や社会への参加を促し、それによって一人一人の生きがいや自己

実現のための取り組みを支援することができました。平成30年度からは、訪問形式の保健指導

を実施いたします。一人一人のライフステージ及び健康レベルに合わせたタイムリーな支援を

訪問指導により行い、自助共存の環境づくりを目指します。 

 障害者福祉の充実について。 

 平成30年度は、障がい者計画、第５期障がい福祉計画、第１期障がい児福祉計画がスタート

いたします。 

 障がい者計画では、障害者施策に関する基本的な方針を策定、第５期障がい福祉計画では、

「障がいのある人もない人もともに生きる島づくり」を基本理念とし、障害福祉施策の推進に

努め、第１期障がい児福祉計画では、障害児の健やかな育成のための支援を行います。 

 子育て支援・児童福祉の充実について。 
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 母子保健支援事業では、産科医等確保支援事業により、島内唯一の産婦人科病院に産科医が

固定をし、妊婦健診や出産はもちろん、一部の不妊治療も行えるように取り組んでいます。妊

婦健診や新生児聴覚検査の助成による子育て世帯の負担軽減を図り、ハイリスク妊産婦等支援

事業や離島不妊治療支援事業では、島外での治療や出産を余儀なくされた妊産婦に対しての負

担軽減に引き続き取り組みます。 

 マタニティクラスや新生児訪問等の事業を通して、ストレスを抱える母親を早期に把握・支

援を行い、乳幼児健診や親子教室等の事業では、子どもの健やかな成長と発達を確認しつつ、

母親の育児に対する不安や悩みの聞き取りを行っております。個別に寄り添う支援に注力して

おり、妊娠期～子育て期までの切れ目のない支援が行えるよう努めるとともに、健診や親子教

室等の事業を通して子供の健やかな成長と発達を支援していきます。 

 発達に特性を持つ子どもとその母親を対象とした支援としては、１歳６カ月児と３歳児それ

ぞれの教室を実施しております。発達に特性を持つ子供が通う保育園・幼稚園においても、保

健師・巡回支援専門員の派遣を通して、お互いの情報交換や子供への対応について助言を行う

などの支援を行っています。保護者の抱える悩みも多様化しており、職員の資質向上にも取り

組み、保育園や幼稚園など、関係機関との連携を強化するとともに、各園における気になる子

への対応や発達を支援するための方法について、研修等を計画してまいります。 

 歯科保健事業では、歯科疾患の予防、口腔機能の獲得保持等により、妊婦歯科検診から就学

前までの歯科検診の実施及び歯科保健指導、フッ化物塗布及び保育園・幼稚園におけるフッ化

物洗口の支援事業を行っています。乳幼児期からの生涯を通じた歯科疾患の予防、口腔機能の

獲得・保持等の各種事業を実施いたします。 

 待機児童の解消に当たっては、亀津保育園分園おひさま建設事業を実施いたしました。保育

園定員の増加を図り、平成30年度の徳之島町における待機児童の解消に努めます。 

 地域福祉の充実について。 

 平成30年度より開始となる第７期介護保険事業計画では、「誰もがいきいきと元気に、地域

でつながりあい、助け合える笑顔と共生のまち」を基本理念として、住みなれた場所でできる

限り元気で自分らしい暮らしを続けていくことができるために、介護サービスのみならず、介

護人材の確保に向けての取り組みやチームケアの質の向上に向けての地域ケア会議、各種研修

事業等を行い、在宅や施設でより安心して尊厳のある暮らしができる体制づくりに努めます。 

 豊かな自然と安全安心な生活が調和する環境社会づくりについて。 

 自然環境・生態系の保護・保全について。 

 自然環境の保護に当たり、子ども参加型の自然体験イベントを実施いたしました。ウミガメ

や昆虫、アマミノクロウサギなどの観察会を開催することで、地元の自然に触れながら学ぶ環

境教育に取り組みました。 
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 島内にて蔓延している松くい虫被害については、土砂流出防止などの多面的機能の保全対策

として、松くい虫の伐倒駆除事業を実施いたしました。枯損木となった松については、倒木に

よる人的被害や人家の損壊被害を未然に防ぎ、将来的に保全すべき松については、薬剤の樹幹

注入により、継続した環境の維持保全を図ります。 

 世界自然遺産登録に向けては、全島一斉ボランティア清掃やアメリカハマグルマを初めとす

る外来種駆除作業、希少動物を保護するためのノネコ・ノラネコの不妊去勢手術の実施、また、

不法投棄撲滅等の啓発を行い、自然保護に対する地域住民の意識の醸成に努めております。本

年夏に予定されております徳之島の世界自然遺産登録の可否を判断する第42回世界遺産委員会

では、県との共同事業による現地からのパブリックビューイングを実施いたします。また、世

界自然遺産登録の暁には、記念式典を開催し、講演会や祝賀会を計画しております。 

 サンゴ礁保全対策事業では、島のサンゴ礁を保全すべく、天敵であるオニヒトデを駆除し、

サンゴの生息状況調査を実施いたしました。平成30年度においても、サンゴ礁保全対策事業に

よるオニヒトデ駆除に努めます。 

 良好な景観の維持に当たっては、一般公募による景観写真コンテストを開催いたしました。

日本を代表する自然風景地として、魅力ある景観を島内外へ発信していきます。 

 防犯体制の充実について。 

 消費者被害防止の対策として、鹿児島県消費者行政活性化補助金を活用し、啓発用資料の全

戸配布や弁護士相談会の開催により、消費者被害の未然防止を図ります。消費者の安全と安心

を確保するため、将来にわたり町民への支援を継続して行い、消費者行政の機能を維持してま

いります。 

 誰もが快適に暮らし続けられる、人に優しいまちづくり。 

 道路・交通網の整備と充実について。 

 道路ネットワークの充実に当たっては、社会資本整備交付金事業を活用した亀津19号線を中

央通りまで整備するための建物調査を行いました。橋梁整備工事では、新里橋の補修工事が完

了、平成30年度の道路及び交通網の整備では、火葬場までの道を整備するための調査及び橋梁

点検結果に基づき、老朽化した橋の補修工事を行い、安全性の確保を図ります。 

 住環境の充実について。 

 社会資本整備総合交付金を活用した公営住宅整備事業で、白久団地木造平屋建て３棟６戸の

建てかえ事業を実施いたしました。高齢者などの配慮した設計仕様と安否確認の見守り機能等

を有する住宅を整備することができました。平成30年度は、同事業を活用した花徳２団地新規

建設事業を実施し、地域の活性化・定住促進に向けた安全・快適に生活できる住宅の実現及び

住環境の向上を図ります。 

 民間住宅リフォーム資金助成では、５件の民間住宅リフォーム資金の助成を予定しており、
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住宅の長寿命化、質の向上とあわせて、地域経済の活性化、雇用の安定化を図ります。 

 ストック改善事業では、尾母３団地の外壁改修・屋上防水工事を実施し、建物の老朽化・劣

化を防ぐことにより、住宅の長寿命化、質の向上を図ります。 

 公園緑地の整備について。 

 徳之島町総合運動公園は、施設の老朽化により通行できない木橋や散策路、機能していない

施設が多く見られるようになったことから、平成29年度に長寿命化計画策定を行いました。平

成30年度は、長寿命化対策支援事業により、施設の長寿命化対策や改修工事等を行い、安全・

安心な公園の再整備を図ります。 

 上下水道の整備について。 

 生活の基盤である安定した水道配給のため、旭ケ丘地区を中心とした７地区の浄水場を整備

し、５地区の配水管・導水管を取りかえました。平成30年度は、亀徳第２浄水場を中心に、老

朽化した浄水場整備等の更新を図るため、浄水場整備が３地区、配水管・導水管の整備を３地

区で計画しております。 

 下水道事業では、東区の既存の整備地区に隣接する区域及び裁判所周辺の管路工事を実施し、

下水道処理人口普及率の増加に努めます。あわせて、排水整備の接続支援を継続して実施する

ことで接続率の向上を図ります。また、地方創生汚水処理施設整備推進交付金事業を活用し、

し尿及び浄化槽汚泥を徳之島町浄化センターに受け入れ、維持管理コストや改築・更新コスト

の縮減を図り、下水道及び浄化槽整備による安全・安心・快適で住みやすい住環境づくりや環

境美化に取り組みます。 

 思いやりと文化を育む人間性豊かなひとづくり。 

 学校教育の充実。 

 徳之島町教育再生事業では、町雇用教員１名及び町職員によるサポートを行い、特定教科の

学力向上と学校におけるＩＣＴ活用の支援を実施いたしました。学士村塾では、204名の児

童・生徒が参加し、自学自習の定着と学力向上に努め、向学塾では、小学生が84名、中学生は

54名の生徒が参加いたしました。2020年度の小学校でのプログラミング教育必修化方針を受け、

ふるさと思いやり基金を活用した指導者養成研修を実施、研修を受けた指導者による講習によ

って、子供たちのプログラミングへの積極的な参加を促し、先駆的な取り組みとして小・中学

校への推進を図りました。平成30年度においては、町内の小学校での取り組みが円滑に進むよ

う指導体制の整備を行い、子供たちが抵抗感なくプログラミングの基本的な知識と概念を習得

するものづくり思考の向上を図るとともに、新たに北部活性化の教育振興のため、手々小中学

校へのシステムの整備を行います。 

 特別支援教育支援事業では、小中学校で25名の特別支援員を配置するなど、多様化する障害

を持つ児童生徒への適切な対応を行っています。 
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 教育環境の整備に当たっては、空調設備を小学校４カ所、中学校４カ所で整備・設置いたし

ました。未整備の学校には、段階的に空調の設置を行い、学習環境の改善に努めます。 

 平成30年度の新規事業といたしましては、亀津中学校のプール建設を行い、学習環境の充実

を図ります。 

 小規模校の活性化に向けては、継続的なふるさと留学生の受け入れを可能にするために、合

宿型のふるさと留学制度として、手々地区に新築する手々地区ふるさと留学センターの施設整

備を実施いたしました。今後は、留学生の受け入れを行い、新たな修学環境の整備とともに、

地域の活性化を図ります。 

 小・中学校再編につきましては、引き続き学校再編検討委員会を開催し、統廃合に関する研

修や学校再編教育委員会案の審議等を行い、再編が円滑に進むよう検討を重ねます。 

 家庭教育の充実について。 

 地域ぐるみの家庭教育支援事業では、乳幼児から中学生の子育てに悩みや迷いのある保護者

の家庭教育支援をするとともに、地域全体で支援する体制づくりを推進し、全ての保護者に対

して家庭教育の重要性の周知を行い、学力向上や生徒指導の充実及び家庭教育力の向上につな

がる取り組みを実施いたします。また、幼児の保護者に対して学習機会の提供と相談支援を実

施することで、就学前から家庭教育に対する意識を高めてまいります。 

 青少年健全育成の推進について。 

 青少年健全育成の推進では、島の宝である青少年の健全な育成を目指し、徳之島町青少年育

成町民会議の組織を構築いたしました。青少年の現状課題等の情報共有や活動内容の協議を行

う組織体系が整い、平成30年度は、あいさつ運動、歩いて登校、ボランティア清掃等への参加、

鍵かけ、キー抜きの強化を青少年育成施策に決定いたしました。また、小学校区単位での青少

年育成地域会議の設置により、各地区における青少年育成施策の実施や地区独自の育成活動の

促進を図ります。 

 芸術文化活動の振興では、子供芸術鑑賞事業として、小学校４年生以上を対象に劇団四季の

鑑賞を継続実施して、創造性と心の豊かさを育み、中学生には、団体等の音楽劇鑑賞を実施す

ることで、芸術を愛する心を育て、豊かな情操を養ってまいります。 

 生涯学習・生涯スポーツ活動の推進について。 

 生涯を通じた学習機会の充実に当たっては、高齢化とともに講師やリーダーなどの指導者の

人材不足が懸念されており、その対策として、循環型生涯学習社会の実現、知の循環型社会の

構築を目指し、関連する社会教育施設の拡充整備を図るとともに、生涯学習センターの機能を

充実させて活用し、各種学習機関としての連帯に努めながら、地域住民の高度化・多様化する

学習需要に対応していくために、指導者等の人材教育を図っていきます。 

 生涯学習環境整備では、図書館に読書通帳システムを導入して、図書館利用者の増加を図り



― 16 ― 

ます。 

 公民館講座では、新規講座の新舞踊・民舞教室や手話教室、子ども講座を含む年間24講座を

開講し、400人以上の町民が受講いたしました。平成30年度は、年間40講座の開講を計画して

おり、新規講座として、着つけ教室、エアロビクス教室、カービング教室などを開講する予定

であります。公民館講座受講終了後には、成果発表の場として生涯学習フェアを開催し、１年

間の学習成果を披露いたします。 

 スポーツ活動の振興については、プロ野球選手をはじめとするさまざまな競技の選手が自主

キャンプや合宿を行っており、子供たちに刺激を与えています。選手らによるスポーツ教室を

開催することで、子供たちの向上心が増すなど、レベルアップにつなげております。屋内運動

場では、スポーツ活動の推進と合宿の受け入れ強化につなげ、スポーツ振興と交流人口の増加

を図ります。平成30年度では、附帯施設としてトレーニングルーム等の建設を行い、町民の健

康増進と合宿時の拠点施設として、さらなるスポーツ活動の振興を図ります。また、学校法人

日本体育大学との体育・スポーツ振興に関する協定を利用し、日本体育大学所属のトップアス

リートなどの講演会やスポーツ教室、合宿受け入れを行ってまいります。 

 郷土文化の継承・活用について。 

 文化財保護については、各種文化財の指定等や指定文化財の保護管理及び調査研究を実施し、

郷土文化の理解に活用していきます。伝統文化の保存に関しては、各集落で積極的に取り組ん

でいるものの、後継者育成や物品の保存維持等に苦慮している現状があります。指定文化財等

への助成金による活動支援や青年団活動を初め、青少年等の参加を積極的に推進し、埋もれた

伝統芸能の掘り起こしと保存継承に努めます。また、町民等に郷土の文化や文化財についての

理解を深めてもらうために、郷土資料館の催しとして、企画展示を実施いたします。 

 みんなが主役、協働で展開する結いのまちづくりについて。 

 地方自治・地域コミュニティ形成の推進。 

 移住・定住の促進に当たっては、移住・定住の受け皿となる住環境の充実を図るべく、空き

家バンク制度をスタートさせ、増加する空き家の有効活用に取り組みました。引き続き、鹿児

島県等が参加する都市圏での移住フェアでの情報発信や町内の空き家の利用などに取り組んで

まいります。 

 男女共同参画社会の推進について。 

 男女共同参画社会の推進に当たっては、まず、町が率先して女性職員の活躍を推進するため、

特定事業主行動計画を策定し、女性職員が働きやすい環境を整えることを目標に掲げ、取り組

んでいます。 

 また、鹿児島県から任命された男女共同参画推進員とも連携し、平成30年度も引き続き男女

共同参画社会の実現に向けて取り組んでまいります。 
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 行財政運営の効率化について。 

 自主財源の確保については、個人町民税、固定資産税、軽自動車税の賦課及び法人税、たば

こ税の申告納税の促進に努め、各種町税の公平公正な賦課に努めます。徴収業務では、平成29

年度より、24時間納付が可能なコンビニ納付を開始し、納税者の納付機会拡大を図りました。

平成30年度も、自主財源の確保と税負担の公平性を保つため、滞納処分を推進し、納期内に納

付できるよう、さらなる利便性の向上に努めます。 

 ふるさと思いやり基金推進事業では、昨年度に続き、本町出身者を含めた全国の皆様に、本

町の想いと魅力ある特産品を積極的にＰＲさせていただきました。平成30年度は、本町のふる

さと納税の活用方法を積極的にＰＲすることで、寄附の使い方に賛同していただき、新たに徳

之島町を想ってくださる方をふやす取り組みを行います。 

 結びに。 

 平成30年は、昭和33年４月に亀津町と東天城村が合併をし、徳之島町が誕生してから60周年

の記念するべき年でもあります。これまでの60年間、先人諸先輩方や町民の皆様方の御支援に

よりまして、厳しい社会情勢の中で、町政は順調に発展してまいりました。今日に至る徳之島

町をともに築き上げました皆様方の御尽力に感謝を申し上げ、今後とも人々がにぎわい、夢を

かなえる明るいまちづくりを目指し、町制施行60周年を記念とした事業を展開しながら、さら

なる町勢の発展に向け、尽力してまいります。 

 また、この夏の世界自然遺産の審査によって、この徳之島は世界中から注目される瞬間を迎

えます。私たちが生まれ育った徳之島を人類共通のかけがえのない財産として後世に伝えるべ

く、豊かな自然環境の保全と活用を展開してまいります。 

 平成30年度の町政に全力で取り組み、学び、暮らし、働き、集う全ての人が自助・共助・公

助・近助の中で、個性と創造力を発揮するまちづくりの実現に向け、議会の皆様、町民の皆様

の御指導、御支援を賜りますよう心からお願い申し上げ、平成30年度の施政方針といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 以上で、施政方針説明を終わります。 

 

△ 日程第６ 一般質問   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第６、一般質問を行います。 

 勇元勝雄議員の一般質問を許可します。 

○５番（勇元勝雄君）   

 皆様、おはようございます。 
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 このたび、３人の方が新課長になりました。今後も、町民目線で、住民サービスに一生懸命

頑張ってもらいたいと思います。 

 ことしは、町制施行60周年の年であります。町制施行60周年に恥じないような議会を目指し

て、一生懸命頑張っていきたいと思います。 

 我々議員の任期もあと２カ月足らず。私は４年間、町民のために何ができるか、そういうこ

とを頭に入れながら、議会活動をしてきたつもりでございます。この４年間、我々議員は町民

のために何ができたか。町民は現在の議会に満足しているでしょうか。私は甚だ疑問に思いま

す。議員の一番の目的は、町民の福祉の向上だと私は思っています。そういうことを考えなが

ら、この４年間、頑張ってきました。もうあと20日で選挙戦に入りますけど、私は、町政に対

しては、議員の本分は、是は是、否は否で取り組むべきだと思っています。 

 議員は町民への奉仕者だという認識で、５番勇元が以下の７項目について質問いたします。

町長、副町長、各課長の責任ある答弁をお願いいたします。 

 １項目めの子育て支援について、12回か13回目の質問なんですけど、１番目に、現在の徳之

島町の子育て支援について、他の市町村と比較してどのように考えるか、お伺いいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 本町でも、生まれる前の妊娠期～子育て期間まで、切れ目のない子育て支援を目指して取り

組みをしております。 

 他の市町村と比較してどうかということですが、何を比較してよいものか考えまして、国の

示している地域子ども・子育て支援事業で比較してみました。この事業には13事業ありまして、

本町では８事業を行っております。 

 地域子育て支援事業ということで、これはがじゅまるの家に委託しておりますが、県内43市

町村ありまして、うち35市町村が実施しております。 

 あと、子育て援助活動支援事業、これはファミリーサポートセンター事業といたしまして、

社会福祉協議会に委託しております。これが14市町村で実施しております。 

 それと、病児保育事業、これもがじゅまるの家に委託しておりますが、これは12市町村が実

施しております。 

 それと、乳幼児全戸訪問事業、養育支援事業、あと、延長保育事業、これは亀津・亀徳の保

育園で実施しておりますが、29年度からは、公立母間保育所、へき地保育所でも延長保育を実

施しております。 

 あと、放課後児童クラブ、これは亀津保育園、亀徳保育園、母間ペンギン村にて実施してお

ります。 

 あと、妊婦健診も行っております。 
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 29年度は実施しておりませんが、30年度よりは、亀徳保育園が一時預かり事業を再開いたし

ます。 

 このほかにも、子育て支援研修、みなし保育士の研修を実施しておりまして、28年度は町単

独で行って、30名の方が研修を終えております。29年度、20名の方が受講しております。これ

は、今年度は県の補助事業を活用して行っておりますが、このような取り組みも、他の市町村

に先駆けて実施しておりまして、今年度からは、郡内の市町村でも取り組みが行われていると

聞きました。 

 あと、亀津保育園の分園の建設により、保育定数の10名増など、本町の子育て支援は、他の

市町村に比較して劣ってはいないものと思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 そういう答えが返ってくることを予想はしていましたけど、２番目に、乳幼児医療費を他の

市町村並みに無料にすることはできないか、お伺いいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 これは、議員からも再三質問しておられますが、12月の議会でもお答えしたとおり、県と同

様の未就学児の非課税世帯を対象に、30年度も行う予定でありまして、現段階では、無料化す

ることは予定しておりません。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 無料化にできない理由というのは、どういうのが理由になるでしょうか。 

○町長（高岡秀規君）   

 徳之島町の今の考えといたしましては、子育て支援について、何が一番的確な子供たちのた

めの政策かということでありまして、医療費の無料については、今は検討していないところで

あります。 

 保育料無料についても、国・県等がそういう方針を打ち出しておりますので、国や県に従っ

て、医療費と保育料については政策を行っていきたいというふうに思います。 

 それ以外の子供の体の健康の予防でありますとか、あと心と、あと教育、そして、子育ては

高校生までをターゲットとしてやるべきかと、今、考えておりまして、できる限り、優秀な子

が島外に出るのではなくて、徳之島でしっかりと高校まで出る環境づくりについて重点的な政

策を行うべきと考え、政策を行っているところであります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 平成30年ですか、31年ですか、し尿処理場が下水道のほうに処理を入れます。その分のお金

が6,300万、全部が全部浮くということじゃないんですけど、そのお金を子育て支援に、乳幼

児医療の無料化に回すことはできないんでしょうか。お伺いいたします。 
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○町長（高岡秀規君）   

 実は、予算がないから回せないわけではなくて、政策として、より多くの予算をかける重点

的な政策として、教育でありますとか、子供の交流事業、そして、また、健康づくり、あと、

食育でありますとか、そういったところに予算配分をするということであります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 前は、前の答弁で、無料にしたらコンビニ受診がでる、そういう答弁もありました。現在、

県下でも実施していないのは数町村なんですよね。そして、国のほうでも、今度は、保育所は

３歳～５歳を無料にする。ほかの町村も、子育て支援のために、結局、乳幼児医療を無料にし

ているわけです。今度、奄美市も、中学校まで無料にするという市長の方針が示されました。

私は、乳幼児医療は、ほかの町村並みに無料にするべきだと思いますけど、町長はどう考えま

すか。 

○町長（高岡秀規君）   

 以前にも申し上げましたが、政策には、どうしてもデメリットとメリットがございます。そ

して、何のためのこの政策をするかということですが、医療費の無料化でありますとか、保育

園の無料化について、じゃあ、どこをもって費用対効果とするところの指標でありますが、私

は、少子高齢化における人口減、そして、特殊出生比率に与える影響、そして、子供たちの将

来Ｕターンにつなげる、そういうデータ等を鑑みますと、無料化については決して、無料化に

したからといって子供がいっぱい、特殊出生比率が上がるわけではない。そして、また、保育

園の無料についてもそうです。 

 しかしながら、一番効果があるデータはどこなのかといいますと、待機児童のまず解消です。

そして、また、教育環境で予算、家庭内で、塾でありますとか、そういったところに予算をか

けてしまうと、子供が減る傾向にあるというデータがございます。だからこそ、塾であります

とか、教育面では、町がしっかりと無償提供で今はやっているところでありますので、実は、

特殊出生比率の継続と、そして、また、少子高齢化対策の一環としても、私は、子育ての配分

の予算というものは考えていっているところでありまして、医療費の無料化については、仮に

生活が苦しいとか、弱い者の立場に対しての無料化というものは、生活保護者、非課税世帯に

は無料化にしておりますので、課税世帯について、3,000円を超えた部分については、１カ月

ですね、補助事業をしていますから、3,000円までがかかるということですから、私は、十分

とは言えないまでも、ある程度の弱者に対しての政策は行っているつもりであります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 町長と私の考えは違います。それは、次はどうなるかわかりませんけど、また次の機会にや

ってみたいと思います。 

 国のほうで、３歳～５歳までの保育料を無料にするよう検討されていますが、町のほうでは、
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ゼロ歳～２歳までの保育料を無料にできないか、もし無料にした場合の財源はどれぐらい必要

か、お伺いいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 現在、子ども・子育て会議の中でも、町としても、ゼロ～２歳までの保育料の無料化の検討

はいたしておりません。 

 ゼロ歳～２歳までの保育料を無償化にした場合の試算ですけど、平成29年度ベースで算出い

たしますと、亀津保育園の保育料が1,397万8,000円、亀徳保育園が951万3,000円、母間保育所

が645万円となりまして、合計しますと2,994万円、おおよそ3,000万円の財源が必要かと思い

ます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今回は質問事項が多いもので、さらっと流していきたいと思います。 

 現在、各地区に公園があります。公園に遊具の設置はできないでしょうか。お伺いいたしま

す。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 勇元議員、（４）は。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ４番に戻ります。 

 母間保育所を委託した場合の金額、町の直営でした場合の金額、その差額はどれぐらいにな

るでしょうか。お伺いいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 これは、委託先が認可を取得できたことを仮定して算定いたしますと、母間保育所、60名規

模の保育所の委託料が月800万円ぐらいになります。それで12カ月を掛けますと9,600万円、平

成30年度の当初予算の母間保育所の運営費が7,339万円ということで、2,261万円、委託した場

合のほうが多くなるという計算になります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 前に資料をもらったときは、委託したほうが安くつくという資料をもらったんですよ。計算

した資料をまた後でもらいたいと思います。 

 給食費、県下でも３～４市町村、無料にしている市町村があります。南さつま市は１億

1,000万近くの金額を出して無料にしています。 

 学校教育、非常に、この間、亀津中学校のほうで給食費の未納が多いということで、そうい

う会に呼ばれました。先生方も非常に難儀をしています。 
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 給食費を無料にした場合は、必要な金額はどのぐらいの金額でしょうか。伺います。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 給食費の無料化は、今のところ考えておりません。 

 無償化となれば、現在、保護者負担分の年間おおむね3,500万相当の額が負担増となる予定

であります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 乳幼児医療を無料化にしなかった場合、し尿処理場の金額がある程度浮くわけですから、そ

ういうのを利用して給食費を無料にするとか、そういうことはできないでしょうか。伺います。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、学校教育課の課長が、今、給食費の無料化については考えていないということで、意見

は一緒であります。今後の子育て等々についての重点的な予算配分ということで御理解いただ

きたいというふうに思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 この6,000万近くの金は、教育に全部使われるんだったらいいんですよね。国からもいろい

ろ来ていますよ。地方消費税の中にも、福祉関係に使っていいという金が来ています。奄美市

も、そういうお金を使って乳幼児医療を無料にしている。そういうところがあります。そうい

うことも将来考えるべきじゃないかと思うんですよね。町長は、教育に力を入れるとか言って

います。学校の先生は、給食費を集めるのに難儀をしているわけですよね。そういう余分な力

を、教育に力を入れてもらうためにも、私は、給食費無料じゃなくても、半額補助とか、そう

いうことも考えるべきじゃないかと思います。 

 次に行きます。 

 現在ある各公園に遊具の設置はできないか、お伺いいたします。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 お答えします。 

 社会教育課所轄の亀津公園、徳之島町健康の森総合運動公園については、総合運動公園に現

在、遊具があります。子育て支援としての遊具の充実は必要なものだと思います。現在ある遊

具は、平成25年度の臨時交付金事業で設置してあります。国よりの交付金等の割り当てがあっ

たときに、事業を取り入れて検討したいと思います。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 そういう事業じゃなくても、町には金があると思うんですよ。ふるさと納税のお金。各課に

要望を出してくれということで、総務の財務のほうから来ていると思うんですけど、現在、総

合グラウンドに遊具はありますけど、あれじゃあ少ないんですよね。亀津の児童公園、近隣公
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園ですか、昔の。北部地区には、全然公園はない。遊具はない。子供を遊ばせるために、わざ

わざ伊仙町まで行っている人が多いんですよ。子育てしている若いお母さん方からそういう話

をよく聞きます。ふるさと納税のお金、そういうのも手を挙げて、遊具の設置をしてもらいた

いと思います。 

 今、児童公園があります。名ばかりの児童公園ですよね。今現在、横のほうにグリーンベル

ト、木を伐採して空き地になっています。そういうところに遊具の設置はできないか、お伺い

いたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 今、児童公園におきましては、さまざまなスポーツ少年団、野球、サッカー、そして、幼稚

園・保育所等の運動会、高齢者のスポーツ大会、あるいは、ゲートボール、グラウンドゴルフ、

さまざまな行事が行われているところでございます。その中で、今、拡張ですね、以前、勇元

議員が平成27年12月議会で、拡張して、そこを広々と使いたいという要望等もございまして、

今、拡張してあるところでございます。そして、横の緑地については、町有地活用等検討委員

会におきまして、さまざまな行事がそこで行われるので、熱中症・暑さ対策、そういうところ

で、休憩も含めて、緑陰が必要であろうということで、その横につきましては、全て緑地とし

て確保するというようなことに決定しておりますので、その委員会の意向を尊重したいという

ふうに考えております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 横のほうに、今、モクマオウが生えているところは、それはそのままでおくべきだと私は思

います。その横、その南区より、また永浜木材の倉庫の裏、現在使用されていない場所があり

ます。児童公園のそばにそういうのも、市街地の中にもそういう遊園地があるべきじゃないか

と私は思っていますけど、そういうことはできないでしょうか。お伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 その件につきましても、町有地活用検討委員会で、遊具の話も出ました。その中で、今言わ

れている児童公園周辺につきましては、リースあるいは購買をするべきだろうという場所と、

あと、新たな植栽をして、駐車場をつくって、児童公園をさまざまな行事で使われる方々の駐

車場、そして、役場も今、裏側のほうに公用車を全て配置しましたので、職員が非常に駐車場

が不足しておりますので、職員も日常にあそこを使わせていただくという方向で、委員会で決

定しておりますので、その委員会の意向を尊重したいと思っております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 駐車場は、いろいろ行事があるときは、もうほとんどが日曜日なんですよね。役場の駐車場

もあります。一角に、全部が全部、遊具を置いてくれという話じゃないんですよね。ある程度
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の遊具を置いたら、歩いて来れる人もいる。また、駐車場があったら、車をとめて、そこで子

供を遊ばせることもできる。そういうことも考えて、今後は考えてもらいたいと思います。 

 ２番目の職員採用について…… 

○議長（福岡兵八郎君）   

 勇元議員、８番は。 

○５番（勇元勝雄君）   

 年ですかね、もう。８番。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ８番をしたら、休憩に入ります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 はい。 

 子供たちの島外遠征費を町から補助はできないか。県のほうでも、そういう予算が今年度の

予算に組まれていると思いますけど、町のほうでは、中学校のほうはあったんじゃないかと思

うんですけど、小学校の子供たち、小・中学校の遠征費のためにもっと予算の増額はできない

か、お伺いします。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 お答えします。 

 遠征費の助成としては、スポーツ少年団なんですけど、大島地区スポーツ少年団競技別交歓

大会においては、旅費・宿泊費・交通費の半額を助成、29年度は９競技で100万3,410円支給し

ております。 

 それと、鹿児島県スポーツ少年団競技別交歓大会においては、指導者・団員１人当たり

3,000円を助成し、29年度は２競技９万9,000円を助成しております。 

 九州ブロックスポーツ少年団交流大会においては、旅費・宿泊費・交通費の半額を助成し、

29年度は１競技32万8,820円支給しております。 

 派遣費の助成は、文部科学省、県体育協会、県スポーツ少年団本部、日本体育協会加盟競技

団体が主催する大会となっております。29年度の町の予算は、225万円の補助金をいただいて

おり、その中から190万円ほどを派遣費の補助に使っております。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 いろいろ子供たちの父母は苦労しています。予算は、今度は減額補正してありましたけど、

もっと助成をふやすべきではないかと思います。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 今回の減額補正は、スポーツ少年団の交歓大会に全てのチームが大島に行ったり、鹿児島に
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行けるということで予算を組んであります。毎年ですね。29年度も。それで、実際に大島地区

で１番とかになった団体しか、県とか九州大会に行けないので、それで減額になっております。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 よろしいですか。 

 ここで休憩いたします。 

 再開を11時半からいたします。 

休憩 午前１１時２０分   

再開 午前１１時３０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 勇元勝雄議員の一般質問を許可します。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ２番目の職員採用についてお伺いいたします。 

 ６名退職に対して、10名も採用しなければならないのか、その理由をお伺いいたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 正確には、６名の退職ではなくて、13名の欠員の予定であります。 

 今回の職員採用につきましては、定員管理計画177名をもとにして採用することにしており

ます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 定員管理計画の177名というのは、どういう数字でしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 平成28年２月に、行政改革推進委員会の第５次行政改革大綱、それを作成するに当たって、

定員管理計画の作成もしていただきました。その中で、委員会からの答申は、183名が妥当で

あろうという答申を受けまして、その後、行政改革推進本部、本部長は町長、副本部長は副町

長、あと、本部員は各課長と、そういう中でいろいろ協議した中で、現有必要な177名で当分

はこの定員管理計画でしようということになりましたので、現在、177名の定員管理計画で人

事を行っているところでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ５番目に聞こうと思ったんですけど、それを早めて聞きますけど、177名でするというあれ

でしたら、定数条例も変えたほうがいいんじゃないかと思いますけれども、どう思いますか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 
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 12月議会でも同じような質問、その前の９月も同じような質問だったと思いますけれども、

定数条例につきましては、今、266名となっております。これについては、徳寿園、汐路、給

食センター調理員、学校用務員等々がいたころの定数でございますけれども、その点につきま

しては、減員として考慮しなければいけませんけれども、その後、新たな地域営業課の設置で

ありますとか、いろんな行政需要が増していますので、今、177名で定員管理計画をしており

ますけれども、今後また、平成32年度の新地方公務員法の施行、あるいは、国の定年延長の制

度設計、課の統廃合・新設、事務分掌の見直し、そういったもろもろのことを見きわめて、踏

まえた上で定数条例、しっかりと改善するべきであろうということで、今、拙速な判断をせず

に、国の動向も見ながら、定数については、皆様にまた後ほど、提案をしたいと思っていると

ころでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 国の動向を見ても、266名の定数というのは多過ぎると思うんですよ。ある程度の線までは、

定数条例を変えるべきだと私は思います。そういうことも今後は考えてもらいたいと思います。 

 ２番目に、新たに職員を増員する課はどこの課か、新たに配置した職員の仕事内容をお伺い

いたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 新規採用職員につきましては、ほかの課長以下、職員と同じように、４月の定期異動によっ

て人事配置されますので、新採用職員がどこに配属されるかということは、全体の定期異動の

中で決まりますので、今のところ、新規採用職員がどこに配属されるかということについては

お答えできないところでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 しかしですよね、各課から要望があって、この課をふやさなければいけないという要望があ

って、初めて新規採用ができるんじゃないですか。新年度で異動がなされていないから、ふや

した分の職員をどこに配置するか、異動がなかったら決まらないという、そういう職員の採用

の仕方があるんですか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 先ほど申し上げましたけれども、職員を増員したわけではございません。定員管理計画の中

でしっかり配置していくということですね。例えば、ある職員が異動したら、そこに新規採用

が入るかもわからないし、そういうことで、どの職員がどこに配置されるかはどの職員もまだ

知りませんので、職員を増員したわけではありませんので、御理解いただきたいと思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 現在は何名の職員がいるわけでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   



― 27 ― 

 174名でございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ３名はふえるわけですよね。177名という数字はありますよ。しかし、３名はふえるわけで

すから、どの課がふえる、また、その課から要望があって初めて増員はできるんじゃないです

か。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 ４月１日の時点では、定員管理計画のもとで採用を行います。合格通知を出して、採用予定

者名簿に記載されているということですので、必ずしも採用がされるとは限りません。その途

中の段階において、心身の故障で職務が遂行できないだろうと、そういうこととか、あるいは、

公務員としての適正を欠くような行動がその間にあった場合は職員採用されませんので、16名

全員を４月１日に職員採用するということは決定ではございませんので、今のところは、定員

管理計画のもとで職員採用をしていくというところでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今まで、予定者の中で採用されなかったことは、聞いたことがないんですよ。前、36名採用

したときも、３名は補欠でした。総務課長が今のような答弁をするんだったら、13名で採用予

定者を出して、あと３名は補欠でもよかったんじゃないですか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 過去には、採用されていない職員もございます。採用については、定員管理計画を遵守する

ということで、新たな行政需要が出てきた場合には、そこでまた定員管理計画の見直しもあり

得るというところでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 そういうことで職員を採用する。税金を払っている町民は、たまったものではありませんね。

職員を６名の退職者に対して16名、私は10名ふやすという認識でこの質問を出しました。一般

の町民の方はどのように考えられるか。お伺いいたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 先ほども申し上げましたとおり、６名は定年退職ですけれども、それ以外の退職者はいると

いうことでございますね。欠員もあるということですので、６名の退職者に対して採用をふや

すということではございませんので、御理解いただきたいと思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 合格通知を出した時点では６名でしたよね。欠員というのはどういう意味でしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 合格通知を６名に出したら、６名しか最大採用できませんので、６名に出したということは

ございません。 
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○５番（勇元勝雄君）   

 退職者が６名ですよね。採用内定が出たのは16名ですよね。その時点では、途中退職者は何

名というのを把握していたんですか。それと、欠員というのは何名でしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 11名は把握をしておりました。欠員は３名と、把握をしていたのは８名でございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 177名という数字は役場が決めた数字であって、一般町民は、今でも役場は人間が多いとい

う認識があるんですよね。昔は全部手書き、計算機で計算しました。コンピューターを入れて、

パソコンを入れて、結局は、事務の効率化を図るためにそういういろいろな機器を入れたんで

すよ。人口は減っていく。そういうことを考えた場合、一般町民が考えるのは、人口は減る。

コンピューターを入れた。どうして職員がそれだけふえなければいけないか。一番減った時期

は百五十何名ですか、158名ですか、そのときは、町長も行革に一生懸命になっていました。

変わってきたのは、町長の２期目から、そういう考えが、行革に対しての認識がちょっと薄く

なったと思います。 

 ４番目、10名採用によってどれぐらいの財源が必要か、お伺いいたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 10名ふやすという質問自体がちょっと理解できないところがありますけれども、159名まで

減ったころもありましたけど、その分、臨時職員の数が増大したと。反比例した部分もあると

いうことですね。そして、その時々によって、行政需要というのも変わってきます。例えば、

今後は、介護分野の新たな新交付金に対応する介護包括支援センターですね、それの拡充もし

なければいけません。また、新たな子育て世代に対する包括支援センターも、平成32年度まで

には立ち上げるようになっております。また、ふるさと思いやり推進室においても、非常に今、

ふるさと納税の額が上がっておりますので、今においても、その担当については時間外勤務が

常態化して、非常に忙しくなっております。これをさらに伸ばすとなると、また人員が必要な

んですよね。そういったところで、ふやすべきところはふやして、また、課の統廃合であると

か組織の改編、そういったものでは減らしていくような、そういった状況に応じた、行政需要

に応じた定員管理計画というものは必要だというふうに考えておりますし、10名増員するわけ

ではないですので、今の質問にはちょっと答えるところがないのかなというふうに考えており

ます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 10名の採用によってどれぐらいの財源が必要かということを聞いているだけであって、総務

課長は、ちょっと余分なことを答弁するのが多過ぎるんですよ。私が聞いているのは、10名採

用によってどれぐらいの財源が必要かということだけなんですよ。 
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○総務課長（岡元秀希君）   

 失礼しました。勇元議員に理解していただきたくて、ちょっと周りのことも話しましたけれ

ども、10名採用の場合は、１人当たり、大卒でほかの職場を経験したとか、そういう経験もあ

る方については最大で400万ぐらいですね。高卒の場合は350万程度だったと思っております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ５番目の定数条例は、先ほど答えてもらいました。 

 質問に対して、質問した分に答えてもらいたいと思います。 

 ３番目、美農里館について、１番目、過去の年度別の売り上げ、経費、赤字と言ったらまた

怒られるかもわかりませんけど、農産物の赤字の金額、農産物の仕入れ額をお伺いいたします。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 それでは、お答えします。 

 年度別にお答えします。 

 平成26年度売り上げが1,316万7,756円、経費として4,686万7,119円、その差額が3,369万

9,435円となっています。平成27年度売り上げが1,410万6,892円、経費が4,978万8,215円、差

額が3,558万1,323円、26年度と27年度は委託事業を行っていましたので、美農里館の店舗の売

上手数料だけが売り上げとして歳入に入っています。商品の仕入れについても、経費に含まれ

ておりません。例えば、販売価格が100円の場合、販売手数料20円だけが売り上げとして収入

に入っておりました。 

 平成28年度売り上げが1,804万2,299円、経費が5,961万5,373円、差額として4,157万3,074円、

28年度は９月より、販売金額を全額売り上げに反映して、商品の仕入れについては経費に含ま

れております。販売価格が100円に対して、売り上げを100円、収入の中で80円が仕入れ金額、

経費として算出しております。 

 平成29年３月１日の売り上げが1,815万8,956円、経費が5,951万1,393円、差額が4,135万

2,437円です。29年度も残り１カ月となりましたが、未収額がまだございます。今後の見込み

額として、あと300万ほどあります。よって、29年度は2,100万ほどの収入額を見込んでおりま

す。 

 次に、農産物の仕入れ額についてですけど、26年度が240万1,533円、平成27年度が180万

1,075円、28年度が308万8,506円、29年度が、今、２月15日現在、367万8,385円、仕入れの農

産物については、マンゴー、パッションフルーツ、ドラゴン、ショウガ、アザミ、バレイショ、

タンカン、パパイヤ、グアバといった種類でございます。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 一番問題になるのが仕入れ額なんですよね、農産物の。町長はいつも六次産業化と言ってい
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ます。300万、400万の農産物の仕入れで六次産業化ができるかと、私は非常に疑問に思うんで

すよ。毎年赤字とは言いませんけど、毎年売り上げに対して経費がかかっています。こういう

状態で美農里館は今後運営できるか、お伺いいたします。 

○町長（高岡秀規君）   

 六次産業化につきましては、今後とも推進しなければいけないというふうに考えております。

当然、農産物の数字だけで、勇元議員のほうで費用対効果という話がございましたが、実は、

その数字だけで図れるものではないというふうに考えております。 

 まず、六次産業化の中の二次を、今、加工ですね、そこをしっかりと強化しなければいけな

いというふうに考えておりますので、今後の美農里館の役割は、将来を見据えたときに非常に

大きな役割を示すだろうというふうに考えております。 

 今後は、都会と離島の加工技術の格差が非常に大きいわけでして、その格差を埋めるべく、

今後とも美農里館については、しっかりと町が支援をしながらやっていきたいというふうに思

います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 普通の民間の会社だったら、とうに潰れていますよね。 

 ふるさと納税の返礼品、品目別の年度別の売り上げ、リピーターはいるのか、お伺いいたし

ます。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 お答えします。 

 ふるさと納税の返礼品以外、美農里館の年度別売り上げについてお答えします。 

 美農里館カレー、平成26年度が80万250円、平成27年度が82万7,650円、平成28年度が74万

9,950円、平成29年度が75万9,550円、今、この数字は１月現在の数字でございます。 

 それと、美農里館ジャムでございますが、平成26年度が33万8,438円、平成27年度76万8,440

円、平成28年度50万4,720円、平成29年度75万3,170円、これも１月現在でございます。 

 ジェラート、アイスに関しては、平成26年度36万1,200円、平成27年度44万3,800円、平成28

年度が202万5,215円、平成29年度、これも１月現在でございますが、145万4,595円となってい

ます。 

 飲料水、シークニンジュースですけど、平成26年度80万5,230円、平成27年度107万4,750円、

平成28年度125万6,650円、平成29年度１月現在146万1,000円。 

 糖蜜です。平成26年度が３万5,910円、平成27年度が24万4,150円、平成28年度が31万4,450

円、平成29年度が１月現在２万8,500円。 

 ゼリーに関してですけど、平成28年度が219万6,000円、平成29年度が171万円です。これは

１月現在です。 
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 少しずつでありますが、売り上げも増加にあり、特に飲料水、清涼飲料水ですけど、ジェ

ラートについては、認知度もだんだん広まっております。リピーターについては、統計集計し

てはおりませんが、件数は把握もできておりません。電話やメールの問い合わせがふえてきて

おります。納税の返礼品で選んでおいしかったという特産、物産展等でも購入しておいしかっ

たということで、注文を受けているところでございます。 

 今後、世界遺産に向け、観光客も増加してくると思います。リピーターになってくれる方も

いますし、今後もまた努力していきたいと思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 電話注文とかそういうのでは、大体年間幾らぐらいの売り上げをしているんでしょうか。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 この数字、電話注文と大体がファクス注文、電話の注文もありますけど、集計はとっていな

いですけど、今後また勇元議員に伝えるようにいたします。 

○５番（勇元勝雄君）   

 そういうのが一番大事だと思うんですよね。どれぐらいの数字が出ているか。ふるさと納税

で、返礼品で出した分、また、送ってもらっておいしかった、また金を出して買ってでも食べ

たいという、そういう品物をつくってもらわなければ、美農里館は、ちょっとずつは売り上げ

伸びていますけど、職員が一生懸命頑張っているのはわかります。だけど、町民の税金をこれ

だけ使っているわけですから、いろいろ聞かれるのは仕方がないと思います。もうこれは課長

の仕事ですから。 

 大手食品メーカーとの契約はできたのか、大手食品メーカーとの年度別の取引状況をお伺い

いたします。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 お答えします。 

 営業を経験した方は理解できると思いますが、メーカーとの取引というのは非常に難しいと

ころがあります。私も今、いろいろ営業をやっているんですけど、100回行って、商談１つも

とれない場合もございます。そんな中で、今、契約というか、取引ですね、契約はしないです

から、そんな中で今やっているのがお中元・お歳暮なんですけど、Ａ社としておきます。お中

元・お歳暮は、平成28年度が408万3,715円、29年度が253万9,545円、トータル662万3,260円、

これはまだ未収入額がございますので、まだふえてくると思います。 

 それで、Ｂ社、ポテトでなんですけど、28年度が97万4,400円、29年度が73万2,113円、トー

タル154万5,600円、これもまだ未収額がありますので、ふえてくるものだと思います。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   
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 デパートとかそういうのじゃなくて、前から話している大手食品メーカーとの契約はできた

のか伺っているわけでございます。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 営業というのは生きています。それで、こういう議会で質問してほしくないところも結構あ

りまして、中で鹿児島の商社とかが、ほかにも物産をやっている方々もいます。そこら辺でお

話しするんですけど、今後もふえてくると思います。今現在も取引している商社等も結構あり

ますので、今後、また我々も努めて、努力してやっていきたいと思います。 

○町長（高岡秀規君）   

 補足ですけれども、売買契約については、まだ契約には至っておりません。 

○５番（勇元勝雄君）   

 私が質問しているのは、今、町長が答弁したような答えなんですよね。先ほどから言ってい

るように、質問に的確に答えてもらいたいと思います。 

 前、去年、おととしですかね、食品メーカーへ行ったとき、会長がその場で言っていました。

スピード感がない。売る物がない。もっとスピード感を持ってやらなければ、メーカーとして

も困るんですよ。また売る物をもっと研究してつくってもらわなければ、幾らメーカーが売り

たいと思っても、売る品物がない。そういう状態じゃあ、契約はできないんですよ。今後、一

生懸命頑張ってもらいたいと思います。 

 美農里館に今現在７名、観光のほうもありますけど、７名の職員が必要か伺いたいと思いま

す。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 お答えします。 

 ７名ではなく、今現在６名の業務を行っています。これまでも開設以来、オール美農里館で、

皆さんで業務を行ってきました。そんな中、物産、観光、商工の３つの業務がありまして、総

括は私がやっているんですけど、業務に関して、先ほども言ったように、業務全般を全員で行

っております。特に物産に関しては、メーカーとの交渉や取引、非常に繊細なものがございま

す。そういう業務をやっているわけでございますが、そんな中、美農里館の売り上げ向上のた

めに、今後、徳之島の物産を担う担当として、皆さんやっているわけでございます。 

 また、店舗業務も職員で兼務をしておりまして、そんな中、また、土日・祝日も、交代で職

員も出勤しております。職員は、徳之島の観光物産のために日々努めております。現在、職員

の数は足りないという感じは、実際、私は感じております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 職員が一生懸命やっているのはわかっていますけど、現在、美農里館、非常に出と入りが不

均衡になっています。入る金は少なくて、出す金が多い。町長は常々、民ができないから、官
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がしなければいけない、そういう答弁をしていますけど、図書館、文化会館、いろいろ指定管

理者を置いています。私は、官がするよりも、民間のほうがいろいろ考えるんじゃないかと思

います。官がやった場合、親方日の丸、そういう考え方もあると思うんですけど、美農里館を

指定管理者に委託するということは考えられないんでしょうか。お伺いします。 

○町長（高岡秀規君）   

 まだ少し技術的な分野、あと、販売力等を考えると、民間ではもたないというふうに考えて

おります。当然、官がやるデメリットはありますが、メリットの部分として、三次の販売力で

すね。実は、大手企業でありますとか、そういったもので、役場が動いているということで、

非常に市場での信用度が民間に比べたら雲泥の差がございます。そして、また、加工の技術を

学ぶにしても、町がやっているということで、非常に多くの決定権がある方とお会いできたり

もします。その中で、技術とか、あと販売力がしっかりと構築された上での民間委託というの

が一番有効かというふうに考えておりますので、今は、官のほうでしっかりと構築をするべき

かと考えております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 何でもそうですよね。何年後にはどれぐらいの売り上げで、どれぐらいの黒字になるとか、

とんとんになるとか、そういう目標があって初めて人間は動けると、私は思うんですよ。そう

いう考えをしていかなければ、現在のように、ただ役場がやるからいい、そういう考えじゃあ、

私はちょっと無理があるんじゃないかと思うんです。要望として、将来的には指定管理者、町

がお金を出して委託するような方向に持っていってもらいたいと思います。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ここで休憩いたします。 

 昼は１時半から開会いたします。 

休憩 午後 ０時１０分   

再開 午後 １時３０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 勇元勝雄議員の一般質問を許可します。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ４番目の観光についてお伺いしたいと思います。 

 この間、生涯学習センターでも講演会がありました。理想はクロウサギを飼育して観光客に

見せてもらうというのが私はいいと思いますけど、それは恐らく無理だろうと思います。それ

で、いつも新聞等で事故に遭ったクロウサギ、交通事故とかいろいろありますけど、その亡く
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なったクロウサギを疼製にして大島郡内、徳之島３町、８町ですかね、そういうとこに疼製と

して展示できないか伺いたいと思います。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 クロウサギの疼製についてでございますが、現在町に２体ほどクロウサギの疼製がございま

す。ですので、徳島町としては新しく疼製というのを今、現時点では考えていないんですけど

も、ただこの２体が公共の前に飾られていないというのがございますので、学習センター、そ

れから例えば役場等々に展示をいたしまして、特に自然遺産、４月予定しておりますので、そ

の機会を利用して周知したいというふうに考えております。 

 また、将来的には自然センターが一応建設予定でございますので、その中でもそういったク

ロウサギというのを展示をできるものではないかと考えているところでございます。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 そういうクロウサギが２体あるというのを初めて聞きました。もっと町民にも観光客にそう

いう周知をしてもらいたいと思います。 

 今、役場のほうで管理している観光地がありますけど、管理は適正に行われているか伺いた

いと思います。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 お答えします。 

 現在徳之島町の観光地については、地域営業課の臨時の職員２名で週５日の業務を行ってい

るとこでございます。トイレと公園周辺清掃と遺跡などの管理も行っているとこでございます。

毎日のように使われるトイレは、いつもきれいで快適な空間が求められているわけでございま

すが、トイレに関してはペナルティーなことがよくあります。いつでも対応できる体制にして

いますし、即座に動けることが重要ということでございます。 

 観光地の管理については、適正に行われています。職員も一生懸命業務を行っているわけで

ございます。また、今後も、さらなる業務の資質向上に向けて努めれるように指導していきた

いと思います。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 たまに観光地を回ったら草が、たまたま行ったときか草が生えているときかわかりませんけ

ど、物すごい草が伸びているときがあるんですね。そういうのも役場のほうで把握して、管理

をしている人に連絡して草を刈ってもらうようにしてもらいたいと思います。 

 それと、前に浜のモクマオウなんですけど、亀津、亀徳、現場確認したのは亀徳の慰霊塔の
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浜と次の浜は確認しているんですけど、掘って、そのモクマオウをそのまままだ置いてあるみ

たいなんですよね。この間、一月ぐらい前行ったときはまだ残っていました。葉が枯れたら落

ちて浜が汚くなりますので、そういうのも早急にとってもらいたいと思います。 

 それと、次に、３番目、観光地の草刈りはどのぐらいの感覚で行われているかお伺いいたし

ます。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 お答えします。 

 先ほどのモクマオウのお話ですけど、とってすぐというのは重みもあります、枯れてからと

いうことでありましたので、今撤去してあります。 

 それと、草刈りの間隔ですけど、以前より管理箇所がふえてきました。そういうことで状況

を見ながら適正に管理は行っています。トイレはしっかりとした管理を行い、草刈りについて

は状況を見て、その都度適度な間隔で伐採、管理を行っているとこでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 前、言った手々の海浜公園ですか、あそこへ行ったときは物すごく草が生えとったんですよ

ね。現在はどうなっているか、それから見ていないんですけど。 

 亀徳集落も要望書を出しました、観光地の管理を集落がさせてくれということで要望を出し

ましたけど、この間、金見の区長に会ったら、金見も出したとか、そういうような話を聞いた

んですけど、観光地の集落への管理委託はできないものでしょうか、お伺いいたします。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 先ほどの手々の件ですけど、手々のそのうちトイレの周辺の伐採と清掃をやっているんです

けど、集落でグラウンドゴルフですかね、ゲートボールかわかりませんけど、そこら辺をやる

ということで、そこは置いとけというお話がございましたので、また耕地課のほうで年に２回

やっていると思うんです。地域営業課としては、トイレとその周辺の、ハブ等の危険性もござ

います、トイレの周りの伐採は行っています。 

 それと集落への委託でございますが、集落自治の観点から、集落は自分たちの手でボランテ

ィアをという精神が必要ではないかと思います。特に子供たちにとってはいい影響を与えるか

という動機もありますし、委託はまた責任と義務が発生します。また、それに報告も必要にな

ってきます。現在委託業務は考えておりません。これからもしっかりとして、行政のほうで観

光地の管理をやっていきたいと思います。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 集落内の観光地等も含めて補足をしたいと思います。 

 以前12月議会で池山議員のほうから集落交付金等と御質問がありまして、高岡町長のほうで

提案して平成30年度から各集落に交付金を出そうということで、今回当初予算に計上してござ
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います。 

 この集落交付金につきましては、各集落にある神社とかそういうものの維持管理も含めて、

あるいは今高齢化に伴って区費等の徴収も非常に難しいということで、集落行事あるいは街灯

の維持、修繕、そういったもろもろ全て含めて集落に交付しようということで計上しています

ので、その中でいろんな清掃活動にも充てていただければいいのかなというふうに考えており

ます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今、集落交付金の話が出ましたけど、予算が大体390万ぐらいですかね。それを大体どのよ

うな基準で各集落に交付するわけでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 今均等割で３万円、あとは人口割ですね。例えば、南区だと60万ぐらいだったですかね、亀

徳で40万前後だったと思います、そういうものになると思っております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 集落交付金の話が出たから聞くんですけど、今度の当初予算で街灯の補助金が切られていま

すよね。今、この間、夏に聞いたら、街灯１灯に対してＬＥＤだったら１万5,000円、電柱を

立てるならそれに１枚上乗せして、そして電気代４分の１を市のほうから負担するという話で

した。街灯の補助金を切られたら小さい集落はできないんですよね。亀津、亀徳はそれはでき

るでしょう。集落交付金考える前に、その街灯の部分は残すべきだと私は思っています。 

 これはまた議長が通告外だということを言うかもわかりませんけど、今総務課長が集落交付

金ということで、そうした場合３万集落基本にもらって、南原だったら恐らくあれは４件か

５件ですよね。１人頭幾らかわかりませんけど、金額は少なくなるんですよ。街灯が取りかえ

したくてもできないというような状態になると思うんですけど、それは当初予算のとこで質問

しますけど。 

 そういうことも考えて、集落交付金が出るんだったら、出せるんだったら観光地の清掃も交

付金という格好で集落に交付したらいいと思いますけど、どう考えるでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 そういうボランティアでやっている方々も数多くいますので、子供たちの教育面、そういう

面もありまして、全て金で片づけていいものかどうか、ボランティア作業でやっている団体、

個人等もあるということですね。そこを全て観光地を集落にお金で委託するというものはどう

かなというふうに思います。公金の中でお茶代ぐらい出して集落でやると、そういうのが本当

ではないかと私個人的にはそう思っております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 先ほどから言っているように、質問に答えてくれたらこういう話も出なかったんですけど、
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質問は質問、委託はできるかできないか、それだけ答えたらこういう余分な質問は出なかった

です。 

 ５番目の行政について。 

 庁舎前の町民のための駐車場、前回の質問の後、職員に対してどのような指導をしたか、町

長、副町長、各課長に伺います。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 議員のほうからも指摘がたびたびありました。池山議員のほうからも12月議会で指摘を受け

ました。そういったところで、今、周辺の病院とか各事業所の職員の方々、役場の表裏に駐車

している車が相当ありましたので、副町長のほうがそういったところに出向いていって役場の

駐車場は控えるようにということでお願いしてきて、役場の裏側に公用車の駐車場を全て確保

して今、課長会のほうで定位置にとめるように話をしてあります。 

 そういった部分で、また職員の駐車場が不足しているという部分ありますけども、言われた

ように役場の表のほうはある程度緩和がされているのではないかなというふうに思っておりま

す。 

○５番（勇元勝雄君）   

 役場の前の駐車場は、議会が済んで、前の12月議会ですか済んで、その後、またもとの状態

に戻っているのを見て、総務課長に言いました、副町長にも言いました、町長にも言いました。

たまたま自分が雨降りに税金を納めに来たら、とめる場所がない、駐車場が裏を回り、前を二、

三回回って、やっと門の横に１台入れるような場所があったので、雨にぬれていって、町民の

ことをどう考えるかなと思って、ちょうど副町長がおったもんですから副町長にお願いしたん

ですけど。 

 駐車場をつくる前に、さっきの午前中町長も言っていました。徒歩の登庁するとか、駐車場

をつくる前に亀津内の職員にお願いして、なるべく徒歩か自転車、単車で来るようなお願いす

べきだと私は思います。それは町当局はどういうふうな考えを出すかわかりませんけど。 

 ２番目、前回、職員の町民に対する挨拶、接客態度について質問しましたが、その後、町長、

副町長、課長はどのような指導をしたかお伺いいたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 職員の接遇等については、日ごろから挨拶であるとか態度、服装等で町民に不快感を与えな

いよう課長会等でも指導をお願いしているところでございます。 

 また、接客については、迅速、的確に対応するよう、それもあわせてお願いしております。 

 年間を通して10数回、職員研修も行っておりまして、その中で接遇に関しては毎年外部講師

を招いて行っているところでございます。議員が指摘されていたように、以前から職員の接遇
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が悪いという苦情もあることは事実です。しかしながら一方では、以前よりも職員の接遇、接

客態度がよくなったというお褒めの言葉があるのも事実です。 

 ですので今後とも、職員の質の向上を図りながら、接遇についてもよりよい改善に努めてい

くように指導していきたいと思っております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 町民の皆さんに、そうして褒められるような職員になってもらいたいと思います。 

 この間、税金の申告に来たら車椅子の方がいらして、廊下が狭いもんですからカウンターの

ほうに１人座り、後ろの椅子のほうに１人座ったら、人がやっと通れるぐらいのすき間しかで

きません。それで、副町長にお願いして、カウンターをもっと後ろの事務室のほうに寄せられ

ないかというお話をしました。実際、申告じゃなくても車椅子が来た場合、今の廊下じゃ狭い

と私は思うんですよ。 

 そうして、この間ある人に言われました。カウンターを後ろに寄せたら事務室が狭くなるか

らということを聞きました。机とカウンターの間に何センチかあいています、50センチ以上あ

いていますよね。それを何十センチか後ろに引っ込めて、廊下をもっと広々としなければいけ

ないと私は思っていますけど、それに対して町のほうはどういう考えでいるでしょうか。 

○副町長（幸野善治君）   

 以前そういう指摘を受けまして、即座に住民課におりまして住民課長、それから介護福祉課

長、収納対策課長、税務課長４者、また課長会でも４名と協議をしまして確認しましたところ、

今の住民課には車椅子の臨時職員がおりますので、その方を対象にスムーズに行くということ

でございました。 

 やはり一番現場のことをわかっているのは、その職員か担当者、次は課長だと思うんですね。

私はそれを壊して、また後ろに下げたりする場合の費用対効果を考えると今のほうで十分とい

う結論に達しましたので、今のままでサービスを行ったほうがより効果的なサービスができる

と思います。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 カウンターは、あれは壊さなくても、そのまますっと後ろに下がると思うんですよね。総務

課長どうですか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 この点につきましても、課長会でもお話をしました。１階の課長の意見も全て聞いておりま

す。答えは今副町長が言われたとおりでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今聞いたのはそういう話じゃなくて、カウンターはそっと後ろに動くんじゃないかという話
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を質問したんですよ。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 動かせれば動かすことは前からのほうでもできるとは思っております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今の副町長の答弁は役場の考えですよね。一般の町民がどう考えるか、それは町民が判断す

ると思います。 

 現在役場の庁舎内、喫煙室があります。高岡町長のお父さんの時代に健康の町を宣言しまし

た。一般の事業所、病院、学校は庁舎内禁煙になっています。部屋を一つ宛てがって、そこで

たばこを吸ってくださいというような、私は現在の社会情勢から見て不正に思いますけど、喫

煙室の廃止は考えられないでしょうかお伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 聞かれた質問にだけ答えます。 

 現在喫煙室の廃止は考えておりません。（笑声） 

○５番（勇元勝雄君）   

 もう的確な答弁ありがとうございます。部屋を一つ与えて、たばこをそこで吸ってくれ、社

会常識では考えられないと私は思っていますけど、役場がそういう考えなら、それは仕方ない

と私は思います。なるべくたばこは吸わせない、税収には響くと思いますけど、それは役場の

考えで仕方ないと思います。 

 ４番目、東区のホテルの前のグリーンベルトを貸し付けしないのはどのような理由があって

貸し付けをできないのかお伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 ホテル側のグリーンベルトにつきましては、今、活用検討委員会のほうでも検討しておりま

す。その中では払い下げ、公売、リース、そちらのほうで今検討がなされておりますけども、

意向調査も行いました、ホテル側に。一つのホテルから払い下げしてほしいという意向がござ

いました。もう一つのホテルから、まだ返事がいただけていないところでございます。 

 今後また周辺にも個人の住民等とおりますので、そこは拙速に判断するのではなく、周辺の

住民の意向も聞きながら、公売、リース、払い下げ等々で検討していきたいと今考えていると

ころでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 この問題もう何年も前から、こういう問題が出ていますよね。スピード感がない、本当にス

ピード感がないですよ。グリーンベルトの管理に年間３０万金を出しています。早急にそうい

う貸し付けるか、払い下げをするか、したらその３０万という金動くわけですよね、その貸付
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料で管理をしたらいいわけですから。そういうのを早急にやってもらいたいと思います。 

 ５番目、各学校の蛍光灯を省エネ、地球温暖化防止のため、ＬＥＤにかえることはできない

かお伺いいたします。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 本町においては、現在各学校の蛍光灯において、御指摘のとおり省エネ等の理由から修理の

際に予算の範囲内で随時ＬＥＤに取りかえるようにしています。本来全体的に取りかえが望ま

しいと思われますが、取りかえ経費と財政の関係上、今後も予算にあわせたとりかえを進めて

いこうと考えています。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 こういうのも今、ふるさと納税でお金がいっぱい集まっています。各課で手を上げてふるさ

と納税のお金でやったほうが電気代助かる、これからの維持管理も助かると思いますので、そ

のようなことも考えてもらいたいと思います。 

 ６番目、公営住宅のストックマネジメントできていると思うが、補修計画はどのようになっ

ているかお伺いいたします。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 今年度において徳之島町公営住宅等長寿命化計画見直しを行い、公営住宅長寿命化のための

事業実施計画を立てております。団地別活用計画として用途廃止、建てかえ、新規建設、個別

改善、維持管理の活用手法で計画をしております。 

 この計画の中で補修計画といたしましては、平成30年度、尾母３団地外壁改修・屋上防水、

平成32年度、くねんぼ住宅１棟６戸外壁改修・給水管取りかえ、平成33年度～38年度６年間で

港ケ丘団地外壁改修・給水管取りかえ、各年度で２棟12戸を行う予定でおります。平成37年度

くねんぼ団地平屋外壁改修工事、平成38年度、39年度２年間において花徳団地外壁改修の実施

を予定しております。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 旧東山地区の改修が少ないようです。恐らくくみ取りとか単独槽の住宅あると思いますけど、

そういうとこは合併処理、また各住宅を見て回ったら本当古い、これ人が住めるのかなと思う

ような住宅がいっぱいあります。今、北部振興が言われています。北部地区の住宅を改修して、

若者が住めるような住宅にしてもらいたいと思います。 

 ７番目、総合グラウンドの整備計画書はできていると思いますけど、その内容、事業の着手
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年度も新年度予算出ていましたけど、その年度、年度の計画をお伺いいたします。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 今年度において徳之島町公園施設長寿命化計画策定業務を管理をいたしました。着手年度と

内容といたしましては、社会資本整備交付金計画にて平成29年度～平成33年度の５年間で計画

を申請しております。平成29年度、今年度ですが、公営住宅長寿命化計画策定業務委託が完了

いたしました。開始は平成30年度～平成33年度長寿命化に基づき改修改築工事、長寿命化対策

支援事業の実施を予定しております。 

 内容といたしましては、平成30年度～31年度、２年間で野球場及び周辺整備、一部３差路花

見橋等の整備を含んでおります。平成32年度～33年度にかけて、プール周辺及び多目的広場、

テニスコートを含むを計画しております。平成33年度以降に関しましては、整備計画延伸後、

陸上競技場周辺３差路等の整備を考えております。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今ちょっと聞きそびれたんですけど、橋の改修はどうなっているでしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 30年度～33年度で野球の周辺をやりますが、その予算の一部を利用して３差路花見橋等の整

備を行っていきたいと思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 その整備計画の中に子供の遊具とか、そういうのも考えてもらいたいと思います。 

 ８番目、去年発注した雨水計画書、それに沿った事業内容をお伺いいたします。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 雨水計画書に沿った計画書はございませんが、雨水計画書で判明した問題の３カ所、亀津池

田線、第３大瀬橋～奄美酒造にかけての道路の側溝断面の不足、２つ目が丹向川への雨水流入

の軽減、３番目が亀徳小学校入り口付近の側溝断面不足、この３件につきましては、社会資本

整備交付金にて平成29年度より順番に対応しております。 

 １番の亀津池田線については、平成29年度より設計業務委託、工事を随時発注しており、平

成31年度までに完成の予定です。 

 ２番目の丹向川の雨水の流入量の軽減については、共木屋線～奥名川から流出させる計画の

設計業務を委託発注中で、平成30年度より施工予定となっております。 

 ３番目の亀徳小学校入り口付近については、31年度より社会資本整備交付金にて整備をする

予定になっております。 

 以上です。 
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○５番（勇元勝雄君）   

 亀徳の秋武町長の墓のある、あそこ通称参道と言うんですけど、あそこ前要望書も出して、

雨が降ったらあそこから水が物すごく集落の中へ流れてきます。それで要望書を出して、トラ

フを150メートルぐらい並べてくれという要望書を出しましたけど、その計画はどうなってい

るでしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 平成29年度６月議会で、ここについては３案で検討させてくださいと答弁いたしました。平

成30年度予算において、２案の沈砂池から既設側溝へつなげる案、側溝10メートルを予定して

おります。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 今の９番目でした。 

 10番目、10項目め、税金、その他の年度別項目別の不納欠損の件数と金額の合計、年度別の

差し押さえ件数、水道課の年度別の給水停止の件数、不納欠損の件数と金額、そしてほかの課

にも不納欠損がありましたらお答え願います。 

○収納対策課長（秋丸典之君）   

 お答えします。 

 平成24年度、町県民税17件、法人税６件、固定資産税110件、軽自動車税35件、国民健康保

険税178件で、合計金額が342万1,792円となっております。 

 平成25年度、町県民税57件、法人税４件、固定資産税398件、軽自動車税71件、国民健康保

険税468件、金額が1,250万9,551円となっております。 

 平成26年度、町県民税102件、法人税４件、固定資産税770件、軽自動車税161件、国民健康

保険税770件、金額が合計2,231万548円です。 

 27年度、町県民税96件、法人税３件、固定資産税749件、軽自動車税195件、国民健康保険税

586件、金額が1,892万3,899円。 

 平成28年度、町県民税97件、法人税１件、固定資産税455件、軽自動車税132件、国民健康保

険税394件、合計金額が1,211万1,205円です。 

 各項目の不納欠損額は決算書の中のほうにあります。件数のほうが多分載っておりませんの

で、今合計金額と件数を上げております。 

 年度別の差し押さえ件数及び金額が、平成24年度34件で402万5,470円、平成25年度46件、

435万9,520円、平成26年度108件、665万8,621円、平成27年度84件、1,193万2,683円、平成28

年度124件、646万505円、合計差し押さえ金額が3,343万6,799円となっております。 
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○水道課長（琉 好実君）   

 お答えいたします。 

 給水停止の件数ですが、平成25年～28年度まで０件、平成29年度６件でございます。 

 不納欠損の件数と金額ですが、簡水会計では、平成24年度115件、37万1,124円、平成25年度

91件、26万8,749円、平成26年度55件で18万8,381円、平成27年度50件で17万7,520円、平成28

年度37件で11万4,096円となっております。 

 上水会計では、平成24年度481件、238万8,803円、平成25年度391件で179万960円、平成26年

度524件、220万9,040円、平成27年度485件で326万7,181円、平成28年度544件、312万7,526円。 

 以上です。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 介護保険料の不納欠損についてお答えいたします。 

 平成24年度が260件、263万6,300円、25年度が276件、283万4,500円、26年度が327件、332万

3,300円、27年度が226件、224万6,700円、28年度が207件、209万4,100円となっております。 

○住民生活課長（政田正武君）   

 住民生活課です。平成25年度災害援護資金の１件で40万5,675円となっております。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 住宅使用料の不納欠損について、平成26年度と22年度に行っております。平成26年度は110

万2,600円、４名になります。死亡３名、自己破産１名。平成22年度、調定外入居者15件、調

定対象外撤去者36件、本人死亡７件、不明が４件、合計62件の合計金額が3,154万340円となっ

ております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 収納対策課の差し押さえした分のお金は入ってきているわけでしょうか。 

○収納対策課長（秋丸典之君）   

 お答えします。 

 この件数がありまして、銀行のほうに差し押さえを行うんですが、この金額は全額うちのほ

うに入っております。あ、入っているというよりは、その方の税のほうに全部充当されて払っ

ている形になっております。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 水道課の25年～28年は差し押さえがなかったというのは、滞納がなかったという解釈でよろ

しいでしょうか。 

○水道課長（琉 好実君）   
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 いいえ、そういうことではないです。いいですか。 

○５番（勇元勝雄君）   

 毎年、毎年、こうして不納欠損落とすのが当たり前というような状態なんですよね。真面目

に払っている人は辛抱して、辛抱して、払っている人もいるんですよ。不納欠損するのが当た

り前じゃないんです。いつも監査でも言われています、極力不納欠損はしないでくださいとい

うことで。 

 現在徴収のほうは収納対策課だけでやっているのでしょうか、それともほかの課の応援をも

らっているかお伺いします。 

○収納対策課長（秋丸典之君）   

 お答えします。 

 ただいま町税のほうは、うちの収納対策課だけで今のところはやっております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 収納対策課だけに任すんじゃなくて、年度末ある程度の時期になったら役場諸君全体で取り

組むような体制をつくらなければ、職員自体がやる気をなくすと思うんですよ。不納欠損をな

くす、ちょっとでも少なくするために、全庁的な取り組みができないか伺います。町長、よろ

しく。 

○町長（高岡秀規君）   

 以前よりも徴収、夜間徴収等は役場全体で担当を決めてやっていたかと思います。不納欠損

につきましては当然、議員のおっしゃるように安易にするべきではありませんが、今現在の不

納欠損は後から課長のほうで補足してもらいたいんですが。もう取れないもの、執行停止かか

ったものとか、絶対取れないものに対して不納欠損で落としておりますので、時効の中断等し

っかりと行いながら、取れるものについてとっているというふうに理解していただきたいと思

います。 

○収納対策課長（秋丸典之君）   

 補足いたします。 

 ただいま金額のほう申し上げましたけど、件数的に統計をとりますと、固定資産税の場合は

死亡、この前の前回の議会でも答弁を差し上げたんですが、死亡課税、亡くなられた後の固定

資産税、土地、家、相続登記をされていない方がおりまして、そういう方死亡の件数が今、こ

この手元のデータによりますと、28年度で312件、27年度は585件、26年度で501件。 

 固定資産税の場合はもう死亡されている方で、国民健康保険税の場合が生活保護されている

方、生活保護を受けられた場合、その後にこちらから国民健康保険税の税の徴収ができないも

んですから、もうそのまま執行停止をかけて３年後に落ちるとかがありますので、その辺の固

定資産税のほうを、死亡課税を何とかして、皆さんに。一般の方にやっぱり亡くなられた場合
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は、固定資産税の登記をしていただくというのを税務課のほうで広報紙等やっておりますけど

も、なかなかそれが進まなくて、現状が入ってきているんじゃないかとちょっとこちらでは分

析しておりますので、また協力をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 そういう事情はわかるんですよね。固定資産税の場合は、その財産は残っているわけですよ

ね、相続人はいる。そういうのを安易に本人が亡くなったから、不納欠損で落とすということ

を私はいかがなものかと思うんですよ。財産が残っているのに、後々はどなたかが相続するわ

けですよ。相続ということは負債全部込みで相続しているわけですよね。生活保護の方でも、

いつまでも生活保護じゃない、一遍生活保護をもらったら、いつまでも生活保護じゃないわけ

ですよね。 

 今後は安易な不納欠損して当たり前というような状態をしたら、真面目に納税をしている人

がばかを見るようなそういう状態に持っていかないようにお願いします。 

 亀徳浄水場の整備、一般質問を出してから予算書を見ましたけど、亀徳浄水場、現在でもダ

ムの水が足らないということで、多大な負担を農家のほうにかけています、神嶺地区。亀徳浄

水場のほうは、水がろ過池が詰まった場合、今現在オーバーフローしていますけど、なるべく

原水が来るだけの量の浄水場をつくって、農家に負担のかからないような浄水場をつくっても

らいたいと思います。その計画処理能力の能力を教えてもらいたいと思います。 

○水道課長（琉 好実君）   

 お答えいたします。 

 亀徳浄水場、第二浄水場ですが、今度特殊入り口のとこを当初予算に計上しております。亀

徳浄水場は昭和35年に完成して57年になります。現在は老朽化が進み、維持管理費が年々増加

傾向にあり、その施設のほとんどが耐用年数を過ぎ更新時期にあります。歴代の水道課長さん

が要望してきたおかげで、今回30年度当初予算に約５億1,600万で更新事業費を計上すること

ができましたので、御協力お願いいたします。 

 整備内容といたしましては配水池、約400トンを残して他の施設は急速ろ過へ変更します。 

 また、新たに1,000トンの配水池を設置して、既存の配水池と両方使用することで井之川集

落まで完全にカバーができ、また亀津、亀徳地区で水不足が発生した場合は補給できるように

計画しております。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 手を挙げて。（「ごめんなさい」と呼ぶ者あり） 

○水道課長（琉 好実君）   
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 済いません。今、亀徳第二の配水水量は一日1,000トンでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 一番聞きたかったのが一番最後になりました。 

 ６番目、職員のための駐車場について。駐車場をつくることは決定したか伺いいたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 職員の駐車場とあと児童公園を行事で利用されるさまざまな方々の駐車場ということで、当

初予算に計上しているところでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 当初のグリーンベルトの目的は、どのような目的でつくったのかお伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 亀津の埋立地は昭和42年から56年度まで、15年間で事業が実施されております。その中でグ

リーンベルトは緑地帯として認可を受けているところでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 このグリーンベルトの認可も取り消しを申請したでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 この埋め立てにつきましては、昭和49年に公有水面埋立法が改正になり、10年間は制限され

ますけど、10年が過ぎれば用途変更は可能でございます。もともとグリーンベルトは行政財産

ではなく、普通財産ということになっています。 

○５番（勇元勝雄君）   

 近隣住民の承諾は得られているでしょうか、お伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 近隣住民の意向を十分聞きながら得られる方向で今調整中でございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 この間、ある何名かの話を聞きましたけど、モクマオウがなくなったおかげで台風で屋根が

飛ばされたとか、そういう話も聞きました。近隣住民の意向を十分に聞いて駐車場にするにも

やってもらいたいと思います。 

 そうして、４番目、整備費用はどのぐらいの予算を見込んでいるか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 今回住民の意向も聞きいれますので、総工費で1,467万7,000円、これは設計金額でございま

す。 

○５番（勇元勝雄君）   

 近隣住民の意向を聞いたということですけど、ある人から話を聞いたとこでは、グリーンベ
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ルトをつくって木を植えて防風林をちょっと植えてするという話を聞きました。 

 そして、全体の整備する平米数は何平米ぐらいでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 今のところは駐車台数90台ということでａｕの裏から作山設計の裏までということになって

おります。 

○５番（勇元勝雄君）   

 防風林を植えた場合、今現在あそこの幅が10メーターですよね。その防風林を植えた場合、

縦に２列は並ばないんですよね、車は。そしたら90台ということは、平均は狭くて２メーター

50ですか。そうした場合、90台分できるかお伺いいたします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 今予定地は一応幅員12メーターということで、真ん中に植樹帯ですね、花壇をつくって、そ

こに周辺住民の意向はフクギですので、２メーターの植樹帯をつくって駐車場は５メーターず

つ2.5掛ける５メーター、それで90台を計算しております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 住民の意向を聞いて、後でトラブルにならないように頑張ってもらいたいと思います。 

 最後に７番目、亀津浄水場の水質について。旧亀津の浄水場、中区から埋め立て入っていな

いですよね、そこら辺の人が石灰分が多くて非常に困っているんです。同じ水道料金を払いな

がら、片一方はお湯を沸かしたら石灰がポットの底にたまる、またボイラーを使ったら配水管

が詰まる、そういう状態で現在使っていますけど、亀津浄水場の石灰除去の施設はできないか

お伺いします。 

○水道課長（琉 好実君）   

 お答えいたします。 

 亀津浄水場からの水道施設の硬度が高いのは、歴代の課長からの引き継ぎ事項の課題の一つ

でございます。 

 和泊町で一日の処理能力2,500トンの施設で約７億4,000万の建設費で維持管理費が860万か

かるそうです。亀津浄水場の一日の配水量は約1,300トンですので、この量の硬度を除去する

施設を設置した場合の見積もりは約2,200万でございます。 

 また、維持管理費は、年間980万かかります。石灰除去装置維持管理費が高額なのが今まで

導入されなかった要因と思われます。 

 水道課といたしましては、次期更新のときに除去方法で経費のかからない方法を調査し、導

入できるように検討して、町民の皆さんがなるべく同じ条件の水道水を使用できるように努め

ていきたいと思います。 

 以上です。 
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○５番（勇元勝雄君）   

 今の答弁で、この話は自分にまたブーメランみたいに返ってきますけど（発言する者あり）

今の答弁で二千何百万とか聞こえたんですけど、それは。 

○水道課長（琉 好実君）   

 失礼いたしました。２億2,000万でございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ２億2,000万だったら、僕はもうあちこちの鹿児島のコンサルに聞いたりしたんですけど、

あんまりはっきりした金額を教えてもらえなくて、永良部が７億四、五千万、半分と1,000ト

ンと見積もっても３億から４億かかるなと思っていましたけど、２億何千万ぐらいだったら今

亀徳が５億、７億、２億何千万足して７億、現在浄水のほうは繰り入れもなしで頑張っていま

すので、財務のほうと話して、ある程度繰り入れをしてもらって早急にやってもらいたいと思

います。 

 以上です。以上で私の質問を終わります。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 しばらく休憩いたします。 

 ２時40分から再開いたします。 

休憩 午後 ２時３０分   

再開 午後 ２時４０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 次に、宮之原順子議員の一般質問を許可します。 

○４番（宮之原順子君）   

 皆さん、こんにちは。 

 昨年３月７日、国内34カ所目の国立公園として奄美群島国立公園が誕生し、早いもので１年

がたとうとしています。ことしの夏、世界自然遺産登録を目指しますが、野猫、野良猫、ごみ

問題など徐々に改善されてきていますが、まだ課題は多くあります。道を歩いていてもたばこ

の吸い殻、空き缶、お菓子の袋など見かけます。それも私たち一人一人の心がけでよくなって

いくものだと思います。 

 また、その心がけが、おもてなしの心につながっていくのではないでしょうか。 

 それでは、４番公明党宮之原順子が通告の３項目について質問します。 

 まず最初に、定期客船の利用について。 

 亀徳新港・平土野港の客船の利用者数の状況をお聞きしたいと思いますが、離島割引の利用

ができるようになり、船の運賃も安くなり、利用している方も多いように見受けますが、亀徳

新港・平土野港の客船の利用者数の状況はどのようになっていますか伺います。 
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○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 定期客船の利用についてでございますが、確定者数について平成28年度の実績について申し

上げたいと思います。 

 亀徳港及び旧港、そして平土野港での乗船客数は４万9,416人でございます。降船客数、お

りた客でございますけども５万598人となっているとこでございます。 

 ちなみに、平成26年度を申し上げますと、乗船客数が３万7,218人、降船客数が５万7,598人

ということで、議員がおっしゃられたように、補助のおかげをもちまして約乗船客数が１万

2,000人ほどふえている状況でございます。 

 以上です。 

○４番（宮之原順子君）   

 大分ふえているようですが、私が乗るときも高齢者の方も結構多くいらっしゃいますが、そ

の中で体の不自由な方など乗下船補助車両の利用状況を伺いたいと思います。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 乗下船補助車の利用状況でございますが、現在マルエーフェリーさんのほうで昨年の７月ご

ろより順次導入を進めているようでございます。これは車椅子が乗れる車両でございまして、

乗船の就航業務を行っている西川運輸さんのほうに確認いたしましたところ、昨年の夏以降船

の接岸のときは、ほとんど利用されていると。月平均で10回程度の利用があるというふうに聞

いております。 

 以上です。 

○４番（宮之原順子君）   

 マルエーフェリーさんは導入されているんですけど、マリックスラインはないのでしょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 マリックスラインさんのほうですけども、これは実際車椅子専用の車はなくて、高齢者から

連絡があったときに、通常の自社所有の車両でサービスをしているということでございまして、

これは西川運輸さん、名城回漕運輸さんともに自社所有の車でサービスをしているということ

でございます。 

 以上です。 

○４番（宮之原順子君）   

 私もちょっと足を手術したときに利用したことがあるんですけど、港に置いてある乗下船補

助車というの軽の多分自動車と思いますので、本当に限られた人数しか利用できない状況で、
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声をかけづらいという方も、ある程度90歳ぐらいの年配の方であっても、乗りたいんだけど声

をかけづらい、本当に足が不自由でなければ乗れないんじゃないかということで声がかけづら

いという声も聞こえますので。船を利用する高齢の方も本当に階段はきついと思いますので、

乗下船補助車両にワゴン車ですね、大きなワゴン車をまた３カ町で助成して購入していただけ

ないでしょうか、お伺いします。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 現在乗下船車両につきましては、個人の会社の所有になっているところでございます。購入

となりますと、３カ町のみではなくて大島郡広域にわたる検討が必要ではないかというふうに

考えておりますので、広域の幹事会、これは各市町村の課長集まっていろんなことを、大島郡

の課題を考える会でございますけども、このほうで取り上げて、議題に取り上げるということ

で検討を考えたいというふうに思います。 

 以上です。 

○４番（宮之原順子君）   

 世界自然遺産登録になると、船を利用する高齢の観光客もふえると思いますし、また補助車

両の利用も多くなると思います。利用者の安全のためにぜひ広域のほうでまた検討していただ

きたいと思いますし、また島民の方でも補助車両があることを知らない人も多いので、港のほ

うですね。周知していただくことも大事ではないかと思いますので、ぜひお願いしたいと思い

ます。 

 次に移ります。 

 徳之島町災害情報配信サービスメールについて町ホームページには、徳之島町災害情報メー

ルに登録し、防災情報を初めとした町からの情報をいつでも、どこでも迅速に受け取れるよう

にしましょうとありますが、徳之島町災害情報配信サービスメールの登録者数はどのぐらいで

すか、お伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 今言われた徳之島町防災情報メールにつきましては、現在登録している登録者数は623名で

ございます。 

○４番（宮之原順子君）   

 少ないように感じますが、この登録の人数には制限があるのでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 今は3,000件ということになっておりますけども、3,000件をオーバーする場合は、その分ま
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た3,000件単位で追加ができることになっております。 

○４番（宮之原順子君）   

 住民のほとんどの方が今防災無線での情報に頼っていますが、防災無線が聞き取りにくいと

いう声が結構あります。 

 また、個別受信機を設置されている中の方には利用していない方も、結構住宅なんかでは、

どうしてもうるさいからスイッチ切っているよという方が結構ありました。今ほとんどが携帯

電話を利用していますので、年配の方もほとんどもう90歳の方であってもラインをしたりとか

携帯電話を利用している方も結構多いんですけど、台風時の避難場所などの提供とか便利です

ので、多くの町民にわかるように携帯電話にメールサービス配信ができないかお伺いします。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 今議員が言われたように、暴風雨のときはほとんど屋外は特に聞こえないと思っております。

このメールサービスにつきましては、個人情報保護等の関係ありまして、個人が登録しないと

登録できないというシステムになっておりますが、今回３月の広報紙と一緒に、この手順です

ね。登録の手順を全戸に配布しておりますので、ぜひ登録していただければありがたいなと思

っております。 

 また、その要配慮者等につきましては、自動電話配信というものがございまして、200件登

録可能だということでございます。 

○４番（宮之原順子君）   

 どうしても登録するというのは多分難しいかと、見ても難しいかと思いますので、また集落

などでそういうのがしていただけたら、公民館などで説明などあったらまた助かると思います。 

 それとメールを持っていない方でも、ショートメールサービスというのが本当に災害の危な

いときとかいうの、ショートメールは番号だけを、皆さん電話番号だけを登録していたらすぐ

にできますので、そういう番号だけだと一斉送信とか一斉配信とかできますので、そういうシ

ョートメールサービスの導入などできないか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 そのショートメールにつきましては、一斉送信できるサービスがあることはたしかでござい

ますけども、１通当たり３円かかるということで、今後また防災担当等と協議をしていきたい

と思っております。 

○４番（宮之原順子君）   

 住民の安心・安全のために、ぜひ協議してまたそういうショートメールも本当に確保してい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 最後になりましたが、子育て支援について質問します。 

 各家族が進み、地域とのつながりも希薄となって、出産や子育てに対する不安や負担も若い
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ママたちは大きいと思いますが、子育て世代の不安や負担を軽減を図るためにも、妊婦や子育

て中の保護者が情報をタイムリーに得られるスマートフォン向けの子育てアプリを導入できな

いかお伺いします。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えいたします。 

 この子育て支援アプリはスマホでもとれて何種類かあるようでございます。九州の自治体で

は、和泊町が初めて自治体から発信するアプリを昨年の11月から某通信会社の母子健康手帳ア

プリというものを導入しております。妊娠・子育て中の人向けにサービスを開始、母子健康手

帳の記録をデジタル化し、一人一人に最適な情報を配信、家族の積極的な健康管理を促し、妊

娠・出産、育児期を継続的にサポートするというもので、町は通常の母子健康手帳と併用し、

活用を推奨しているとのことです。母子健康手帳や、また乳児への健康診断の通知等を補完す

るものだということです。現在の加入者は十五、六人ということです。 

 徳之島町においては、以前、某通信会社から提案がありました。人口に対する割合で初期費

用が徳之島町では約100万程度、その後の維持管理、アップデート等の費用もかかります。ラ

ンニングコストがかかると思われますので、和泊町の動向等見ながら、またそれ以外に地域営

業課が行っているようなＳＮＳを活用した情報配信なども検討していきたいと思います。 

○４番（宮之原順子君）   

 対応化したら、お母さんのニーズに応えられれば本当にいいことですので、またその中で町

の地域のイベント情報も一緒に発信したり、コミュニケーションづくりの一環として使ってい

ただけたら本当にいいのではないかなと思いますので、ぜひまた検討をして導入をお願いした

いと思います。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 次に、幸千恵子議員の一般質問を許可します。 

○８番（幸 千恵子君）   

 本日、最後の登板となりますが、最後までよろしくお願いいたします。 

 きょうから議場には女性が４人いるということで大歓迎をしております。（発言する者あ

り）女性４人ですね。 

 まず、ことし夏に徳之島が世界自然遺産登録されるかどうかというのが決まる年になります。

自然遺産登録を目指す動きの中で、クロウサギの保護のため野猫対策が急務という声が多くあ

りますが、そして対策がさまざま行われていますが、その中で一番重要なのは、問題の大もと

は猫を山などに捨てている人間がいるということです。そしてクロウサギの死因の一番多いの

も車による事故であり、これまた人間によるものです。そういう事実よりも、今は一番悪者は
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まるで猫だというふうな風潮があることに猫年の私としては納得できない思いがありますが、

そういう動物・猫愛好家の人は多いです、その中の私も一人ですけれども。 

 対策の効果もあり、クロウサギの総数はふえているようです。しかし、全ての猫に不妊手術

を施せば、今度は島から猫がいなくなる事態になる日が来ると思います。 

 最近の新聞ニュースで、クロウサギがタンカンの木に登っている写真が載っていました。タ

ンカンの被害があり、農家さんは困っているという話も時々聞きます。それで、山に食べ物が

なくなったので島におりてくるのかなと思いまして、先日の議員大会で講演をしていただいた

浜田先生に質問させていただきました。そうしたところ、実はもともと山であったところを人

間が開墾をして畑にしたので、もともとそこにいたウサギが、そこにある木に登っているので

しょうということで私は納得いたしました。 

 昨年末に猫好きのメンバーばかりが集まって、猫同好会でしょうかがつくられました。グ

ループ名はわんにゃんハートネット徳之島というものです。猫だけではありません、犬も含め

ています。犬も猫も人もともに幸せに暮らしていける島にしたいというのが、そのメンバーの

共通の思いです。人間のエゴで犬や猫など動物の命が奪われることがあってはなりません。動

物は人間が愛情を持って接すれば、人よりもまさる愛情を表現してくれます。 

 きょうはちょっと一つだけエピソードを紹介したいと思いますが、南米アルゼンチンでの話

ですが、カビタンという名のシャーマン・シェパード犬の雑種のオス、2006年の３月、飼い主

が亡くなりました。その後、姿を消していましたが、翌年の１月に何と飼い主が葬られている

墓地に住み着いているのが発見されました。どうやって墓地にたどり着いたかは不明だそうで

すが、毎日夕方６時になると飼い主の墓のそばに座って寄り添っている姿が市民の驚きと共感

を呼び、マスコミにも取り上げられ有名になったそうです。 

 墓地の関係者や動物保護団体がその後は世話をしていたようですが、ことし２月18日に推定

16歳で亡くなったそうです。普通は動物の場合は「亡くなった」ではなくて「死んだ」という

ふうに言うそうですけれども、最近では「亡くなった」という表現の方がふえていますので、

その気持ちがわかりますので「亡くなった」というふうに表現いたしました。 

 地元では、飼い主の墓の近くに埋葬しようとの計画が進んでいるそうです。実に11年間、飼

い主の墓に寄り添っていたということになります。 

 愛犬、愛猫を家族として愛情深くかかわっている方が身近にもたくさんいらっしゃいます。

クロウサギを守るためにという名目で猫や犬が殺処分されるなどということがない島、人と動

物が幸せに暮らせる島を実現するために、私たちわんにゃんハートネット徳之島は、地道な活

動をこれから行っていきたいと考えているところです。わんにゃんハートネット徳之島ぜひお

見知りおきいただいて、ぜひメンバーに入ってください。 

 それでは、2018年３月議会で、８番日本共産党の幸千恵子が通告の順に質問を行ってまいり
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ますので、町当局の誠実な対応をお願いいたします。 

 まず１番目、２級河川の管理についてお尋ねいたします。 

 県が管理している２級河川、徳之島町の場合、大瀬川と下田川、それ以外にもあるかもしれ

ませんが、この２つは草の伐採や堆積した土砂撤去が適時に行われず、景観の悪さと、水害の

危険性がある状況でした。河川管理は、水害防止と減災の面から大変重要です。昨年４月に県

が立ちあげた水防災意識社会再構築協議会なるものの推進状況等をお尋ねしたいと思います。 

 県管理河川における水防災意識社会再構築協議会が、昨年４月25日に徳之島町で開かれてい

ますが、水防災意識社会再構築協議会の推進状況、計画内容、そして今後の取り組み方針など

をお伺いしたいと思います。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 鹿児島県では、平成27年９月の関東東北豪雨による水害や平成29年１月に小中河川等におけ

る水防災意識社会の再構築のあり方についてが、社会資本整備審議委員会から答申がなされた

ことを受け、県管理河川流域の水防災意識社会を再構築するため、市町村、県、気象庁、国土

交通省からなる水防災意識社会再構築協議会を開催しております。 

 推進状況、取り組み状況、計画につきましては、平成29年４月25日、第１回連絡協議会を開

催しております。平成29年10月に鹿児島県ホームページへ掲載、平成30年２月19日、第１回幹

事会を開催、協議会規約の改正と減災に係る取り組み方針を協議しております。 

 これは今後の予定なんですけど、平成30年３月15日、第２回協議会を開催し取り組み方針を

決定することとなっております。平成30年４月、第２回協議会内容をホームページに掲載をす

る予定になっております。30年度以降は協議会にてフォローアップを行って、おおむね平成33

年度までに確定すると伺っております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 今の説明によりますと、具体的な方針はこれから決まるということのようですけれども、例

えばどういうことが予定されているとか、この方針ができる前にいろいろ話し合いはされてい

ると思いますけれども、どういうようなことが予定としてはあるのでしょうか、少し具体的に

お尋ねしたいと思います。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 取り組み方針といたしましては、徳之島地域内の町など関係機関が一丸となって円滑に迅速

な避難、的確な水防活動及び水害に強い地域づくりを実現するために、おおむね５年で平成33

年に取り込むハード及びソフトに対策する徳之島地域減災に係る取り組み方針として取りまと
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めたところであります。 

 例一つつまんで上げますと、ハード面に関しては各構成機関が実施するハード対策のうち、

主な取り組み、項目、目標時期、取り組み期間については下記のとおりで、済いません、ちょ

っと読みました。水防、緊急配水等復旧に係る基盤等の整備を鹿児島県等で検討しております。 

 ソフト対策の主な取り組み方としては、大きく分けて地域住民が的確に避難行動を受けるよ

うに迅速かつ的確でわかりやすい情報の収集、発信に関する取り組みと二、三項目に分かれて、

それをまた細かいことで各市町村で話し合って、その方針を現在取り組んでいるところでござ

います。大丈夫ですかね。 

○８番（幸 千恵子君）   

 調べたところ、島内には15の２級河川があるということでしたけれども、協議会では河川流

域で洪水氾濫が発生することを前提として水防災意識社会の再構築が目的と言われているとい

うふうに見ましたけれども。まさに今言われました一つ、水害に強い地域づくりというのが、

まずあって、その後に的確に避難ということにつながると思うんですけれども、徳之島町内に

は大瀬川、下田川、そのほかには２級河川はどこがあるでしょうか。 

 そして、ついでに、この川の清掃はどういうふうに管理されているでしょうかお尋ねします。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 徳之島町におきまして２級河川、県管轄の川は８河川あります。大瀬川、亀津。山田川、大

瀬川の分かれているところの川です。あと亀徳川、亀徳。名田川、井之川です。伊宝川、母間。

下田川、花徳。万田川、花徳。港川の８河川となっております。 

 これについての清掃管理状況を県にお伺いしたところ、大瀬川、亀徳川は、毎年寄州の除去

をことしに関しては４月に行って、毎年行っているそうです。下田川は７月に去年に寄州の除

去を行っております。また２月には河口部の除去も行ったということです。万田川については、

ことし伐採を行っているということで、９月に行ったそうです。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ちょっと今びっくりしたんですけど、大瀬川については、こういうもう草が伸びて対岸が見

えない状況になりました。後でそれを確認しますけど、これは堆積が物すごい量堆積していま

す、土砂がですね、しています。 

 そして、これは中学校の横ですけれども、川ではなくて森か林のようになりかかっている状

況でした。そして土砂もかなりたまっています。これ白いとこ全部土砂です。こういう状況で

したけれども、以前はたしか大瀬川も年に１回掃除をするようにやっていたと聞いていたんで

すけれども、この大瀬川の状況を見て、環境が悪化していると、この状態では大雨でも降れば

氾濫になるのではないかという危険性を流域の方々、両岸の方々は大変強く感じておられまし
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た。 

 そういう声をたくさん私訴えを聞きまして、2016年の11月に合庁ですね、県のほうに早急に

土砂を撤去することと、草を伐採することを要望いたしました。そうすると、担当の方は「大

丈夫ですよ」て。「雨が降っても、大雨になっても、水はこの草の上を流れていきますから大

丈夫ですよ」と言われて、そんなことはわかっていますよ。だけど土砂がたまっていて、これ

がどんなふうに流れてくるのか、あふれるんじゃないかという不安を訴えているのに、大丈夫

ですよという対応だったので、ああ、もうこの担当ではらちが明かないと思いまして、27年、

次の年ですね、４月、違います。 

 26年の11月、ごめんなさい、直接訴えたときですね、県が聞いてくれなかったので、合庁が。

26年の11月に県のほうで直接訴えました。これは共産党の地方議員団が、県内の地方議員団が

集まって、直接県に交渉する体験交渉という取り組みだったんですが、そのときにこういうも

っとすごい写真とか皆持っていて、直接訴えました。 

 そうしたところ、県の土木部の担当の方は、「すぐに対応します」という一言で、その後、

2017年の４月までに清掃作業が実際に行われました。そして、そのときに運び出した土砂の量

はどれぐらいかと聞いたら、それが4,800立米と言われましたが、どれぐらいの量なのかよく

わからないものですから、課長でおわかりですか。ちょっとわかりやすいように教えていただ

けないでしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 立米というのは立方メートルのことです。１立米が１メートル掛ける１メートル掛ける

１メートル、さいころの立方体が、一辺が１メートルの立方体で１立米といいます。それが

4,800集まったのが4,800立米です。 

 しかしながら、重さの比重は、１立米に対して水が１トンでございます。土に関しましては

1.8倍ぐらいとなります。 

 といいますと、今度は重さに換算すると、4,800立米掛ける1.8倍、約倍ぐらいですね、重さ

的に言ったら。それぐらいの戸数が、重さがあるということです。それを２トンダンプに考え

ますと、どうすればいいのかな。4,800平米掛ける…… 

○議長（福岡兵八郎君）   

 亀澤課長、あとはいいよ。それぐらい計算できるから。（笑声） 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 ２倍ぐらいになるんで、２トンダンプで、恐らくもう単純計算で4,800台弱ということでよ

ろしいでしょうかね。ということで以上です。２トンダンプが4,800台弱、4,500台ぐらいかか

るということです、２トンダンプであれば。 
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○８番（幸 千恵子君）   

 やっとどれくらいの量だったかと、ものすごい量だったということが、ちょっと実感できま

したけれども、それぐらいの量が運び出されたわけです。それがたまるまでには、数年間土砂

撤去もされていなかったということなんですけれども、草が刈られた状況を見て、周辺住民は

ほっとされて喜んでいたんですけれども、あれから９カ月がたちまして、そろそろまた草が伸

び始めております。 

 そこで、去年の11月に、また体験交渉がありまして、ちょっと風邪引いて参加できなかった

ものですから県議のほうに頼んだんですが、署名用紙も添えて、１年ないし２年の定期的な清

掃をしてほしいと、伐採、土砂撤去等をしてほしいということで要望してあります。 

 それで、このことをどういうふうに答えたかというと、県のほうは、優先順位というか強烈

に訴えてくるところのほうが先にされるので、訴えてこない限り、余りしないような感じなん

ですね。それで、これはぜひ自治体として、町内の２級河川の定期的な清掃を実施する必要が

あるということを、自治体として県のほうに要求していただきたいと思っているところなんで

すが、いかがしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 私のほうも、幸議員の質疑が出たときに県にお会いして確認してまいりました。町としても、

毎年要望しております。県も町から毎年要望を確認しているということです。県のほうも本町

のほうに要望しているということで、また何かありましたら幸議員と一緒に、強く言えば聞く

ということですので、一緒に議員さんの署名でもとって、皆さんで頑張って清掃できればいい

と思っていますので、要望に関しては私どもも環境を考えていますので協力したいと思ってお

ります。 

○８番（幸 千恵子君）   

 協力するのは全然いいんですけれども、これはもう協力ではなくて、強力に自治体として県

のほうに確実に要望をして、計画に入れていただかなければいけないと思うんですね。先ほど

言いました水防災意識社会再構築協議会なるものに、このことも計画として入れていただきた

いと思います。これは、大瀬川は特に状況的に目につくところなので、そして下田川ですね、

花徳の、そこのことについて今回は言いましたけれども、２級河川、たくさんあります。そこ

のところをきちんとしていかないことには、それこそ水害による人命を落としかねない状況ま

で発生しますので、この協議会の意図とすることに、これは合致している問題なんですね。で

すから、これをきちんとこの計画の中に入れていただいて、毎年１回、１年半に１回、２年に

１回という形で、ちゃんと計画に入れてもらえるように町長のほうからは要望はできないもの

でしょうか。 

○町長（高岡秀規君）   
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 今、建設課長の答弁にあったように、町としては毎年行っているということであります。 

○８番（幸 千恵子君）   

 町が毎年行っているのは、どういうふうに行っているんですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 先ほど亀澤課長のほうからも話がありましたが、住民の要望があるときに、毎年ありますの

で、状況等については県のほうに状況のお願いをしているところであります。 

○８番（幸 千恵子君）   

 それでは、毎年要望していたのに、この数年間はされていなかったということになるんです

けれども、毎年要望している効果がないということでは、やっぱりこの協議会の方針の中に、

計画の中に入れていただくことが一番効果があるのかなと思うんですけれども、これは強力に

要請、計画の中に入れていただくように、課長、検討できますか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 これは、また会議の中に要望として要望したいと思います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 県が今度行いましたこの水防災意識社会再構築協議会の内容というのは、まさに防災意識が

あるということのあらわれで、町民がこの願いを県にも、冒頭のほうでも訴えたんですけれど

も対応をしなかったという状況もありますが、この協議会の目的にかなっているものですから、

これがちゃんとできるように町としてもしっかり対応していただきたいと思います。 

 そうでなければ、住民不安は繰り返し、数年に１回ですね、１回というか、ある一定期間は

不安な思いで過ごさなければなりませんので。奄美で発生した水害等でもおわかりのように、

やっぱり今ちゃんと対応していくことが必要だと思いますので、この計画がきちんと実りある

ものになって、実効あるものになって、人命が損なわれないようなものになっていくように、

ぜひ力を発揮して、課長、対応していただきたいと思います。（「はい」と呼ぶ者あり）必要

なときに、一緒に対応に行きますので、ぜひお声かけください。 

 ２番目に入りますが、国保についてです。 

 平成30年度のことし、国民健康保険事業納付金及び標準保険料率等について、県から算定額

が示され、運営主体が県に移るまで１カ月足らずと迫りました。町の準備状況や保険料等につ

いてお尋ねしたいと思います。 

 新聞報道によりますと、奄美では５つの町が保険税が上がると。徳之島町は、少しですが下

がるというふうな報道がありました。県から示された内容について、どのようなものがあるの

かお尋ねしたいと思います。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えします。 
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 この件に関しては、勇元議員がおっしゃられた的確にと思いましたけど、内容が内容ですの

で若干集約してお答えしますけど、長くなると思います。 

 町民の皆様へは、制度改革のわかりやすい資料として、「広報とくのしま」の11月号に折り

込んで全世帯へ配布してあります。見られた方もいらっしゃるかと思います。 

 その内容としては、国全体の医療費の高騰により、国民皆保険自体が維持できなくなる可能

性があり、このような危機的状況を打開するために、県単位に広域化して、国の責任として約

3,400億円の追加的財政支援、公費の拡充を行い、安定化推移をさせるようにしますというこ

とです。 

 県単位になることで各市町村が国民健康保険事業納付金というものを県に納めて、そのかわ

り保険給付費、医療機関の窓口で払うのが自己負担額３割なんですが、それを除いた医療費の

７割分に当たる保険給付費を、県が全額市町村に支払うという仕組みになります。 

 このように財政を安定させる仕組みが大きく変わっただけで、町民の皆様にはこの変化がわ

かりづらいと思います。窓口業務も今までどおりで、資格や保険税の賦課徴収も町がするのも

変わりありません。ただ、新しい保険証には、上段のほうに「鹿児島県国民健康保険」という

県名が入り、下段のほうに交付者として町名が入ります。徳之島町においては、７月中に新し

い保険証を発送し、有効期限が８月１日から翌年の７月31日の１年間となります。 

 では、財政についてですが、県から示されているのは国民健康事業納付金、納付金といいま

すが、標準保険料率です。納付金とは、市町村が徴収した国保税に公費を足して、それを財源

として県へ納めるものであります。県は、翌年度、次の年度ですけど、県全体の保険給付費等

を推計します。そして、各市町村の医療費水準や所得水準等をもとに、その納付金、各市町村

の納付金額を算定します。 

 そして、標準保険料率というのは、県が示すものと、県が示す市町村標準保険料率と、各市

町村の算定方式による市町村標準保険料率の２種類があります。県が示す市町村標準保険料率

を参考にしまして、町は国保税の予定収納率を勘案し、各市町村の算定方式により市町村標準

保険料率を決めます。これにより、町の国保税が決定いたします。 

 この納付金と県が示す市町村標準保険料率は、県全体の国民健康保険の医療費の上がり下が

り、動向ですね、動向により毎年変わってきます。新聞報道の件については、２番目、次の質

問でお答えしたいと思って準備しておりますが、よろしいですか。 

○８番（幸 千恵子君）   

 先日お話ししたときよりも、ちょっと頭が整理されて、少しわかりやすかったと思います。 

 ２番目の、徳之島町の１人当たり保険税年額は６万3,427円というふうに報道されています

けれども、これが実際に保険税額にどう反映するのかなというところで、よくわからないので

お尋ねしたいんですが。いろいろ書いてます。年税額が80万、30万、５万の人はどうなるんだ
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ということでお伺いをしようと思ったり、あとはモデルケースで、こういう世帯の場合はこう

なんですよというふうにわかりやすく教えていただけたらなと思ったんですが、これの中で、

そちらのほうでわかりやすいように教えていただけたら助かります。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えいたします。 

 報道されている１人当たり、徳之島町の保険税必要額は６万3,427円となっておりますが、

この金額は実際の保険税額とは異なります。 

 この額から差し引かれるものがあります。これは国県から負担金として交付される基盤安定

負担金分です。この基盤安定負担金というのは、低所得者に対して、税の７割、５割、２割の

法定権限がありますが、それの分になります。この報道で出ています６万3,427円から１人当

たりの基盤安定負担金の額１万6,076円、これは28年度実績の見込みで算出された額でありま

すが、これを引きますと、実際は４万7,350円となり、この４万7,350円が実際の被保険者の負

担額となります。これは１人当たりの平均の額です。 

 以上です。 

 済いません、もう一つ忘れていました。 

 次に、現在の年税額80万、30万、５万円の世帯の税額はどうなるのかですよね。本町におき

ましては、平成30年度は保険税の税率等は据え置き、改正、行いませんので、各世帯の総所得

及び世帯の人数に変更がない場合は、１人当たりの実際の保険負担額は変更はないものと思い

ます。ですので、現在、この80万、30万、５万円の世帯は変わりないのでそのままであります。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 今、１人当たりの保険税年額６万3,427円から、差し引かれるものとして１万6,076円を引く

と、４万7,351円とお聞きしましたが、調定額が、県から示された資料にあります調定額が、

１人当たり４万7,470円という数字が出ておりました。今の数字とほぼ似ているのですが、こ

の４万7,350円が調定額というふうに見てよろしいんでしょうか。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えします。 

 これは、調定額ではありません。そうですね、１人当たりの調定額になります。 

○８番（幸 千恵子君）   

 わかりました。 

 次に、県から示されました標準保険料率についてお伺いをしたいと思いますが、これまでの

税率との関係、先ほど少し説明がありました。県から示される保険料率を参考にして、自治体

でそれぞれ決めていくということでしたけれども、これまでの、そしてこれからも継続という
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か、ことしも決まっているこの税率について、少し医療費分であるとか、具体的に教えていた

だけますか。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えします。 

 仮に、平成30年度の国保税の税率を、県が示した市町村標準保険率とした場合は、現在の保

険率と比較して、所得割は減少いたしますが、均等割及び平等割がそれぞれ増加します。その

ようなことで、実はこれは低所得者に偏った負担が増加する傾向にありました。その市町村税

率をもとにして、各市町村の算定方式による市町村標準税率になりますと、採用した場合は、

現在の保険料負担額より、全体的にですけど若干ふえる傾向にありました。 

 率、言いますか。これは毎年変わりますけど。30年度の市町村標準税率は、所得割、医療費

分、医療費、支援金、介護分とありますが、ちょうど５割の。5.46％、医療費分が5.46、支援

金分2.24％、介護納付分2.06％、そして、次に均等割、医療費分２万2,205円、支援金分9,081

円、介護納付分１万752円、続きまして、平等割、医療費分１万5,610円、支援金分6,384円、

介護納付分5,315円、これが県から示された徳之島町の市町村標準税率です。 

 それをもとに、それを参考にしましてはじき出した各市町村の算定、徳之島町の算定方式に

よる市町村標準税率は、所得割の医療費分8.07％、支援金分、3.99％、介護納付分3.53％。続

いて均等割、医療費分１万4,112円、支援金分5,976円、介護分7,583円、続きまして平等割で

す。医療費分１万7,330円、支援金分4,760円、介護分3,817円となりました。 

 ただ本町においては、先ほど申し上げましたけど、平成30年度の税率は改正しませんので、

旧29年度、今までの税率を使って税をはじき出します。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 県の示した数字を参考にして、今のそうやっていただいた数字になったということですが、

これによって低所得者に与える負担増加を軽減したということでよろしいんでしょうか。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えします。 

 今、お伝えしたのは、県から示されたのを計算したら、徳之島町においてはこのような税率

でいいんじゃないかということでありましたが、来年度は改正しませんので、その税率も言い

ますか、今までの。よろしいですか。改正しませんので、この税率自体は使いません。一応出

してみたんですけどね。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ちょっと今難しくなりましたね。 
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 それでは、この制度が変わることは、ぼちぼちじゃないと頭に入っていかないと思いますの

で、これからは徳之島町が保険者ではありませんので、お互いに協力し合っていけるのかなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に４番目ですが、私、町民アンケートを行いました。その中で、国保税が高くて本当に支

払うのが大変という回答がほぼ６割、そして引き下げてほしいというのが６割ありました。こ

の６割というのは、アンケートが返ってきたのを全部足したのがそれですので、この中には、

社会保険なので自分は答えられないというのも結構ありましたので、そしてこの６割ですので、

これがこの割合、国保世帯だけに絞ると、この割合はふえていくのかなと思います。 

 その中でやっぱり多かったのが、国保税が高くて本当に大変だということで、少し声を紹介

しますけれども、「少ない年金からの国保税の納める率が高くて、本当に大変」と、そして、

「本当に高い国保税を払っています。税金のために働いているのか、かなり家計を圧迫します。

しかし、払わないと子供を保育所に預けられないので頑張って払っています。」というような

声がいっぱいありました。そして、ぜひ引き下げてほしいという要望も多くありました。 

 そして、この機会なんですが、１世帯当たり１万円の引き下げを実施してほしいということ

を、今回は私は訴えたいと思います。 

 調べてみましたところ、徳之島町の貯金ですね、基金等でためている貯金が、28年度ですか

ね、28年度の末の合計で20億を超してあります。これは一応目的別になっていますけれども、

貯金があるということですね。平成24年度末のときは12億でしたから、かなりふえている状況

で貯金がされています。これの一部を使えば、国保税の１世帯当たり１万円の引き下げが可能

だというふうに私、考えまして、町民の声を聞きまして、これを要望させていただきますが、

いかがでしょうか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 反問権を行使してよろしいですか。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 反問権を許可します。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 この今の質問の中で、この「町民アンケート」というものの内容、結果ですね、これについ

て御教示いただければと思います。その結果によっては、この後、また各課長の答弁が違って

くるものになる可能性があるものでよろしくお願いします。 

 一般的に、アンケート調査というのは、情報収集を行う上での一つの手段ではございますけ

ども、あらかじめ用意された設問に対して、多数の方から回答を得ると、それを集計して、調

査研究、資料化するということでございますけども、そのアンケート調査につきましては、一

般的には、有効回答率が60％の場合は非常に効力があると、50％以上でも有効であると。一方
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では、逆に30％、10％だと参考程度にしかならないというようなことが言われておりますけど

も、その有効回答率というものは、白紙であるとか、あるいはアンケート内容にそぐわないも

の、そういったものを外したものが有効回答率ですけども。 

 例えば、5,000世帯に配布したら、60％ですと3,000世帯から有効回答率があったと、50％で

も2,500世帯から有効回答率があったということになるわけですけども、今回のその「町民ア

ンケート」というものの根拠につきまして、何千部配布して有効回答が何千部返ってきたか、

これによって、また各課長の考えが違う可能性がありますので、御教示いただければというふ

うに考えております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 有効回答率については、今ちょっとここで数字がはっきりしませんので申し上げられません

が、この私が行いました町民アンケートというのは、全世帯に配ってありますので皆さんの手

元にも届いていると思います。その中で、どういうふうな質問をされているかというのも皆さ

んも見ていらっしゃると思いますけれども、これは毎年ではありませんが、三、四年に１回行

っておりまして、このような国保税が高いという回答はいつでもあります。 

 そういうことで、その内容はまた別としまして、後日にするとしまして、この国保税が高い

ので引き下げてほしいという声は、ずっと続いていることなのですね。ですので、今回１万円

を引き下げてほしいという要望をしたんですけれども、その内容についての１万の引き下げに

ついてどうかということを答えていただけます。 

○町長（高岡秀規君）   

 お答えいたします。 

 当然、アンケートの結果というのは参考にはしなければいけないというふうには思っていま

すが、国保税につきましては、「高い」というものは、当然アンケートの中には過半数以上の

意見が出るかと思います。その１万円を引き下げるかどうかにつきましては、今健康増進課の

課長等の答弁がありました。県の事業主体になったということですね。それで、保険税という

標準税率が県から示されるわけです。町が勝手に１万下げたり２万下げたりするというのは、

できにくくなっているんだろうというふうに考えております。 

 その一般会計からの、今までは繰り入れ等ができた時代とは多少変わってきているなという

ふうに考えておりますので、平準化に伴うメリット・デメリットは今後出てくるでしょうが、

今回は据え置きということで現状維持の保険税であります。１万円を引き下げるということは、

今のところは考えておりません。 

○８番（幸 千恵子君）   

 これは、全国でさまざまな実践が行われておりまして、少し紹介しますと、埼玉県のふじみ

野市では、高過ぎる国保税を引き下げるように求める声が多くありまして、市の中で協議をし
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て、第３子以降の子供の均等割を全面免除するという制度を創設しています。 

 そして、北海道の旭川市では、所得200万円のモデル世帯で8,900円の引き下げができるよう

にしておりまして、介護分については、40歳から60歳までの被保険者１人につき保険料3,000

円を減免する制度を入れています。それから支援金分については、７割、５割軽減世帯に属す

る被保険者の人については、保険料を500円減免しています。そして、子供の均等割を３割軽

減するということも実施しております。 

 子供が多くなれば多くなるほど、平等、均等割とかいうものの影響が大きく出てきますので、

せめて子供のところを免除していこうということで、全体的な保険税額を下げたりというのが

実際にあります。 

 そして、東京都議会では、子供に係る均等割保険税の負担を軽減することという意見書が国

に出されています。そして、全国知事会でも2015年の１月８日付で子育て支援の観点からの子

供に係る保険税均等割の軽減を要請しているという状況です。 

 そういうことで、国保税の負担というのは、この間、何度も話してきましたけれども、社会

保険の場合は事業所が半分、本人半分ということで、かなり軽減されます。ですが、国保世帯

の場合は、もろに10割自分なんですね。ということでの負担の大きさというものは、町のほう

でも把握していらっしゃると思います。だからこそ、せめて子供の分だけでも軽減してほしい

という訴えは全国でありまして、これが実践されているところなんですね。 

 ですから、全国的に、いろんなことが、努力というか工夫がされていますので、制度が変わ

ることで大変ではありますけれども、この際に、こういうものを利用することによって、例え

ば、徳之島町の場合、町を支えている農家さんというのは、ほとんど国保世帯ですよね。その

国保世帯を支援するということが、徳之島町全体を支援することになるんじゃないかと。そし

て、町独自の国保世帯負担軽減対策を検討してほしいということ、このことを担当課としては

大変だと思いますが、さまざまな自治体の例にならって、ちょっと工夫をして、研究をして、

このいろんな制度が検討できないかなということで、どうかなということをちょっとお尋ねし

たいと思います。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 幸議員、先ほど総務課長から反問権のお尋ねがありました。全世帯にアンケートをとった有

効回答率は何％でしたかということでありました。 

○８番（幸 千恵子君）   

 徳之島町4,800世帯でしたっけね、4,800ぐらいのうちの、今の時点で返ってきているのが、

110ぐらいだと思います。110を笑わないでくださいね。その中の６割以上の方が求めている声

ですので。マルバツだけではないんですね。言葉として、こんなに大変なんだということを切

に訴えていることがいっぱいあるんですね。ということで、そういう数ではあります。 
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 ですので、参考にしていただければと思いますが、今後、まだアンケート終わっていません

ので、結果を出していきたいと思います。その内容を、また全戸配布でお知らせしますので、

ごらんいただきたいと思いますが、さまざまな検討、工夫ができないかどうか、課のほうにお

尋ねしたいと思います。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ちょっと待ってくださいね。4,800世帯のうちの110世帯が返ってきたということであります

が、この件については、総務課長、どのような反論をされますか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 統計上は、参考資料としてお伺いをさせていただきました。 

○町長（高岡秀規君）   

 今後の制度についてなんですが、非常に課長が答えづらいんじゃないかなというふうに思い

ます。 

 先ほどの質問は、１万円を下げないかということについては考えていません。そして、今の

国保税の、国保の医療費が県の主体になったということで、非常に標準税率というものが県か

ら示されることになり、毎年改定ということもあり得ようかと思います。一番は医療費の削減

であります。今後の軽減措置につきましては、町が単独でする場合には、恐らく交付金の中は

限られた財源の中から出しますので、一般会計からの繰り入れになろうかというふうに思いま

すが、軽減措置については、今後、幅広い考え方で対応することになろうかというふうに思い

ます。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えします。 

 先ほどちょっとわかりづらかったと思いますので、簡単に言いますと、徳之島町の来年度納

める納付金は３億2,325万4,000円です。これさえ納めれば、医療費は全額支払われるというこ

とです。そして、この納付金を納めるために税率をどうするかということで、いろいろ県下で、

先ほど言いました県からの率とか、市町村ではじき出した率を計算して、どうかというものを、

足りるかどうかというのを考えたところ、変えないでも何とか30年度においてはできるんでは

ないかということでありましたので、税率は変えないということです。 

 もう一つですね、１世帯１万円、これはよろしいですかね。（発言する者あり）均等割、子

供の均等割をなくすとか、その辺はしますと、ほかの所得割を上げたりしなければいけないし、

また平等割を上げたりしなければいけないふうになるかもしれないので、またちょっといろい

ろ研究しなければいけない部分があると思います。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   
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 ぜひ工夫をして研究をしていただきたいと思います。 

 先ほどの質問の中で、答弁の中でありました秋丸収納対策課長ですね、不納欠損の額が先ほ

ど紹介がありまして、国保税についての不納欠損もかなり多いと、300から700ぐらいあったと

いうふうに聞いたんですけれども、こういうふうな状況がふえていく、ふえていっている状況

を先ほどお聞きしましたので、こういうことにならないように、これ以上ふえていかないよう

にというか、払える税額にしていることが大事だと思いますので、そういうことも含めて、検

討研究をしていただきたいということで、私も協力したいなと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 次、３番目に移ります。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 幸議員、休憩にします。 

 ここで休憩いたします。４時５分から再開いたします。 

休憩 午後 ３時５５分   

再開 午後 ４時０５分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 幸千恵子議員の一般質問を継続いたします。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ３番に移ります。 

 ふるさと納税の寄附者数が増加し、それに対する返礼品売り上げも好調に伸びているようで

すけれども、返礼率等については、全国的に議論がまだあります。寄附金の使い道や返礼品等

についてお伺いしますが、寄附金額と寄附者数の変化、状況などをお尋ねしたいと思います。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 先ほど資料を議員の皆様に配付してございます。全てを言いませんので、過去３年間、お目

通しください。平成26年度寄附金数が52件、寄附額が317万9,650円とあっております。平成29

年度２月末現在でございますが、寄附件数が１万5,786件、寄附額が３億3,446万227円となっ

ているところでございます。平成26年度と比較いたしますと、件数で300倍、金額で100倍とい

うような形で、非常にすごい伸びを示しているところでございます。 

 この要因といたしまして、28年４月、４品目程度だった返礼品でございますが、現在、大体、

期間限定も含めまして328品目ということで、寄附の方々が非常に多種類のものを選べるとい

うようなことについて、全国にＰＲして効果があったというように考えているところでござい

ます。 
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 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 300倍、100倍と、ものすごい数ですけれども、今の、ことしの２月末現在で、何ですか、

３億3,000万余りですが、今後の見通しとしてどうなっていくとお考えなのか、もっともっと

ふえるのか、どこら辺までがピークとしていくのか、どうお考えなのかお尋ねします。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 一応、目標は約４億円と置いているところでございますが、実際のところ、平成30年度も

４億円という寄附額の見込みはしているところでございます。この辺が大体限度ではないかな

と。今のところ寄附につきましては、ポータルサイトを利用いたしまして、非常に宣伝をした

り、特産、返礼品の数をふやしたりしておりますけども、４億円前後が寄附額の上限といいま

すかに行くんではないかなというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 リピーターの状況はどうなっているでしょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 27年度についてですが、27年度寄附者につきまして、平成28年度も寄附したリピート率でご

ざいますが、平成27年度寄附者の73名が、28年度も寄附をしております。リピート率は39.8％。

そして、平成27年度内に複数回答された、複数回寄附された方、人数ですけども、２回が４人

いらっしゃいます。そして、平成28年度内でございますけども、複数回寄附された人数でござ

いますが、２回が311名、３回が33名、４回が10名、５回が１名というふうになっているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 伸びているのはわかりましたし、リピーターの人数も結構いらっしゃるというのもわかりま

した。４億円前後がピークかなという状況ですけれども、これ以上伸びることを想定して行動、

活動されるのか、これより減ることもあるというふうに想定していらっしゃるのか、どうでし

ょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 ４億円というふうに目標をいただいております。ただ、この４億円程度の目標をもって、今

のところは人員等、それから配置をしているところでございます。しかしながら、他町村も負
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けずに、いろんな返礼品をふやしているところでございますので、その辺、過当な競争は私も

控えるところでございますけども、自分たちのいいところはＰＲをして、返礼品は業者の方と

一緒になってＰＲしていきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ２番目ですけれども、寄附者、寄附された方はどういうふうな恩恵があるんでしょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 数あると思いますけども、私は３つあると考えております。 

 まず１つは、生まれ故郷や、つながりのある自治体への協力ができるということが１番の大

きな魅力ではないかと、２番目が、住民税と所得税もですけど、還付等の税の恩恵を受けられ

る、これが２つ目、３つ目が返礼品、さまざまな特産品を受け取りになられるということの、

この３つが大きくうたっていると思います。 

 しかしながら、寄附者の皆様と接すると、税の控除等の恩恵以上に、応援した自治体とつな

がりを大切にしたいというような方も、先ほどのリピートではありませんけども、いらっしゃ

るということで、寄附者の皆様もさまざまな思いをもって寄附をしていただいているというふ

うに考えているところでございます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ３番目ですが、寄附額と返礼品購入額との関係をお尋ねしますが、返礼品は、この寄附金の

中から購入されているというふうに判断してよろしいでしょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 返礼品につきましては、この寄附のほうから一部いただいております。それから、寄附額と

返礼品購入額との関係ということで、先ほどお配りした資料にございますとおり、これも平成

26年度から平成30年２月末現在の数字をお示ししているところでございます。 

 ちなみに返礼の割合ですけども、平成26年度が6.9、27年度が11.9、平成28年度が50.1％、

平成30年２月末現在は約44.8となっていますけども、約５割程度に、今なっているという数字

が出ておるところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 昨年度の、昨年度じゃない、今年度ですね、資料等にもあり、平成30年度の予算の資料にも

ありましたけれども、返礼品の調査のために、鹿児島であったり、ふるさと納税トップ交渉と、

大阪、京都と東京というふうにあったりしますけれども、これの旅費であるとか、これに寄附
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金に対する返礼品のために、あとは今言った調査等に関する経費は、どこから出ているんでし

ょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 これも寄附金の額のほうから捻出しているところでございます。東京、大阪、あの当時、出

張につきましては、当初予算で説明いたしますが、企業版のＰＲ、企業版の寄附がゼロでござ

いますので、企業版の寄附をするということで、そういった旅費もしているところでございま

す。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 返礼品としての品物を出品していらっしゃる方、個人、団体を含めて、個人情報は全然お聞

きしなくてよろしいんですけど、何人ぐらい、何団体ぐらいがこれをしているのか、教えてく

ださい。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 ４番ということでよろしいんでしょうか。返礼品の仕入れ先につきましては、島内では、島

内企業49者、これ30年２月末現在でございますが、49者。その中には町外５者、伊仙町、天城

町が入っております。それから島外企業が３者となっているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 その品物がたくさん返礼されておりますので、波及効果は大きいと思いますけれども、波及

効果は、例えば数字等であらわすことができますか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えします。 

 波及効果で申しますと、一応、購入額がお示ししてあると思いますけども、私はこの、今ふ

るさとの返礼品で寄附者、それから自治体、それから事業所、この３つをうまい具合に、何と

いいますか、よいところを持っていきたい。要するに、寄附者だけでなく、自治体だけでなく、

事業者のほうも恩恵を受けるようなこのシステムを続けていきたいと思っています。 

 もう４番も答えてよろしいですか。４番のほうですけども、島外につきましては、平成29年

度は、もう新しいのを出します。平成28年度で島外企業が22.4％、29.9％が島外企業になって

おります。それから、29年度は、ちょっとふえまして島外企業が47.8％となっております。件

数で申し上げますと、若干下がります。島外企業が28年度が22.4％、29年度は２月末現在でい

きますと42.1％、これは島外企業は畜産関係の単価が張るものが多いということで、件数は島
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内よりも少ないですけども、そういうことで金額の分についての割合は比率は高くなっている

ということでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 返礼品のランキングも少し見せていただきましたけれども、トップが焼酎だったと思います

し、２番目が牛肉あたりだったかなと思いますけれども、牛肉の場合は、徳之島島内でしょう

か、島外でしょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 牛肉につきましては、肥育はうちでしてございませんので、徳之島産の肉を購買されて、そ

れが消費地に行っているということでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 実際、その牛肉については、島外の業者に、まあ業者か個人かに、その購入額は、金額は行

くということでよろしいんですか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 そのとおりでございます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 今聞いて、島外が47.8％、何か42％とかもありましたけれども、５割近いという状況なんで

すが、この島内の品物の割合をもっとふやすことはできないんですか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 私がふるさと納税に１月からかかわっておるところでございますけども、非常にいろんなも

のの掘り起こしが、まだ必要なのかなと。 

 特に私が考えるのは、返礼品、今品物でございますけども、一部例えばソフト的なものもご

ざいます。例えば、夜光貝磨きの体験であったり、ダイビングだったり、それからお墓のお掃

除だったり、それから自分の家の清掃、そういったものもありますので、そういったもっとソ

フト事業的なものも、これも今後ふやしていく必要があるのかなと。 

 それから、例えば今ダイビングございますけども、航空券とセットにしてダイビングとか、

航空券とセットにして何かとか、そういう組み合わせも必要じゃないかなということで、その

組み合わせ、それから今後、ソフト的なものですね、返礼品、品物以外もふやしていく必要が

あるかなと考えているところでございます。 

 以上です。 



― 71 ― 

○８番（幸 千恵子君）   

 ふるさと納税トップ交渉というのが、大阪と京都、29年度、30年度と続けてありますけれど

も、ここまでして島外、県外に返礼品を求める必要が余り感じられないんですが、これは必要

なんですかね。 

○企画課長（向井久貴君）   

 島外でやっているものは、企業版、企業版のふるさと納税の関係でございます。例えば、企

業版で、もし企業の方、例えばいろんな企業が協力していただきますと、その企業の方に、こ

ちらに、例えば観光だったり研修だったり来てもらうというつながりも考えているところでご

ざいますので、これはふるさと納税の一般の方もそうでございますけども、今後は、定住人口、

交流人口が、その間にある関係人口というのをもっとふやしていかなきゃなんないと。その中

で、ふるさとのこういったデータが非常に重要になってくるというふうに考えていますので、

企業版につきましても、東京、大阪でのＰＲは非常に大切だと考えているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ふるさと納税というのは、本来の目的があると思うんですが、その本来の目的はどういうこ

となのか、ちょっと教えてください。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 ふるさと納税の目的は、一般論で申し上げますと、自分のふるさとであったり、それから関

係する自治体、県等に対しまして自分の思いを伝えるというようなのが原則でございまして、

次に返礼品というのが、実際、ふるさと納税の原則だと考えております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 本来は、ふるさとを思う心に対するお礼と感謝の言葉があれば、本来は返礼品は要らないも

のが普通かなとは思うんですね。その中で、返礼品競争が激しくなってきているんですけど、

いつかこれがピークが下がると、ブームが終わるといった状況になったときに、これがどんど

ん減ってしまうということになりかねないんですが、そこも検討の中に入ってやっているんで

しょうか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 実は、私も一番懸念しているのは、そのことでございまして、ふるさと納税で事業所が潤う

というのはあるんですけども、今、このチャンスを逃がさないでやっていきたいというふうに

思っております。 
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 どういうことかと言いますと、例えば、畜産肉が売れている、焼酎が売れている、特産品が

売れているという中で、事業者の方にお願いを今後しなきゃいけないと思うのは、ぜひマーケ

ティングの調査をしてもらいたい。どういったもので売れているのか、どういう味で皆さんが

これを頼まれたのかと、そういうのを的確に調査をして、次の、もしふるさと納税がなくなっ

た場合でも、自分たちで売れるような態勢をつくっていくというようなことも非常に大事かな

と思っております。 

 もう一つは、私たちがふるさと納税で寄附をしていただいた方とつながりを持つこと、これ

は個人情報でございますので、今後の検討ではありますけども、こういった形のつながりを持

って、さらにもう一歩進んだ事業を展開していくということも大事だと思っております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 わかりました、思いは。 

 ５番目の、寄附金から子供たちのために使われたものは、どういうものがあるのか、そして

金額等をお尋ねいたします。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 これも先ほどお配りしたものの中にございますので、一応読み上げます。平成22年度に学校

図書購入事業で54万7,905円、23年度、学校図書購入事業226万6,800円、24年度、これも図書

購入事業で100万円、それから幼稚園の備品購入で226万4,000円、25年度、小中学校の理科備

品で150万、26年度、小中学校ユニットシャワー事業、これは汗をかいたときのシャワーです

ね、これが270万、それから小中学校の特別支援割球への備品購入で106万、27年度はございま

せんでした。28年度、町営図書館購入事業で99万8,000円、ＩＣＴ教育プログラム推進で156万

1,000円、ＩＣＴデジタル教科書推進事業で228万5,000円、同じくＩＣＴ教育指導者養成事業

で35万1,000円となっております。 

 合計で、昨年度まで、1,653万3,705円となっております。 

 平成29年度につきましては、今執行中でございまして、683万8,000円が充当されているとこ

ろでございまして、中身は、プログラミング推進事業であったり、保健センターの備品購入、

移動図書館車の導入事業等々に予算を執行する予定でございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 この子供たちにも、かなり金額的には、かなりかどうかはわかりませんが、使われているの

はわかりました。 

 町民の皆さんは、ふるさと納税がふえていることは知っております。ですが、どういうもの
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に使われているかというのは余りわかっていないようですので、何らかの形で、町民の皆さん

にもわかるようにお知らせをしていただけたらなと思います。 

 次の６番目ですけれども、返礼品の返礼割合は３割以下実施をするようにということの通達

が、去年の４月ですかね、あったようですけれども、これについては、どういうふうな予定に

なっていますか。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 私も、この昨年の４月に総務省のほうから３割程度に控えなさいというような通達があった

そうでございます。その後、夏にまた総務大臣かわりまして、自治体に任せるというような発

言があったり、いろいろ錯綜しているところでございますけども、この３割の根拠というのが、

非常に探してもなかなか見つからなくて、有識者会議の中で、この３割と出たのは、平均が要

するに３割８分ですので、３割ぐらいが妥当じゃないかとか、それから、４割は多いな、３割

ぐらいでいいなじゃないかなとか、あとは５割が適当じゃないかとか、あと、返礼品ですから

３割が妥当じゃないかなど、いろんな意見がございまして、その一番下をとって３割にしたん

ではないかなと考えているところでございますけども、今私どもは返礼品が大体50％前後でご

ざいますので、私もこれ以上、多分６割とか７割とかいくと、非常に効果的に、苦労はするけ

ども非常にふるさと納税の目標を逸脱するんじゃないかなというふうに考えておりますので、

現状を維持しながら、これ以上率が上がらない、返礼品の割合がふえないような形を持ってい

きたいと思っております。３割というのは、非常に今、もう超えておりますので、なかなか守

るのは厳しいんでございますけども、これ以上上がらないような形を持っていきたいというふ

うに考えているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 時々新聞にも載っておりますけれども、この３割を求めるという総務省の方針というのは変

わってはいなくて、少しずつここに近づいていっている自治体がふえているということですの

で、それはいずれ必要になるかなと思います。 

 そして、有識者の話の中でやっぱり危惧されているのは、返礼品が当たり前になることは寄

附文化をゆがめることになるというようなこともありましたそうですので、いつかブームが去

るときに、ちょっと困ったことにならないようにしていただきたいと思います。 

 次に行きたいと思います。４番目、住宅リフォーム助成制度ですけれども、この制度、事業

が開始され４年がたちました。経済効果や利用者の使い勝手などについてお尋ねしたいと思い

ます。 

 年度ごとの申請数、利用状況はどうなっていますか。 
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○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 平成26年度問い合わせ件数13件、申請件数６件、補助実施件数６件、平成27年度問い合わせ

件数12件、申請件数８件、補助実施件数８件、平成28年度問い合わせ件数17件、申請件数10件、

補助事業実施件数５件、平成29年度問い合わせ件数17件、申請件数６件、補助実施件数６件と

なっております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 利用したいと思い、申請しても利用できない方がいるということですけれども、年度ごとの

経済効果としてはどうでしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 平成26年度補助対象工事費2,073万9,673円、補助額96万1,000円、補助投資額に対する経済

効果は21.58倍です。平成27年度補助対象工事費962万8,455円、補助額140万6,000円、経済効

果は6.84倍です。平成28年度補助対象工事費1,096万4,511円、補助額120万円、経済効果は

9.13倍です。平成29年度補助対象工事費537万2,800円、補助額68万9,000円、経済効果率は

7.79倍となっております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 波及効果は大きい、経済効果は大きいというのはよくわかります。ですが、今度29年度の工

事額等が少ないのは、どういう理由からだったでしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 29年度の総工事費なんですが、小規模なリフォームが多かったということです。例えば、屋

根の塗装工事、43万2,000円につき６万4,000円の補助とか、外装、外壁の塗装っちゅうことで

60万円の総工事費に対して補助額が９万円だったと、要するに総工事費が安かったということ

です。リフォームの総工事費が安かったということです。小規模なものだったということです。 

○８番（幸 千恵子君）   

 問い合わせは17件はあったということでしたのであれですけども、今の経済効果を聞きまし

たら、やはり10％程度にはなる、本当にいい経済効果のある事業だと思います。 

 奄美市では、やっぱり毎年やられていまして、大体10点何％～11％、12％という経済効果で

す。27年度の場合は、総工費が４億2,300万、そして補助額が4,100万余りということで、自治

体の補助額もふえてきますけれども、町内、市内の経済効果が大きいということでは大変有効

なものだと思います。 

 よく町民の声を聞きますと、やっぱり知っていたら利用したかったのにと、知らなかったか

ら自分でやったという話を最近も聞くんですね。ですので、これは今は、何でしたっけ、国の
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補助事業を活用していますので、100万限度みたいな形でしたけれども、これが５年間という

ことでしたので、平成30年度も続くことになりますけれども、その以後のことですね、この補

助事業、交付金事業ではなくて、町独自の事業として取り組むと、町内にとても大きな経済効

果が発生すると思うんですが、このことは検討できないでしょうか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 私どもの社会資本整備交付金の中で、５年間計画の中で効果促進事業ということを行ってお

ります。そしてまた、来年度見直しがありまして、各５年間ありますので、その対象促進事業

があれば、また５年間で補助金をもらってくれると思いますので、そこのところは部下と検討

して考えていきたいと思っております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ３番目に入っていますけれども、補助金事業を活用ではなくて、もっと枠を広げて、利用希

望したい人、条件に合う人が全員利用できるような形にするために縛りのないものに変えてい

ただけないかということですが、どうでしょう。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 先ほど答弁いたしましたが、過去４年間で、平成27年度を除いて、26年、28年、29年は対象

内に終わっておりました。今年度にいたしましても、８月中に確定する見込みですので、その

状況を踏まえて、もし補助金を超えるのであれば、財政当局と相談して決定していきたいと思

っております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 町民が知らないということがもとで利用がふえないのか、わかっているけれども利用できな

いのかということでは、奄美市の場合を見たらよくわかると思いますが、奄美市も決して裕福

な方が多いところではありません。生活保護の世帯が多いと言われているところですので。そ

ういうところで、かなりの効果が上がっておりますので、やり方次第で違ってくると思います。

ぜひいい方向に検討していただきたいと思います。 

 そして、４番目ですけれども、今こちらで行っているのは、個人の家を対象にしたリフォー

ム助成制度ですけれども、商店ですね、お店、自宅ではないけれども、商店として、お店とし

てやっているそのお店を、ちょっとリフォームしたいんだけれども財政的に難しいとかいうと

ころに、ちょっと助成をする必要があるんじゃないかと。 

 例えば、商店街はもちろん含まれますけれども、観光地にある小さいお店ですね。例えば、

金見のお店が今閉まっておりますけれども、それが非常に残念なんですが、ああいうところに

も利用できるような形に、この商店版のリフォーム助成制度を実施できないかということで提

案をいたしたいと思いますが、いかがでしょう。 
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○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 現在、徳之島町住宅リフォーム補助金交付要綱では、一応住宅リフォームとなっております

ので、商店版のリフォームは対象外となっておりますが、企画課長及び地域営業課長がちょっ

と調べてあるみたいなので、かわりに答弁をかわります。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 商工会の中に持続化事業という事業がございまして、店舗の改修ですね、これが年間大体20

件ほど申請が上がっているみたいです。これまた３分の２事業で上限が50万というふうになっ

ております。その申請の上で、計画書を出したりいろんな書類を出していただくわけでござい

ますが、最初に３分の２の50万を、最初にお金を出して、申請をして工事が終わったらお金が

戻るというシステムになっているそうです。 

○８番（幸 千恵子君）   

 商工会ということは、商工会に加入している会員さんだけなのか、そして、町内の小さいお

店も全て商工会に入っているのか、対象になるお店が全部なのかそうでないのかということで

お尋ねしたいんですが。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 商工会に入っているのはもちろんなんですけど、だと私は思っていたんですけど、商工会に

聞いたらですね、商工会に加入していない店舗でも大丈夫ということでありました。 

○８番（幸 千恵子君）   

 そういうものを使ってリフォームしたという話を聞いたことがないもんですから、見てもち

ょっとわからなかったもんですから、世界自然遺産登録になるかどうかわかりませんが、それ

を目指す上でも、商店街がきれいで活気づいている状況というのは、やっぱり大きなことにな

りますので、商工会の、これが有効に活用できているのか、活用しにくいものであるのか、そ

ういうところ等を含めて考えていただいて、ぜひいずれ検討していただきたいということで、

次に移りたいと思います。 

 こども医療費についてですけれども、子供の医療費無料化は大きな子育て支援になっている

ことは疑いようがありません。医療費を無料化すると医療費がふえるとか、病院がサロン化す

るとか、実際、事実とはかけ離れた町政執行ではなくて、子宝の島にふさわしい政策を示し、

若者世代を応援するべきと考えます。最新の状況と若者の望む子育て支援の重要性をどう考え

ているのかなどお尋ねしたいと思います。 

 まず、子供が病気になった場合に、経済的問題で受診を控える必要のない世帯ではなくて、

受診を控えざるを得ない経済的問題を抱えた世帯の子が、お金の心配をせずに受診するにはど

ういう方法があるのかお尋ねしたいと思います。 
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○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 経済的なということでありますけど、今、生活保護世帯は、完全に医療費は無償、無料にな

っております。あと、ずっと取り上げられている乳幼児医療ですけど、非課税世帯の未就学児

は、現在、償還払いということで、病院の窓口では支払いますが、一月ごとに領収書を持って

きて、役場のほうに持ってきていただくと、口座振り込みでお返しをしているような状況です。 

 この病院での窓口での支払いなんですけど、県がことし10月から、窓口での支払いはせずに

お返しするというような制度ができますので、窓口での負担が軽減されるかと思います。 

 また、ひとり親につきましても、病院で窓口での支払いはありますけど、ひとり親の御本人

さん、またお子様は、18歳に達した年度末までは医療費が全額戻ってくるということになって

おりますので、経済的な理由で受診が控えられるということは、今のところは少ないかと思い

ます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 どういう方法があるか、あと少し教えてもらえるかなと思ったんですが。生活保護世帯であ

るとか、その無料の対象になっている世帯と、そうじゃなくて、そことの隙間ですね、境のと

ころにいらっしゃるところが大分厳しいところがあるんですよ。ですから、そういうことは、

やっぱり全国的に考えているから全国的に行われているところなんですけども。私が行った町

民アンケートの町民の大きな声ですので、一つ紹介したいと思います。 

 「本当は高校卒業までが無料にしていただけるとありがたいのですが、せめて、せめてのせ

めて、小学校卒業までは無料にしてほしいです。町長のお考えの意味がよくわかりません。出

生率よりその次のことを考えるべきだと思います。政治のことはよくわかりませんが、それで

も変なところにお金を使わずに、子供は宝です。企業でもよく使う言葉ですが、人材ではなく

て、人は宝の財、人財です。どんどん人口が減ると思いますが、離島につき、体の弱い子供の

いる家庭は、本当に大変だと思います。幸い我が家はみんな健康で強いのですが、病気がちに

なれば、大阪に戻ると思います。学業が一旦、島外に出た子供が戻ってこれる、そんな島にな

ることを望みます。」と。これは一部ですけれども、こういう声がたくさんあります。やっぱ

り子供のことで、子供の健康のことで格差があることは、あってはいけないことだと思います。 

 そういうことで、町民アンケートでも返ってきていますけれども、とにかく病院に行けなく

て大変なことがあると、そういうふうなことがいっぱい載っています。先ほども言いましたけ

れども、社会保険は半額ずつ負担ですので、国保に比べれば負担は軽いです。その町を支えて

いるのが国保世帯ということで、全体の半分になっていますので、そこを支えることが政治の

力ではないかなと私は思います。 

 地域の世帯に例えると、町長は徳之島町の、何て言うんですか、大黒柱ですね。そして、長
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男長女、次女次男、おりまして、長男長女は、裕福な状況なんだけれども、次男次女はちょっ

と厳しい状況があると。だから、病院に行けない状況があるんだけれども、そこのところを何

とかしてもらえないかと言われている状況を想定していただければ、このことは少し考えられ

るんではないかなと思います。 

 先ほど、勇元議員の質問の中の答弁でありました、「十分とは言えないけれども、ある程度

は弱者に対する支援を行っている」と言われました。ということは、やはり弱者だというふう

に思っていらっしゃるんだなと思いました。ですので、ある程度ではなくて、弱者だからこそ

十分な対応をしていただきたいというふうに、私、思いますが、町長、もう一度聞かせていた

だいてよろしいでしょうか。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ちょっと待ってください。幸議員、神聖なこの議会ですから、ちょっと議長として確認させ

ていただきたいと思うんですが。先ほどの文章で、「変なところに金を使わず」という文章を

今朗読されましたけれども、幸議員としては、そのアンケートを読んだときに、「その変なと

ころとはどういうことですか」ということを確認されましたか。 

○８番（幸 千恵子君）   

 アンケートですので名前ありませんので、確認はできませんけれども、送ってきたそのまま

を、今表現しただけですので、このことについて、ここでとがめられるとは私、思っていませ

んでした。ですので、それはなしにしていただきたいと思います。私、町民の声を上げている

だけですので、問題はないと思います。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 とがめたことじゃなくて、その「変なところに金を使わず」というところをね、町民がその

辺のところを意識しているということは、非常に残念なことなんですよ。だから、幸議員とし

て、それを確認されたのかなと、今ちょっとこう聞きたかったわけです。とがめたわけじゃあ

りませんのでね。 

 じゃあ、町長、どうでしょうか。 

○町長（高岡秀規君）   

 以前よりお答えしていますが、端的に、医療費については行いませんというふうな答弁でも

いいんですが、何度もこういう質問を受けるのでですね、多少、詳しく説明をさせていただき

たいなと今考えております。 

 今先ほど質問の中で、医療費の増大には絶対につながらないという話でございました。私が、

議員時代からいろんな質問もしてまいりましたが、その中で、統計、数字等々を読んでまいり

ました。 

 まず、会計検査院が調査したこども医療費の無料化についての効果、そしてまた東京大学の
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政策の大学院で、地域の行政の子育て支援についての費用対効果という本を、私はしっかりと

議員時代に読んで、今の無料化については、当然、議員の立場であれば、無料化でどうなるん

だろうということは考えますので、しっかりと調べた経緯がございます。 

 その中で、医療費につきましては、どうしても薬代、医療にかかった費用等々がトータルで

医療費となりますが、無料化になった自治体の統計をとってみますと、子供の医療費が各段に

上がってしまうという傾向がございます。そして、地域の特殊出生比率や子供たちがその地域

からふえたかというと、決してそうではなかったということですね。 

 本来、私は自立した地域を目指すためには、無料化ということの政策よりも、自分の子供を

健康に育てるための予防の予算を使っていただけないかとか、そして保育料を無料化という政

策をする前に、子供たちが大人になったときに、自立へ向けて生きていけるような政策での予

算を使っていただけないかとか、そういった地域こそが、私は自立へ向けた地域振興がなろう

かというふうに思います。 

 当然、弱者に向けて、しっかりと政策をとっていきますが、その中で、バランスというのが

ございます。もし医療費が上がれば、当然、保険税というものも上がってきます。そのバラン

スの中で軽減措置というものをしっかりと対策を打たなければいけないと考えておりまして、

自立したまちづくりをするためには、私が個人的に思う心の持ち方というものを重要視して、

今後も政策は進めていきたいというふうに思います。 

 これが医療費の無料化が、なぜ今は国や県に従うかというところに結びつくかどうかは、私

はわかっていますが、幸議員が理解されるかどうかわかりませんが、一応、私の意見として述

べさせていただきます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 議員時代からそういうことを調べられたし、学んできたと、読んだということでしたけれど

も、町長が議員時代というのは、もうほぼ10年近く前になるんじゃないかと思いますが、医療

も日進月歩ですし、こういう情勢も日進月歩しております。ですから、大人になったときにで

はなくて、なる前の、なるための健康づくり、やっぱり重要だと思いますね。 

 県のほうに準じていくと、ずっとおっしゃいますけれども、同じ県の中でも95％の自治体が、

もう中学校卒業まで無料にしております。今残っているのが、奄美市も、ことしから中学校卒

と言っていますし、天城町が去年から中学卒までなりました。そして与論町も、ことしぐらい

はするようだと、きのうおととい電話で確認しました。ということは、残るのは伊仙町と徳之

島町だけなんですけれども、ほかの自治体のトップの方々は、こういう無料化することによっ

て、かえってよくないんだとかいうことは考えずに、この95％もこういうふうになったんでし

ょうか。 

 特に、もう実態はこうなっておりますので、答弁は別に要りませんけれども、私はさまざま、
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いろんな自治体調べます。そして、いろんな医療機関の方とも話をします。こういうふうな、

医療費が無料になったから病院がサロン化するとか、そういうことはあり得ないと、実態では

ないということを勉強しておりますので、ぜひ10年前の知識ではなくて新しい知識をちょっと

入れていただいて、今後検討していただけたらなと思いますが。答弁よろしいんですけど、次

に行きたいんですが。 

○町長（高岡秀規君）   

 どうしても僕の言葉尻を使うんで。10年前に勉強したということであって、データは2016年

度の特殊出生率から導き出した政策の論文であります。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ほかの、だから自治体、95％の自治体は、そういうことも勉強せずに、簡単に中学校卒業ま

で無料にしているということでは、県を忖度せずに、町民、県民を忖度して行っているんだな

と思いました。 

 このことはもう議論しても仕方ありませんので、また次に回しますけれども、次の農業政策

に移りたいと思います。 

 今期のサトウキビは、台風被害の影響で糖度の低さが問題になっております。農家所得への

影響等についてお伺いしますが、糖度によって手取り額は差があると思いますので、今期サト

ウキビ生産量、農家収入等の見込みを伺いたいと思います。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 本町の今期のサトウキビ生産量は、11月１日現在の生産見込み量で５万7,931トンで、前年

度より9,242トンの減となっております。品質につきましては、２月24日現在の製糖状況にお

きましては、基準糖度帯となる13.1度～14.3度の割合が、徳之島町は10.89％、13度以下が

88.46％、14.4度以上が0.65％、前年の同時期と比較しますと、基準糖度帯が35.62％の減、13

度以下が58.94％の増、14.4度以上が23.33％減となっております。 

 また、平均買い入れ糖度額が11.83度で、原料代と交付金の合計の農家手取り額が約１万

9,697円となっております。前年度の実績と比較すると、トン当たり2,693円の減となっており、

農家所得への影響が懸念されると考えております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 先日テレビでもやっておりましたが、西之表、種子島ですね、でも大変な状況だということ

で、ちょっと心配しているところですけども、徳之島でも。 

 次ですね、今後も台風被害や冷害など気象状況によってさまざまな影響が出てくると思いま

すけれども、こういうことを見込んだ場合、農業の町である徳之島町でも、サトウキビ生産に
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おける糖度対策というものが今後も必要になると思いますが、そういうものは考えていらっし

ゃいますでしょうか。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 低糖度対策としての今取り組みは、現在ございませんけども、次年度対策につながるかと思

いますが、現在、春植え植えつけ対策として、国の補正事業で生産農家への肥料であったり、

薬剤、堆肥購入助成により、サトウキビ生産性向上支援を今行っているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ３番目に行きますね。台風被害による生産量減少や手取り額の減少に対する補償等はありま

すか。例えば、共済等を含めて、どういう状況でしょうか。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 生産量の減少、あるいは手取り額の減少に対する補痾は、補償はありませんが、先ほど述べ

たように、国の補正事業における肥料、あるいは薬剤等の購入助成により、生産農家の経費の

負担を抑えるなどの対策を今行っているところでございます。 

 また、サトウキビ共済に加入している生産農家におきましては、今期の精糖終了後に、生産

量及び平均糖度が確定するわけですけども、生産農家個々のこれまでの実績を加味された後に、

共済金の支払い対象になるかどうかが検討されるようになっております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 先日、自民党の国会議員等が視察に来られておりますが、こっちのほうでも、こういう低糖

度による収入減に対する対策等が検討していただけるのかどうか、どういいう情報なのか、お

尋ねしたいと思います。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 先日も、自民党畑作物等の対策委員会への要望といたしまして、地元のほうで大きく３つに

分けて要望しておりますけども、その中でまず１つは、次年度対策の支援強化であったり、そ

の拡充ですね、それが１つ。もう１つが、後継者育成や生産意欲向上を踏まえた交付金単価の

設定、それから老朽化が進む製糖工場への設備投資、省力化に向けた支援ということで、この

大きく柱を３つに絞って要望活動をしました。 

 その中で、委員の中からお話がありましたのが、私はちょっとこの検討、意見交換には出席

できなかったんですけど、その後、聞いた話によりましたら、非常に厳しい状況を目の当たり



― 82 ― 

にして、次年度に向けた作付への影響があるということになると生産農家のほうも非常に困る

ということで、島全体的に奄美群島の中で低糖度対策になっている島が、全てではないんです

けども、その中でも喜界島であったり、この地元の徳之島が一番低糖度帯ということで（発言

する者あり）そういう状況なんですけども。その中で、生産者の皆さんに何ができるかを持ち

帰って検討するということでお話がありました。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 本日の会議時間は、議事の都合によって、あらかじめ延長します。 

 ６番が終われば休憩いたします。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ６番終わりますけど。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 では、休憩いたします。 

 ５時10分から開会いたします。 

休憩 午後 ５時００分   

再開 午後 ５時１０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 幸千恵子議員の一般質問を許可します。 

○８番（幸 千恵子君）   

 最後になります。介護保険について。先日、日本共産党が行いました町民アンケートで、介

護保険料が高いという回答が６割、高いので引き下げてほしいが６割ありました。保険料等に

ついてお尋ねいたしますが、介護保険料の滞納状況をお伺いいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 平成27年度が291件で303万5,500円、28年度が321件で402万300円となっております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 先ほどの不納欠損の件数額を聞いてびっくりしたんですけれども、滞納状況が続くことでこ

の不納欠損にもつながっていくと思うんですけれども、不納欠損の状況、これ介護の不納欠損

でしたよね。再度お尋ねしてよろしいでしょうか。介護保険の不納状況、不納欠損。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 介護保険は２年でなくなりますので、24年度が260件で263万6,000円、25年度が276件で283

万4,000円、26年度が327件で332万3,000円、27年度が226件で224万6,000円、28年度が207件で
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209万4,000円となっております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 今の件数が、やはり介護保険では高いと思っている町民の実態を、そのまま反映しているよ

うな気がするんですけども。意見の中にもいろいろありまして、少ない年金から引かれるのが

苦しいとか、利用してもしなくても支払う金額が変わらないのは何か割り切れないと、さまざ

まな意見がありました。 

 次の介護保険利用者の所得階層状況について、どうなっているかお尋ねします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 利用状況では、ちょっと把握できない部分がありまして、介護保険認定を受けている方の階

層別をお答えいたします。 

 第１段階の方が418名、２段階の方が57人、３段階の方が33人、４段階の方が21人、５段階

の方が９人、６段階が16人、７段階が11人、８段階の方が３人、９段階の方が０人で、計568

人の方が介護の認定を受けております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 済いませんね、この段階１が一番多くて418ですけれども、一番高い９がゼロですけれども、

９に行くほど低所得ということでいいんですか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えします。 

 逆です。１段階が低所得者ということです。 

○８番（幸 千恵子君）   

 １段階の人が418、これはこの中には生活保護の世帯も含まれますか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 中には、かかっておりまして、生活保護費の中から保険料をいただいている方もいらっしゃ

います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 余り時間がなさそうなんで早く行きますけれども。３番目ですね。介護保険利用適用者が、

介護保険を利用したいと、必要だと思っている方が全員利用できるような制度になっているで

しょうか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 介護保険の適用者は、要支援要介護認定者及び総合支援対策事業の対象者がそれぞれおりま

す。介護支援専門員が担当しておりまして、本人や家族の意向や心身状態を踏まえ、介護サー

ビス計画書を作成してサービスの利用を行っておりますので、そういう皆さんが利用が可能だ

という制度になっていると私は思います。 
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 ですけど、要介護認定を受けても利用に至らない方もいるということで、その理由といたし

ましては、サービスを利用しなくても現在自宅で生活ができるということ、あとは入院中に介

護の申請をいたしましたけど、リハビリ等で状態がよくなりまして利用の必要性がなくなった

方、あとは本人の利用拒否ですね。デイサービスに行きたがらないとか、ヘルパーが入るのを

嫌がるとか、そういう理由で利用してない方はいらっしゃるんですけど、制度としては使える

制度だと思います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 この介護保険については、開始当初からいろいろありました。保険料は強制的に徴収されて

いくんですけれども、いざ介護が必要になったときには、さらに利用料が必要だということで

は、所得が低くて経済的に困難な人ほど利用が難しい。利用していたとしても、必要な回数、

量、利用できていないという状況が多いと思います。この１段階の418の中でも、本当に必要

な量が利用できているかといえば、そうではない状況が、実態があると思います。ということ

で、保険あって介護なしという状況が、ずっと問題になっておりました。もちろんアンケート

の中にもそういう声がいっぱい載っていました。 

 介護保険料については、平成27年度から今の標準額が5,600円になっていますが、それまで

は4,800円でした。結局800円上がったことになりますが、このとき私は、この値上げに反対し

た覚えがあるんですけれども、この標準額5,600円というのは、県内でも高いほうの部類に入

るというふうに聞いておりますが、この高い介護保険料を引き下げることを要望する町民の声

が圧倒的に多いです。このことについて、引き下げることを私も要望いたしますが、いかがで

しょうか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 おっしゃるように、４期～６期までは、施設の増加に伴って、介護保険料が引き上げられて

きております。第６期の保険料でありますけど、お隣伊仙町が6,200円、天城町が6,000円、県

内の平均が5,719円ということで、徳之島町の5,600円は、県の平均よりも下回っていると思い

ます。全国の平均が5,514円となっておりますので、そんなに大差はないものだと、全国に比

べても平均な保険料だということです。 

 第７期の介護計画にいたしましても、据え置きで5,600円ということにしております。ほか

の両町の額をお聞きしますと、伊仙町が6,200円で据え置き、天城町がが6,500円ということで

500円のアップをするということをお聞きしております。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 幸議員、ちょっとごめんなさい。とがめているわけじゃありませんから誤解しないようにね。

この町民アンケートで６割とありますけども、例えば町民5,000世帯に出したけれども、返っ

てきたのが先ほどの110件だと、110件のうちの６割ちゅうことは、66件の回答ということでい



― 85 ― 

いんですか。確認。例えば、町民アンケートの６割と書いてありますでしょう。4,800件出し

ました。返ってきたのは110件だと。その110件のうちの６割がこういう意思だということでい

いんですか。 

○８番（幸 千恵子君）   

 このアンケートの中身について、私は今いちいち答える予定にはしていませんでしたので、

数字的なものは今ちょっと控えますけれども、共産党の地区委員会、県委員会の人たちが来て、

アンケートを分析した結果、こういう結果が出たということで私も聞いております。見てもお

りますけれども。６割の方が、答えてくださった方の６割が高いと。でも、その中には、国保

も入って、社会保険の人も入ってますので、６割がそのまま国保ではないんですね。国保につ

いてもそうですけども。だから、今そこで議長に、こう質問されても難しいんですけど。アン

ケートの中の６割がこういう結果だったということで、私はこれを材料、町民の声として材料

で持ってきましたので、それについて何かこう、特別ここで席設けなきゃいけないんですか。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 今、反問権が出れば、その質問が出たかわかりませんが、先ほど岡元課長が反問権で聞きま

したね。６割といえば、例えば4,800件のうちの６割という勘違いしてしまいますから、これ

町民の皆さんが見たらね。だけども、先ほどの質問で、全戸に出したけども、返ってきたのは

110件だと。その６割ということを先ほど説明しましたので、同じような数字の価でいいです

かということを今確認しているだけなんですよ。 

○８番（幸 千恵子君）   

 認識の違いがありますので、今ここでその議論いたしませんけれども、110件だったから少

ないという認識では私はありません。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 いや、少ないとは言っていない。（発言する者あり）幸議員、少ないとは言ってないのよ。

ただ4,800件の６割なのか、先ほどの110件、回答は110件来たけども、その６件なのか、ただ

数値を確認しただけなんです。 

○８番（幸 千恵子君）   

 もちろん返ってきたものについてしか確認できませんので、返ってきたものについての６割

です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 返ってきたものは110件の認識でいいですね、先ほどの。 

○８番（幸 千恵子君）   

 そうです。 

○議長（福岡兵八郎君）   
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 はい、わかりました。どうぞ。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ちょっと状況がわからなくなりましたけれども、全国的な介護保険料の平均が5,514円とお

っしゃいました。全国的に見れば、所得も全然違いますし、奄美の場合、特に伊仙町なんかも

所得低いところですけれども、一般的に、この額と比べて、ここが低いわけでもない、高いわ

けでもないんですけれども、これを全部引き合いに出して、これが高くないから引き下げるこ

とはできないというふうに言いたいんだと思うんですけれども、実態としては、町民は高いと

は感じておりますので、このことを引き下げることは可能ではあると私は思っています。 

 先ほども言いましたけれども、町の基金は20億を超しています。なぜこの20億も貯金する必

要があるのか、今現在、困っているところに適用する必要があると私は思っていますので、こ

のことを取り上げました。 

 もう答弁わかっておりますので、これで終わってよろしいんですけれども。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 じゃあ、終わってください。終わってよろしいなら終わってください。 

○８番（幸 千恵子君）   

 終わります。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 次の会議は、３月５日午前10時から本会議を開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

 

散 会 午後 ５時２５分   
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平成30年第１回徳之島町議会定例会会議録 

平成30年３月５日（月曜日） 午前10時 開議 

１．議事日程（第２号） 

○開 議 

○日程第 １ 一般質問 

         松田 太志 議員 

○日程第 ２ 議案第 １号 特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定につ 

              いて …………………………………………………（町長提出） 

○日程第 ３ 議案第 ２号 徳之島町教育委員会教育長の給与及び勤務時間の特 

              例に関する条例の制定について …………………（町長提出） 

○日程第 ４ 議案第 ３号 徳之島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営 

              に関する基準等を定める条例の制定について …（町長提出） 

○日程第 ５ 議案第 ４号 徳之島町機能性植物加工センター設置条例の制定に 

              ついて ………………………………………………（町長提出） 

○日程第 ６ 議案第 ５号 徳之島町受精卵センター設置条例の制定について 

              …………………………………………………………（町長提出） 

○日程第 ７ 議案第 ６号 徳之島町林道管理条例の制定について …………（町長提出） 

○日程第 ８ 議案第 ７号 徳之島町課設置条例の一部を改正する条例について 

              …………………………………………………………（町長提出） 

○日程第 ９ 議案第 ８号 徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条 

              例について …………………………………………（町長提出） 

○日程第１０ 議案第 ９号 徳之島町町営住宅設置及び管理に関する条例の一部 

              を改正する条例について …………………………（町長提出） 

○日程第１１ 議案第１０号 徳之島町手数料条例の一部を改正する条例について 

              …………………………………………………………（町長提出） 

○日程第１２ 議案第１１号 徳之島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正 

              する条例について …………………………………（町長提出） 

○日程第１３ 議案第１２号 徳之島町国民健康保険条例の一部を改正する条例に 

              ついて ………………………………………………（町長提出） 

○日程第１４ 議案第１３号 徳之島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

              について ……………………………………………（町長提出） 

○日程第１５ 議案第１４号 徳之島町介護保険条例の一部を改正する条例につい 

              て ……………………………………………………（町長提出） 
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○日程第１６ 議案第１５号 徳之島町都市公園条例の一部を改正する条例につい 

              て ……………………………………………………（町長提出） 

○日程第１７ 議案第１６号 徳之島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事 

              業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す 

              る条例について ……………………………………（町長提出） 

○日程第１８ 議案第１７号 工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動 

              場建築工事１工区） ………………………………（町長提出） 

○日程第１９ 議案第１８号 工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動 

              場建築工事２工区） ………………………………（町長提出） 

○日程第２０ 議案第１９号 工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動 

              場建築工事３工区） ………………………………（町長提出） 

○日程第２１ 議案第２０号 徳之島町町道の認定について ……………………（町長提出） 

○日程第２２ 議案第２１号 徳之島町町道の延長幅員の変更について ………（町長提出） 

○日程第２３ 議案第２２号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第２４ 議案第２３号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第２５ 議案第２４号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第２６ 議案第２５号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第２７ 議案第２６号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第２８ 議案第２７号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第２９ 議案第２８号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３０ 議案第２９号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３１ 議案第３０号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３２ 議案第３１号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３３ 議案第３２号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３４ 議案第３３号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３５ 議案第３４号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３６ 議案第３５号 農業委員の選任について …………………………（町長提出） 

○日程第３７ 議案第３６号 平成２９年度一般会計補正予算（第５号）について 

              …………………………………………………………（町長提出） 

○日程第３８ 議案第３７号 平成２９年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３ 

              号）について ………………………………………（町長提出） 

○日程第３９ 議案第３８号 平成２９年度国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第４号）について ………………………………（町長提出） 
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○日程第４０ 議案第３９号 平成２９年度介護保険事業特別会計補正予算（第４ 

              号）について ………………………………………（町長提出） 

○日程第４１ 議案第４０号 平成２９年度公共下水道事業特別会計補正予算（第 

              ４号）について ……………………………………（町長提出） 

○日程第４２ 議案第４１号 平成２９年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

              ３号）について ……………………………………（町長提出） 

○日程第４３ 議案第４２号 平成２９年度水道事業会計補正予算（第４号）につ 

              いて …………………………………………………（町長提出） 

○日程第４４ 議案第４３号 平成３０年度一般会計歳入歳出予算について …（町長提出） 

○日程第４５ 議案第４４号 平成３０年度簡易水道事業特別会計歳入歳出予算に 

              ついて ………………………………………………（町長提出） 

○日程第４６ 議案第４５号 平成３０年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出予 

              算について …………………………………………（町長提出） 

○日程第４７ 議案第４６号 平成３０年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出予 

              算について …………………………………………（町長提出） 

○日程第４８ 議案第４７号 平成３０年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算に 

              ついて ………………………………………………（町長提出） 

○日程第４９ 議案第４８号 平成３０年度公共下水道事業特別会計歳入歳出予算 

              について ……………………………………………（町長提出） 

○日程第５０ 議案第４９号 平成３０年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算 

              について ……………………………………………（町長提出） 

○日程第５１ 議案第５０号 平成３０年度水道事業会計歳入歳出予算について 

              …………………………………………………………（町長提出） 

○散 会 

 

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程記載事件のとおり 
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１．出席議員（１４名） 

議席番号   氏  名            議席番号   氏  名 

  １番  松 田 太 志 君           ３番  富 田 良 一 君 

  ４番  宮之原 順 子 君           ５番  勇 元 勝 雄 君 

  ６番  徳 田   進 君           ７番  行 沢 弘 栄 君 

  ８番  幸  千恵子 君           ９番  池 山 富 良 君 

 １０番  是 枝 孝太郎 君          １１番  保 岡 盛 寿 君 

 １２番  木 原 良 治 君          １４番  大 沢 章 宏 君 

 １５番  住 田 克 幸 君          １６番  福 岡 兵八郎 君 

 

１．欠席議員（０名） 

 

１．出席事務局職員 

事 務 局 長  村 上 和 代 君     主 幹  白 坂 明 子 君 

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名 

 職  名    氏  名         職  名    氏  名 

町 長  高 岡 秀 規 君     副 町 長  幸 野 善 治 君 

教 育 長  秋 武 喜一郎 君     総 務 課 長  岡 元 秀 希 君 

企 画 課 長  向 井 久 貴 君     建 設 課 長  亀 澤   貢 君 

花徳支所長  瀬 川   均 君     農林水産課長  東   弘 明 君 

耕 地 課 長  福    旭 君     地域営業課長  幸 田 智 博 君 

農委事務局長  元 山 吉 二 君     学校教育課長  高 城 博 也 君 

社会教育課長  深 川 千 歳 君     介護福祉課長  豊 島 英 司 君 

健康増進課長  芝   幸 喜 君     収納対策課長  秋 丸 典 之 君 

税 務 課 長  安 田   敦 君     住民生活課長  政 田 正 武 君 

選管事務局長  清 山 勝 志 君     会計管理者兼会計課長  福 永 善 治 君 

水 道 課 長  琉    好 実 君      



― 91 ― 

△ 開 議  午前１０時００分 

○議長（福岡兵八郎君）   

 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

△ 日程第１ 一般質問   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 松田太志議員の一般質問を許可します。 

○１番（松田太志君）   

 おはようございます。３月定例会となりました。一般質問がもう少し多いかと思いましたが、

私で最後になります。少しばかりお時間をいただきたいと思います。 

 １番松田太志が通告の２項目について質問をいたします。 

 町長並びに担当課長の答弁をお願い申し上げます。 

 １項目めにまいります。福祉についていきたいと思います。 

 厚生労働省の保育指針についてお伺いをいたします。 

 厚生労働省、平成29年７月に厚生労働省子ども家庭局保育課によりますと、保育所の保育指

針の改定がありました。この点について担当課長並びに町長はどのように理解をされているの

か、伺いたいと思います。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 保育指針の改定の大きな特徴としては、１つは、乳幼児保育と１歳以上３歳未満児の保育の

ねらい及び内容の記載の充実を図るということです。 

 もう一つは、保育所が初めて日本の幼児教育施設として位置づけられたことです。幼稚園、

幼保連携型認定こども園とともに、日本の大切な幼児教育施設として明記され、保育所におい

ても幼児教育を行う施設として育みたい資質、能力と幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を

確認しながら、乳児期からの保育を行っていくことになりました。 

 幼児教育が小学校教育につながっていくことが明確になり、子供たちの育ちについても乳児

からの発達や資質、能力を中心とする考えによって、幼児教育と小学校以上の学校教育で共通

する力の育成に取り組んでまいります。 

○１番（松田太志君）   

 この保育指針なんですが、平成29年３月に改定をされまして、平成30年４月から適用がされ

ます。平成20年以来、約10年振りの改定です。その際と約10年にわたって保育の現状が日々変
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化しています。 

 以前は10年前の指針によりますと、10年間で保育の子供の環境がかわってきた、子育て環境

がかわってきたということ、以前は未満児、ゼロ歳児、内容が余りにも大ざっぱであり、ゼロ

歳児の保育の大切さというものが今回の指針には盛り込まれております。 

 そして、幼児教育の位置づけ、養護と教育、ゼロ歳からの教育が入るというようなことが明

確にされております。 

 今の時代にあわせた保育園の安全項目、アレルギーに対して入れてあるですとか、安全教育

をどうしていくか、そして保護者と家庭、地域が連携していくことが重要となっています。 

 この保育士支援なんですが、保育園、幼稚園がありましたが、一番大事なことは認定こども

園ですね、12月の議会でも取り上げましたが、日々保育の現状もかわっていっている中で、認

定こども園が含まれていたというふうなことです。 

 そして、育みたい資質、能力の３つの柱というふうなものがございます。担当課長、この点

についてどのように理解されていますか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 ３つの柱ということで、小さいうちからということで、知識や及び技能の基礎を見ていくと

いうことで、遊びや生活の中で豊かな体験を通じて、何を感じたり何に気づいたり何がわかっ

たり何ができるようになるのかを見極めるということが出てきているようです。 

 思考力、判断力、表現力の基礎ということでは、遊びや生活の中で気づいたこと、できるよ

うになったことなどを考えたり、試したり、工夫したり、表現したりするかというところを見

ていくということです。 

 学びに向かう力、人間性等ということでは、心情、意欲、態度が育つ中で、いかによりよい

生活を営むかというところも今後は教育していかないといけないということだと思います。 

○１番（松田太志君）   

 この新しくなった保育指針、これについて町長はどのように理解をされていますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 時代背景の中で、今、全国的に見て、ゼロ歳児～２歳児未満の待機児童ないし預ける家庭が

激増したということから、ゼロ歳児等々の保育環境が大きく変わったと。一番大きく変わった

のは、私は幼保と幼児教育が一体化になったということは非常に大きいことだろうというふう

に思います。 

 そしてまた、今、豊島課長がお話をしたように、それプラスの幼保、学びの幼児教育の分野

とそれを取り巻く環境を養護という分野が重要視されてきているなというふうに思っておりま

す。 

 今後の徳之島町のものの考え方として、以前ちょっと答弁でお答えしたのですが、ヘックマ
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ン理論というのがございまして、それは幼児教育についての理論です。そしてまた、小学校～

高校生までは学力の経済学という研究がございます。そこを、両方を加味して、今徳之島町は

去年、おととしぐらいからプログラミング教育であったり、そしてまた、幼児教育、つまりは

３歳児、５歳児にはしっかりと教育環境をつくっていきたいと。それには今後、松田議員がお

っしゃるように、認定保育所ですが、そういったものも将来は考えていく時代が来るだろうと

いうふうに考えております。 

○１番（松田太志君）   

 町長、ありがとうございます。 

 時代の流れを見ながら、そして町の財政等もあるとは思いますが、今後、検討していく課題

だと思います。 

 これを踏まえて、次の質問にまいりたいと思います。 

 次の質問になりますが、何度も取り上げさせていただいております。平成30年度の待機児童

についてお伺いをいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 亀津保育園分園建設に伴いまして、保育定数の10名増が見込めるので、29年度に比べると待

機児童の解消が打たれるかとは思いますが、先ほどもありましたゼロ歳児からの保育の希望が

多くて、保育士の確保が困難な状況の中で、ゼロ歳児の待機が懸念されるところです。 

 あとは、家庭内保育事業ということで、町が認可すればできるというようなそういう事業も

ありますので、今後は子ども・子育て会議の中での検討を行いながら、補助事業を活用して、

家庭内保育の検討を行いまして、待機児童の解消に取り組んでいきたいと思っております。 

 先ほどからありますように、認定こども園とかあるんですけど、保育所も老朽化が進んでお

りますし、交通量も多くなってきています。津波等のことも踏まえまして、北部地区での保育

所、認定こども園の建設も必要になってくるものかと思います。 

○１番（松田太志君）   

 課長、この平成30年度の待機児童の人数については確定していないというふうな捉えでよろ

しいでしょうか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 現在、調整中のところがありまして、まだ待機児童の人数は確定していないような状況です。 

○１番（松田太志君）   

 共働き世帯がふえまして、早く職場に復帰したいというふうな家族さんがふえる中で、ゼロ

歳児の預け入れというふうなのは今後増加してくることが見込まれます。 

 そして、先ほどありましたゼロ歳児の保育に対するものについて、重要になってくるという
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ふうなことを上げさせていただきました。町長の施政方針にも待機児童の解消が上げられてい

ました。保育士の確保も課題だと考えられますが、今働いている保育士の方々も年を重ねられ

ます。新しく保育士の確保が困難な状況も現場のほうではある様子です。 

 次の質問にいきますが、みなし保育士の件についてになります。この今、みなし保育士です

ね、前回の一般質問でも取り上げています。実務経験２年あればこういった方々、無資格の

方々、みなし保育士を取得して現場で働いている方々が保育士を取得することが可能なんです

ね。そういった方々に勉強会なりを開催して、資格をとるとなると旅費もかかりますから、そ

ういった助成をするであるとか、そういった方向性というふうなものは考えられないでしょう

か。担当課長からお願いします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 先ほどからも、議員のほうからもありました子育て支援みなし保育士の研修を昨年度は町単

独で行っておりまして、30名の方が受講いたしまして、支援員として認定を受けております。

その中で、12人が無資格で保育所に勤めていたということで、この方がみなし保育士として保

育園にさらに勤めることになりまして、そのうちまた２名の方が新たに就職しておりまして、

30年度からこの中から１人勤務される予定になっております。 

 あと29年度も県の事業を活用いたしまして20名の方が研修を行いました。ことしも無資格の

方がいらっしゃいましたので、この方たちのみなし保育士としての勤務が可能かと思います。 

 このみなし保育士の、議員がおっしゃったように、スキルアップということで研修を重ねま

して、保育士資格取得に向けた取り組みを今後は検討していかなければいけないと思いますの

で、各認可保育所の方々と協力して、保育士資格取得に向けての検討をやっていきたいと思っ

ております。 

○１番（松田太志君）   

 課長、前向きな答弁ありがとうございます。 

 なかなか保育士の資格取得といいましても、１人で勉強をしていても前に進まないものです。

ぜひ行政と民間の保育園のほうと連携を図って勉強会なりを開催していただきたいと思います。 

 これについて、町長、ぜひ行政と民間が一体となって保育士の確保、またはスキルアップに

ついて取り組んでいただきたいと思いますが、町長のお考えはどのようにお考えをお持ちです

か。 

○町長（高岡秀規君）   

 なぜ保育の指針がかわったかと言いますと、政府も幼児教育の重要性を再認識したというこ

とだろうというふうに思います。当初はみなし保育士で、待機児童の解消についてのみなし保

育という考えが町でも実はありました。しかしながら、今回の保育の指針の変更に伴って、さ
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らなるスキルアップが重要視になってくるなと今感じているところでありまして、みなし保育

士がしっかりと研修を重ね、資格をとれるというふうになれば、しっかりと今の保育環境では

保育士の取り合いということがあって、非常に民間も苦労されているということですので、ス

キルアップを図りながら、保育士の確保についてはしっかりと町としても対策を打っていきた

いというふうに思います。 

○１番（松田太志君）   

 町長、ぜひ前向きに、この問題は徳之島町だけではなく、日本全国で待機児童の問題は起き

ていますので、ゼロ歳児からの保育の大切さ、保育指針にもありましたので、よろしくお願い

いたします。 

 次の質問に行きたいと思います。 

 2025年、介護の波がやってまいります。第７期の介護保険計画が徳之島町のほうでございま

す。８期がその次にありますが、第７期の介護保険計画について伺いたいと思います。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 第７期の介護保険計画の基本理念といたしましては、「誰もがいきいきと元気に、地域でつ

ながりあい、助け合える笑顔と共生のまち」を掲げております。その中で、基本目標といたし

ましては、健康長寿で地域に貢献できる元気高齢者の町、あと誰もが居場所があり、ともに支

え合う町を目指します。 

 住み慣れた場所で笑顔で暮らせる共生の町づくりに務めます。自らの選択のもとに最期まで

自分らしく暮らせる町づくり、介護サービス基盤が充実した自立支援を図る町の５項目を基本

目標に計画を進めてまいります。 

○１番（松田太志君）   

 徳之島町の高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画素案ですが、この資料によりますと、

2025年、平成37年の人口推計が、総人口が１万532名、これに対しまして、高齢者人口が3,460

名、高齢化率が32.8％となってくることが予想されています。そして、その５年後、平成37年

度には総人口が9,898人、高齢者人口が3,574名、高齢化率が36.1％となることが予想されてい

ます。 

 これを踏まえて、介護予防地域サロン等をされていますが、この地域サロンの今の参加率ま

たはどういった内容のことをされているのであるとか、どういったことが課題として上げられ

ているというものが、担当課長のほうでわかりますか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 各集落で地域サロンが行われておりますが、そのうち、10地区は集落で取り組んでおりまし

て、金見とか東区、結構参加率が多いような状況です。 
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 各集落で取り組んでおられるところはそれぞれ高齢者の皆さんが支え合いまして、送り迎え、

送迎を行ったりとか、そういうことで参加率が多いような状況です。 

 あと、それぞれの公民館、社協に委託して、社会福祉協議会に委託してやっているところも

ございますが、なかなか公民館への通いが大変だとか、そういうところで参加率が少ないよう

な状況が続いております。 

 あとは、そうですね、男性の方の参加率が極端に少ないというような形でありますが、極力

高齢者クラブ等にも呼びかけて、サロンへの参加を促しているような状況です。 

 そしてまた、亀津の中央通りにいっちもーれというところ、旧永浜商会のところでやってお

りますが、そこには男性の方も結構来ておられまして、囲碁将棋等をやられておりまして、集

いの場になっているような状況です。 

○１番（松田太志君）   

 先ほど、課長からもありました、誰もが居場所があり共に支え合う町というふうなことがご

ざいました。なかなか参加率が少ない中でどのようにして参加を促していけばいいかというよ

うなことも課題だと思います。 

 男性の方がなかなか参加率が少ない中で、亀津のほうでは囲碁を指したりであるとか、その

男性の方が好むものもあるわけですね。女性の方もいろんな体操をされたり、生きがいづくり

もあるんですが、参加率を上げていくためにいろんなことを仕かけていかなければいけないと

思うんです。 

 担当課長はそこら辺をどのように考えていますか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 先ほどもありましたが、サロンの状況とか男性の参加率の多いところの代表、それぞれの代

表者の方をまたそういうところに案内をして、こういう取り組みをやっているとかっていうと

ころを見せていきながらやっていきたいと思いますが、先ほどもありましたように、男性が趣

味としてできるような、そういうプログラムとかそういうのも今後は検討が必要かと思います。 

○１番（松田太志君）   

 町長、地域によって参加率のばらつきがあるわけですね。担当課長もありました、地域によ

っては送迎があったり皆さんで声をかけあってというふうなことがあるようです。町長として

は、なかなか参加率が少ない中でどのようにすれば参加率がもう少しふえていくというふうな

ことを考えていらっしゃるのか、町長から一言お願いできますか。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、豊島課長が答弁したように、参加しやすいメニューづくりというものが必要だろうとい

うふうに思います。なぜ参加しないかという原因をしっかりと把握した上で、通う不便さが原

因なのか、それともメニューに原因があるのか、より参加しやすい環境づくりは、現場をしっ
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かりと把握して、問題点も洗い出すことが必要であろうと。もし問題点があれば、解決する方

向へと向かえば、何とか参加率はふえてくるものだというふうに考えております。 

○１番（松田太志君）   

 その人それぞれの参加しづらいこともあるわけですね。人と人とがなかなか合わなかったり

であるとか、そこに行く目的がないというふうなことが一番残念なことになりますので、ぜひ

そこである、開催されるものをいろいろ検討していただいて、一人でも多くの方が参加してい

ただけるように、検討のほう、お願いしたいと思います。 

 続きまして、最後の質問に行きたいと思います。 

 国を愛する、故郷を愛する愛郷心教育について伺いたいと思います。 

 この愛郷心教育、我が徳之島町においてはどのように取り組まれているのか、お伺いをいた

します。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 お答えします。 

 愛郷心というか、将来の居住地ということで、成人式においてアンケートをとっております。

過去約10年間のデータから52％が徳之島に住みたい、11％が徳之島以外に住みたい、37％が何

とも言えないという結果から、成人式出席者の半数以上が徳之島町に住みたいという愛郷心を

持っているものと思われます。 

 以上です。 

○１番（松田太志君）   

 今、社会教育課長から答弁をいただきました。社会教育の場から答弁をいただいたんですが、

学校教育の場からどのような愛郷心の教育がされていますか。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 お答えいたします。 

 現在、小中学校においては、各学校の教育課程に適して総合的な学習の時間や道徳の時間を

利用し、郷土教育という形で愛郷心を養っております。 

 その中で、児童生徒の成長等を考慮し、指導のねらいに即した問題解決な学習、道徳的行為

に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど指導法を工夫しています。 

 まず、小学校の１年生においては、地域の自然とふれあいや行事への参加から地域の人々な

ど、例えば餅つき、凧揚げなど、昔からいろいろな遊びや慣習を体験さすことで郷土に関心を

持たせ、３年生からは、社会科において徳之島３町教育委員会で発行した「わたしたちの徳之

島」で郷土の暮らしのよさを学習することから初めております。 

 また、さらに郷土を愛する心を養うため、学校の運動会では伝統芸能である浜踊りなどの披

露、各学校の学習フェアや町主体の島口・島唄の祭典での島唄や島口劇発表、またさらに、島
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口川柳への応募などを積極的に取り組むよう心掛けております。 

 こういった郷土を愛する心を養う郷土教育によって、国を愛する心が培われていくものだと

考えております。 

 以上です。 

○１番（松田太志君）   

 社会教育と学校教育の担当課長から答弁いただきまして、これを踏まえて、教育長、教育長

はこの愛郷心の教育についてどのようなお考えをお持ちですか。 

○教育長（秋武喜一郎君）   

 国を愛する心、それから郷土を愛する心、学校教育の中では、教育基本法、学校教育法、そ

して学習指導要領に定められている内容について、具体的に各教科、あるいは道徳、特別活動、

それから学校行事、あるいはその他の機会を通して国を愛しなさいとか郷土を愛しなさいとか、

そういうふうな直接的なことではなくて、郷土愛、内容、資料に基づきながら、子供たちが自

然に自分たちの生まれた故郷、あるいはもう少し広げると、県も自分たちの郷土ということに

なりますし、日本全体もそういうふうになります。 

 そういうふうなことで、どこかの国とは違って、排他的ではない、国際理解と国際協調をも

とにした国を愛する心、郷土を愛する心。郷土であれば、例えば、狭くなれば自分たちの村で

あり町であり、そして地区であり県であり、それから鹿児島県をもとにすると、隣の熊本県、

あるいは宮崎県、あるいは北海道、そういうところと排他的にするのではなくて、何かあった

ときには協調しながら、理解しながらというようなことで、どこの国、あるいはどこの市町村、

県についても同じような考え方ができる子供たち、将来の日本の国を背負っていく資質を育て

ると、そういうふうなことから、国際理解教育、あるいは郷土教育を行っております。 

 以上です。 

○１番（松田太志君）   

 ただいま教育長から答弁がありまして、町長はこの愛郷心教育についてどのようなお考えを

お持ちですか。 

○町長（高岡秀規君）   

 今、学校教育課長、教育長が具体的な話をされましたが、愛郷心につきましては、私は重要

であろうというふうに考えておりまして、当然、観光客や経済活動を見ても、実は人がそこに

いて、そこの人を愛する、その人に会いたいとか、そういったことも実は地域の活性化につい

ては重要な位置づけだろうというふうに思います。その心は何から生まれるかということが、

愛郷心であったり家族愛であったり、やはりお互い助け合う、今福祉の政策でも進められてお

りますが、学校教育の現場でも、今協調性でありますとか、心の持ち方というものをしっかり

と地域で根づくことこそが、愛郷心につながり結果的に地域の観光、地域の経済を活性化させ
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ると、私は考えておりますので、しっかりと取り組んでまいりたいと思います。 

○１番（松田太志君）   

 時間はかかると思いますが、今現在も進んでいるとは思いますが、ぜひ社会教育、学校教育

のいろんな面での愛郷心、教育を進めていただきたいと思います。 

 副町長、徳之島町の歴史を大変勉強されている副町長は、この愛郷心教育についてどのよう

なお考えをお持ちですか。 

○副町長（幸野善治君）   

 つい先日まで韓国の平昌のほうでオリンピックのほうが盛り上がっておりました。テレビ観

戦をしていても、自国の選手には自然の成り行きで応援したくなるのが常識であります。特に

４年ごとに行われるオリンピックとか、ときには日の丸の国旗が表彰式で掲げられるたびに感

動を覚えます。胸にじんとくるものがあります。これは、私は本当の愛国心の中枢になるもの

だと思っております。 

 国民体育大会や県民体育大会でも、また夏の甲子園、春の甲子園大会でも表彰式などが行わ

れてするときには、自分のふるさとに近い選手や団体に応援をしたくなります。これが愛郷心

につながるのではないかと思っております。 

 そして、学校や各種団体の学校等の卒業式などには、特にまた入学式に参列すると、国家の

君が代や国旗掲揚のときは、私は感動いたします。 

 それは、お世話になった恩師や学校、そして親や先祖の思いが走馬灯のようによみがえり、

その瞬間は愛校心や、学校を愛する愛校心や師弟愛が育まれる瞬間ではないかと思っています。 

 ちょうど私が社会教育課に在籍していたころ、これは15年ぐらい前ですが、校長退職会でつ

くるＯＢ会に働きかけまして、国旗の掲揚運動をやりたいということで提案しました。そのと

きはちょうど徳之島町の生涯学習推進大会もありまして、そのときのシンポジウムでは、ほか

の代表から発表がありまして、一時盛り上がりましたが、つい最近は国旗を掲げる家もほとん

どなくなっております。もうほとんど昔と、数十年前と比べたら、正月とか祝日には国旗がほ

とんどないような状況です。 

 しかし、母間だけは、ほかの集落よりはあるような感じが見受けられます。これからも国旗

の掲揚運動とか国を大事にする心、ふるさとを愛する心というのは、こういった国旗掲揚運動

の中でも生まれてくると思いますので、もしこれがうまくいくんでしたら、愛郷心、愛国心に

もつながるものと思います。教育にも、私はいい教育を与えると思っております。 

 以上です。 

○１番（松田太志君）   

 副町長、ありがとうございます。 

 副町長から先ほどありました平昌オリンピックですね、私も感動いたしました。小平奈緒選
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手が金メダルをとりまして韓国の選手が銀メダルだったですね。その場所に、そのときに感動

したのではなくて、その後に、小平選手とその韓国の選手がいろんなつながりがあってつきあ

いがあったと、そしてお互いの健闘をし合ったと。 

 国によってはいろんな問題等ありますが、お互い、自国の国旗をまとって優勝した後にお互

いをたたえ合ったんですね、検討し合ったんですね。私は、この愛国心が、愛郷心があればい

ろんないがみ合いはないんではないかというふうに、そのときに感じました。 

 こういった、私も以前一般質問の中で、町歌の問題も取り上げさせてまいりましたが、先日

の成人式ですね、なかなかまだ成人式の中で町歌を歌える成人者がいないと。あと二、三年か

かるとは思うんですが、これを踏まえて、社会教育課長は今後どのように進めていかないとい

けないというふうに考えていますか。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 お答えします。 

 今、社会教育課としては、国を愛する心の育成や郷土を愛する心の育成について直接教育す

るということはありませんが、主催行事や実施する中で、国や郷土を愛することについて間接

的に啓発しているものと思われます。 

 町民体育祭や文化祭、各種記念式典等で国旗掲揚や、国歌、町歌斉唱などを式次第の中に取

り入れることにより、国、町を愛する心の育成につながっているものと思います。 

 また、郷土を愛する心の育成については、公民館講座における学校での三味線、島唄教室、

各種の郷土芸能大会や島口・島唄の祭典、史跡めぐり等の行事を実施する中で、徳之島町のよ

さや価値を意識し、将来は島に住みたいという子供を育てていくものと思います。 

 以上です。 

○１番（松田太志君）   

 課長が答弁いただきました。この国を愛する、故郷を愛する愛郷心、時代は流れても国を愛

する、故郷を愛するという気持ちはかわらないわけです。こういった教育をぜひ社会教育、学

校教育の中で進めていただきたいと思います。 

 以上で私の質問を終わりたいと思います。 

 

△ 日程第２ 議案第１号 特別職の職員の給与の特例に関する条

例の制定について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第２、議案第１号、特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定についてを議題とし

ます。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○町長（高岡秀規君）   

 議案第１号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定について、議会の議決を求める件

であります。 

 内容は、町長及び副町長の給料月額を平成30年４月１日～平成31年３月31日までの間、10％

減額支給するものであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第１号、特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第３ 議案第２号 徳之島町教育委員会教育長の給与及び

勤務時間の特例に関する条例の制定に

ついて   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第３、議案第２号、徳之島町教育委員会教育長の給与及び勤務時間の特例に関する条例

の制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第２号の提案理由のご説明を申し上げます。 



― 102 ― 

 本議案は、徳之島町教育委員会教育長の給与及び勤務時間の特例に関する条例の制定につい

て、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、教育長の給料月額を平成30年４月１日～平成31年３月31日までの間、10％減額支給

するものであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第２号、徳之島町教育委員会教育長の給与及び勤務時間の特例に関する条例の

制定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第４ 議案第３号 徳之島町指定居宅介護支援等の事業の

人員及び運営に関する基準等を定める

条例の制定について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第４、議案第３号、徳之島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等

を定める条例の制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第３号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例
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の制定について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、県から市町村へ指定権限の移譲に伴い、平成30年３月31日に県の条例が廃止になる

ことから、平成30年４月１日施行の徳之島町条例として新設するのもであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 県からの権限移譲に伴うということですけれども、県の条例、どういう内容であったのか。

町に移譲されることによってどういうふうに、何かかわるのがあるのか。その内容の変化等に

ついてお尋ねしたいと思います。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 お答えいたします。 

 県からの権限移譲ということで、内容等の変更等はございません。 

○８番（幸 千恵子君）   

 変更なないということで、県の条例がそのまま文書としてここにあるものだと思います。理

解したいと思います。 

 第６条にあります町長が別に定めるというこの必要な事項については、ここに提示がありま

せんので、どういうふうになっているのかお尋ねしたいと思います。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 このほかにということでありますので、今、特別に町長が別に定めるものとかはございませ

ん。 

○８番（幸 千恵子君）   

 県が行ってきた事業所の更新や指導、助言等を市町村で行うようになるわけですけれども、

この指導、助言等、事業所の更新に関する業務について、特に問題なくスムーズにできるよう

な研修と学習とされているのか。何かあったときにこれきちんと対応できるようになっている

のかどうかお尋ねいたします。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 今後、研修を積みながら、指導できるような体制に取り組んでいきたいと思います。 

 現在もそれぞれグループホーム等の指導等も行っておりますので、それを参考にいたしまし

て、今後やっていきたいと思います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 徳之島町指定居宅介護施設とか、そういうのはどのようなものを指しているのでしょうか。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   
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 居宅介護施設ということで、徳之島町社会福祉協議会の居宅介護施設、あとは居宅介護事業

所の南風園、あとは医療法人の徳洲会の介護センター等が居宅介護施設となっております。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第３号、徳之島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を

定める条例の制定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第５ 議案第４号 徳之島町機能性植物加工センター設置

条例の制定について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第５、議案第４号、徳之島町機能性植物加工センター設置条例の制定についてを議題と

します。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第４号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町機能性植物加工センター設置条例の制定について、議会の議決を求める

件であります。 

 内容は、在来作物であるアマミシマアザミ等を１次加工し、高付加価値化を図るため、母間

地区に徳之島町機能性植物加工センターを設置し必要な条例を定めるものであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 シマアザミの商品化について、今いろいろ活動されているようですけれども、これは今、シ

マアザミの商品化はどういうふうな状況に進んでいるのか、順序をお尋ねしたいと思います。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 シマアザミの商品化につきましては、現在、商品化として完成しているものにつきましては、

粉末とそれからサプリメント、流体のほうですね、この２つが商品としての完成をして今、販

売をしている状況でございます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 シマアザミの栽培とそれから商品化といろいろ地域のほうで携わっている人いらっしゃると

思いますけれども、どういうふうな形でこれは栽培されているのか。例えば、農家さんとかに

委託しているのであれば、どれくらいの方がこれに対応しているのか。そして、その商品化さ

れているものの売れ行き等、どういう状況になっているのか、お尋ねしたいと思います。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 シマアザミにつきまして、生産においての協議会ができております。徳之島のシマアザミ生

産組合という形で、その協議会において、当初は20名でしたけども、今回、会員の方がふえま

して、今26名の方が会員となっております。 

 その生産組合のほうに、管理主体となるヘルシーアイランズさんのほうと生産組合とが栽培

の契約をして、アイランズさんが購入をして、そのアザミを１次加工ですね、乾燥にして販売

をするということで、今そういう流れになっているところでございます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 よく126名なのか26名なのかちょっと聞き漏らしたので確認したいのと、その１次加工です

か、乾燥はもしかしたらみのり館等でできているのかどうか、確認したいと思います。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 生産組合の会員につきましては、26名ですね。 

 その商品についての乾燥につきましては、アイランズさんのほうで独自に乾燥をして、関西

のほうに原料を送り、関西のほうで商品化されたのをアイランズさんのほうで販売をしている

という状況です。 

 これからの取り組みとしては、今、母間の加工センター、この条例にあるように、母間の加

工センターが今月末で完成しますけど、そこでシマアザミを１次加工、乾燥だけですね、乾燥
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にしたのを取引先との契約によって徳之島アイランズさんのほうが出荷すると、そういう形に

なっております。 

 以上です。 

○５番（勇元勝雄君）   

 条例の６条、この条例の施行については、必要な事項は規則に定めるとなっていますけど、

この規則のほうはできているんでしょうか。もしありましたら、これは要望で聞いてもらいた

いんですけど、この規則はこの条例を出すときは、規則のほうも出してもらいたいと思います。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 条例と並行して今、規則のほうも制定をしているところでございます。できております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 新年度で130何万円ですかね、委託料、借賃料が入っていますよね。その金額はどういう根

拠で出した数字でしょうか。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 貸付額の30年度当初予算に歳入等で134万円計上しておりますけれども、この根拠といたし

ましては、国の地方創生の事業を活用してこの施設を整備したわけですけれども、２分の１は

町が補助金を持つわけですけども、その起債の償還額を根拠として、年額の貸付料を制定をし

ております。 

 償還額が約20年で2,600万円余りですかね、それを20年間で償還するという形になっており

ますので、その20年で割った数字が１年の134万円の貸付料ということになっております。 

○５番（勇元勝雄君）   

 もし来年度予算でその予算が通って、契約をする場合は、20年度という年度で契約をするの

か、それとも単年度、単年度で契約をするのか。もし途中で事業がうまくいかなくなって、も

う使わないという状態になった場合、町がそれを活用するのに非常に難儀すると思うんですよ。 

 もし契約をする場合は、20年度償還期限で私は契約をしてもらいたいと思います。これは要

望ですけど。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第４号、徳之島町機能性植物加工センター設置条例の制定についてを採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第６ 議案第５号 徳之島町受精卵センター設置条例の制

定について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第６、議案第５号、徳之島町受精卵センター設置条例の制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第５号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町受精卵センター設置条例の制定について、議会に議決を求める件であり

ます。 

 内容は、優良な血統から受精卵を採取し移植まで行い、自家保留牛の増頭及び、畜産農家の

経営安定を図るために徳之島町受精卵センターを設置し必要な条例を定めるものでございます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ３条に受精卵センターの管理運営は法人その他の団体であって、町長が指定する者、指定管

理者ということがありますけど、それは町がお金を出して指定管理者を選定するのか、それと

も町はお金を出さないで、その施設だけを指定管理者に管理させるか、どっちのほうでしょう

か。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 指定管理者のほうには運営料金のほうは町としての管理運営のほうは発生をいたしません。

指定管理者となった事業者のほうに無償で施設を貸しつけると、管理運営をしてもらうという
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ようなことでございます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第５号、徳之島町受精卵センター設置条例の制定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第７ 議案第６号 徳之島町林道管理条例の制定について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第７、議案第６号、徳之島町林道管理条例の制定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第６号の提案理由のご説明を申し上げます。 

本議案は、徳之島町林道管理条例の制定について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、林道及びこれに隣接する林地の保全と、森林の健全な育成及び適正利用を図るため、

必要な条例を制定するものでございます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○６番（徳田 進君）   

 この条例を制定するときに、林道が走っている土地の地権者、地主さんとしっかり協議をし

た上で制定されているものかちょっと伺います。 



― 109 ― 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 その地権者の方もその林道の利用適正化連絡協議会という中のメンバー構成の中に入ってお

りまして、その中でも林道管理条例のこといついてはお話をしています。それから、また、担

当者のほうで直接地権者のほうに足を運んで、その代表者になるんですけれども、その方とそ

の条例については話をさせていただいたところでございます。 

○６番（徳田 進君）   

 しっかり役員も踏まえた中で、再確認をもう一回してもらいたいなと思っていますけれども、

よろしくお願いします。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 この条例につきましては、条例が可決されたのち、適正化連絡会議の中でもまたこの条例等

の説明をして、その中でまた今、言われました地権者の代表の方であったり、構成メンバーの

方々には条例の趣旨等もしっかりと説明をさせていただきたいと思っております。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６号、徳之島町林道管理条例の制定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第８ 議案第７号 徳之島町課設置条例の一部を改正する

条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   
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 日程第８、議案第７号、徳之島町課設置条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第７号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町課設置条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求める件であ

ります。 

 内容は、新たに健康増進課に子育て世代包括支援センターに関する事項を追加し、耕地課の

農業集落排水事業に関する事項及び地籍調査に関する事項をそれぞれ建設課に移管する条例改

正であります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 合併処理の予算が新年度は建設課のほうに回っていたと思いますけど、合併処理のほうは建

設課のほうに行かないのですか。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 合併処理のほうも建設課のほうに行っています。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第７号、徳之島町課設置条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 
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 ここで休憩いたします。11時10分から再開いたします。 

休憩 午前１１時００分   

再開 午前１１時１０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

△ 日程第９ 議案第８号 徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部

を改正する条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第９、議案第８号、徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第８号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求

める件であります。 

 内容は、各委員会の日額報酬3,000円を2,000円に改め、徳之島町地域おこし協力隊の報酬月

額を経験年数等を考慮して、16万円以内を18万円以内とし、鉄道賃のグリーンを自由席に改め

る改正であります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 16万円を18万円に改めるということで、一挙２万円の増額なんですけれども、この２万円の

増額が必要だと判断をした経緯、内訳をお尋ねしたいと思います。 

○企画課長（向井久貴君）   

お答えいたします。 

 現在、地域おこし協力隊の報償につきましては、16万円を基礎としているところでございま

す。16万円以内でございます。 

 しかしながら、年数たちますと、やはりその今までの稼働といいますか、地域協力隊の協力

等を踏まえて、やはりこの報償ではちょっと少ないのではないかという検討をして、結果２万

円の増額とあります。 

 なお、今地域おこし協力隊、企画課では２名これをしてございますけれども、１名につきま
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して新年度で18万円という形にしたいと思います。 

 なお、実際の事業内容としては、井之川ラボの管理等は当然でございますけども、地域等と

のつながり、それから事業者とのつながり、また大学生等を招いてのつながり等々、非常に時

間外等も含めて活動しているところでございますので、ぜひこの16万円を18万円は認めていた

だきたいと思います。 

 なお、国のほうといたしましては、大体最高20万円、つまり240万円ほどは人件費としても

認めてもいいという通知は出ているところでございます。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 検討した結果ということでしたけれども、自主的活動の活発化というふうにありますので、

そこら辺も考慮されたのかなと思いますが、対象になるのは２名中１名ということですが、そ

の同じ待遇であるけれども、１人だけが対象なのか、ちょっともう一つ理由がよくわからない

のですけど、自主的活動と言われると、勤務外のこともちょっと検討されているのか、再度ち

ょっと説明をお願いします。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 地域おこし協力隊の報酬は、もちろん勤務内のことでございますけれども、地域活動、地域

おこし協力隊でございますので、やはり、勤務外のこともより重要になってくるというふうに

考えているところでございます。 

 なお、２名で１名だけ18万円というふうに計画しております。それは、やはり、今２名いら

していて、一人はもう２年、もう一人はまだ１年足らずということで、差別化という意味も含

めて差をつけるということでございます。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第８号、徳之島町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例についてを採決
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します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第10 議案第９号 徳之島町町営住宅設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第10、議案第９号、徳之島町町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第９号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について、議

会の議決を求める件であります。 

 内容は、徳之島町亀津白久団地の戸数を６戸から12戸へ変更する改正であります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ６戸から12戸ということですけれども、この12戸で完了なのか、そして今の入居状況ですね、

若者世帯も入居しているという状況もありますし、若者世帯、高齢者世帯、どういうふうな形

で入居されているのかお尋ねします。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 白久団地に住宅におきましては、子育て世帯の３棟６戸が完成しており、今年度、29年度に

おいて２ＤＫ、２棟４戸、１ＤＫ、１棟２戸の３棟６戸が追加されました。 

 入居者につきましては、全部入居しております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 シルバーハウジングということで、ここを改正したんですけれども、若者が多いような感じ
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なんですが、高齢者の世帯は入っていないんですか。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 申しわけございません。２ＤＫ、今度つくられた６戸は高齢者世帯になります。全体計画と

いたしましては、引き続き、現在、３棟終わっていますので、７号棟、８号棟、２ＤＫが１棟

２戸、１ＤＫが１棟２戸、あと4棟で完成をいたします。 

 繰越予算で、本年度なんですけど、来年度に完成をいたします。 

○８番（幸 千恵子君）   

 若者世帯が何世帯入っていて、高齢者世帯が何世帯入っているのか、わかりやすく説明して

ください。 

 そして、その世帯ごとの家賃はどういう状況なのかお尋ねします。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 お答えします。 

 全体の予定としまして、１号棟～８号棟までありまして、１棟当たり、１棟２戸が住んでお

ります。それで、全体で２、８、16戸になります。居住戸数が16戸になります。そのうちの

６戸が子育て世帯になります。あとが高齢者世帯になるということです。それが来年度に完成

をいたします。 

 住宅料に関しましては、公営住宅の家賃算定によって算定しておりますので、個々によって

ちょっと違うかと思いますけど、現在のところ、最低家賃で入居しているものだと思われます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第９号、徳之島町町営住宅設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   
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 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第11 議案第10号 徳之島町手数料条例の一部を改正する

条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第11、議案第10号、徳之島町手数料条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第10号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町手数料条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求める件であ

ります。 

 内容は、地籍調査の集成図及び一筆図等の交付手数料並びに閲覧手数料を新たに追加する条

例の改正であります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 これまでは、手数料をとっていなかったということですが、上の２つについては、突然

1,000円ということで、高いなという印象を持つんですけれども、その理由、これは利用する

町民にとっては負担がふえるということになりますので、この1,000円にする理由をお尋ねし

たいと思います。 

○耕地課長（福  旭君）   

 お答えいたします。 

 これまで３町の地籍調査室におきましては、地籍調査の成果閲覧、成果品の提供については、

手数料を徴収いたしておりませんでした。しかし、閲覧、提供に対しても事務経費等が発生す

ることから、新年度より本徳之島町においては、成果閲覧、成果品の提供について手数料を定

め、徴収するものとしました。 

 この手数料なんですが、集成図、一筆図等が1,000円、あとは図根点の成果簿が500円等とな

っていると思いますが、これは瀬戸内町、奄美市等の周辺の市町村を参考に決定しております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ３町とも無料だったということですが、徳之島町だけ実施ということでいいのか、そして、
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実際にはこの1,000円が妥当な金額なのかどうか、周囲の市町村に比べてではなくて、この

1,000円というのが妥当な金額なのかということで確認をしたいと思います。 

 そして、年間にしますと、これの利用状況は何件ぐらいあるのか、それは事業所なのか個人

なのか、お尋ねします。 

○耕地課長（福  旭君）   

 お答えします。 

 その値段が適正かどうかということなんですが、取りあえず周辺市町村が提供している金額

をもとに決定しているので、これは適切だと考えております。 

 また、このデータの提出なんですけど、これを使うというのは大体その土地の売買とかそう

いう関係が主ですので、どうしてもやっぱりそれは手数料として町としては徴収していくのが

当然かなと考えております。 

 件数につきましては、平成26年度は地籍集成図につきましては87件、平成27年度が78件、平

成28年度が119件、29年度、ただいまが117件となっております。 

 一筆図につきましては、平成26年度が34件、27年度が41件、28年度が51件、29年度はただい

ま75件となっております。 

 図根点成果後は、平成26年度が４件、27年度が１件、28年度が４件、29年度現在が３件とな

っております。 

 このうち、公用、役場で申請する分とあと公用外、売買に伴いまして申請がある分とに分か

れております。 

 大体半々みたいな感じにはなりますが、そういう感じで、公用につきましては、公の事業に

なりますので、徴収はいたしません。公用以外の方からの提供依頼について手数料を徴収して

いくものと考えています。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第10号、徳之島町手数料条例の一部を改正する条例についてを採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第12 議案第11号 徳之島町後期高齢者医療に関する条例

の一部を改正する条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第12、議案第11号、徳之島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例につい

てを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第11号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について、議会の議

決を求める件であります。 

 内容は、住所地特例の見直しについて、高齢者の確保に関する法律施行令の一部を改正する

ことに伴い、所要の条例改正を行う必要があるためであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 説明書の中に、国民健康保険の制度改正を75歳以降、引き継ぐものでございますとあります

が、ちょっともう少しわかりやすく、具体的に説明をお願いできないでしょうか。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えいたします。 

 この内容といたしましては、法改正に伴う条例の一部改正でありまして、高齢者の確保に関

する法律施行令の一部改正により、国民健康保険の被保険者だった方が後期高齢者の被保険者

になったとしてもそのまま従前の住所地特例が生かされるということです。 

 国民健康保険だった方が75歳以上の後期高齢者になったとしても、そのまま国民健康保険の

住所地特例が生かされます。 

 以前は、一たん国民健康保険からかわるときに、住所地特例が切れておりましたが、後期高
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齢者になったとしてもそのまま生かされるということになります。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第11号、徳之島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第13 議案第12号 徳之島町国民健康保険条例の一部を改

正する条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第13、議案第12号、徳之島町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第12号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町国民健康保険条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求める

件であります。 

 内容は、国民健康保険法施行令の改正に伴い、徳之島町国民健康保険条例の一部を改正する

ものであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ７条の１万円を２万円に改めるとありますが、これの具体的な説明をお願いいたします。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えいたします。 

 これは、国民健康保険の葬祭費のことであります。本町は29年度まで国民健康保険において

は葬祭費は１万円だったんですが、30年度よりこの葬祭費を２万円の支給に改めるということ

です。 

 これは、制度改正に伴って県内市町村で検討した結果、各市町村それぞればらつきがありま

して、葬祭費が１万円だったり２万円だったり３万円だったりという市町村がありました。こ

れを一律県内統一で一律２万円とするものであります。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 今、支給に改めると聞こえたんですけど、住民が納めるわけではなくて、住民のほうに支給

するということでよろしいんですか。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 そのとおりであります。お亡くなりになった方に支給されるものです。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第12号、徳之島町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   
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 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第14 議案第13号 徳之島町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第14、議案第13号、徳之島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第13号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求め

る件であります。 

 内容は、地方税法の改正に伴う、徳之島町国民健康保険税条例の一部を改正するものであり

ます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第13号、徳之島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてを採決し

ます。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 
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△ 日程第15 議案第14号 徳之島町介護保険条例の一部を改正す

る条例について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第15、議案第14号、徳之島町介護保険条例の一部を改正する条例についてを議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第14号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町介護保険条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求める件で

あります。 

 内容は、第7期事業計画の見直しに伴い、平成27年度～平成29年度を平成30年度～平成32年

度へ改正するものであります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第14号、徳之島町介護保険条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第16 議案第15号 徳之島町都市公園条例の一部を改正す

る条例について   
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○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第16、議案第15号、徳之島町都市公園条例の一部を改正する条例についてを議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第15号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町都市公園条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求める件で

あります。 

 内容は、都市公園法により、運動施設の敷地面積を都市公園の敷地面積の100分の50を越え

てはならないと定める改正と、新たに総合運動公園に屋内運動場を設置するとともに利用時間

及び利用金額等を追加するものでございます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 附属設備としてピッチングマシンというのがありますが、これは購入してあるのか、購入す

るのか、その価格についてお尋ねしたいと思います。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 今のところまだ購入してありません。変更でもってきますので、日程第18号ですかね、これ

で変更契約が、議会の議決を得られたら購入します。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第15号、徳之島町都市公園条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第17 議案第16号 徳之島町特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例につ

いて   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第17、議案第16号、徳之島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第16号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、徳之島町内にある私立幼稚園は子ども・子育て支援新制度に移行しておらず、徳之

島町私立幼稚園就園奨励費補助金の対象となってきたが、平成30年度より子ども・子育て支援

新制度に移行することから、施設型給付費の対象となり、それに伴い市町村が該当する施設の

保育料を定める必要があるためです。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 私立幼稚園に関するものですけれども、ここは確か就園奨励費というものがありまして、納

めた保育料が年度末かな、返ってくるということを聞いております。こういうふうに、ここに

移行することによってこの奨励費はなくなるのか、この幼稚園にとってどういうふうな経営状

況になっていくのか、お尋ねしたいと思います。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 この件に関しましては、新制度は、平成27年の４月から実施されており、私立幼稚園自体の

申し出により実施することになっております。 

 今回、市立幼稚園のほうから移行したい旨の申し出があったため、今回、こういうふうな形

で条例改正が必要になったわけであります。 
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 先ほど言われました、あれに関しましては、利用者負担に関しては、ほぼ変動はないという

ことであります。 

 就園奨励費補助と私学助成とかそこら辺の分を施設給付費として今後、お支払していくとい

うふうな形になります。 

 あくまで私立幼稚園のほうで申し出があった場合に対応していくというふうな形になってお

りますので、ご理解いただきたいと思います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 はっきりわからなかったので、再度お尋ねしますけれども、就園奨励費というものがあって、

返戻があったのがそれがなくなるというふうに理解していいのか、そしてそれが保育料、例え

ば４段階であれば１万6,800円支払うことになり、それから返戻がなくなるということで、利

用者さんの負担が大きくなるのかどうかをお尋ねします。 

 そして、この４段階と５段階では、会則分で見ますと、１円違うことで支払う保育料は

4,400円差が出るんですけれども、こういうふうなことが実際にあるのか、この１円違っての

4,400円の差というのは結構大きいと思いますが、こういうことが実際は発生するのかどうか、

お尋ねします。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 就園奨励費補助に関しましては、先ほど言ったですけれども、形がかわった形で施設給付費

というふうな形で新年度から助成していくというふうな形になります。 

 現在のところ、利用者負担に関しましては、先ほども述べたとおり、今のところ変動がない

というふうに考えております。 

 この階層に関しましては、国の通知に基づいて、国に準じた形でそれを基礎に設定してあり

ますので、そこら辺もご理解いただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○８番（幸 千恵子君）   

 実際にそういう事例もあるのかどうかというところでお尋ねしたいと思います。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 実際のところ、まだ始まっておりませんので、あるかどうかという事実はまだ予測できない

事態であります。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 
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 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第16号、徳之島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第18 議案第17号 工事請負変更契約について（総合運動

公園屋内運動場建築工事１工区）   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第18、議案第17号、工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動場建築工事１工

区）を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第17号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度総合運動公園屋内運動場建築工事（１工区）に係る工事請負変更契約

について、地方自治法第96条第１項第５号の規定に基づき、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、内外装工事において車椅子併用のスロープの施行及び雨水処理のため雨水受溝の施

行等であります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 価格がこれで12万2,000円ふえることになりますが、そして、この変更後の請負額を見ます

と、予定価格よりも超えております。ここが私はどうも判断できないんですけれども、この変

更の内容が、スロープ等の設置、雨水処理用の関係の変更のようですけれども、これは、この

工事費に入れなければならないものか、町単独事業か何かで原材料費とかでは対応するもので
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はないのか、そして何で今、この時期になってこのことが出てくるのか、当初ではわからなか

ったのかということでお尋ねしたいと思います。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 お答えします。 

 工事の進捗によってスロープを設けないとそのところは階段になってしまって、身障者の方

が車椅子で出入りできないということで今の段階になってスロープをつけることになりました。

以前はつけることになっていませんでした。 

○８番（幸 千恵子君）   

 一つ質問をしましたけれども、これはこの工事の中に入れるべきものなのか、そうじゃなく

て、町の原材料費等で対応できるものではないのかということでお尋ねします。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 原材料費でしますと、またお金もかかるんですけど、今の工事で今している業者の方にまか

せたほうが工事も契約するということで、それでこの工事の中に入れました。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第17号、工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動場建築工事１工

区）を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第17号は可決されました。 

 

△ 日程第19 議案第18号 工事請負変更契約について（総合運動

公園屋内運動場建築工事２工区）   
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○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第19、議案第18号工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動場建築工事２工

区）を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第18号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度総合運動公園屋内運動場建築工事（２工区）に係る工事請負変更契約

について、地方自治法第96条第１項第５号の規定に基づき、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、既存のピッチングマシンの老朽化によるマシンの購入及び野球場一塁側応援席にあ

る南洋杉の剪定、撤去でございます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 この工事は、予定価格に対して、確か99.8％ということで落札していたものだと思いますが、

もう今回で既に670万円近く増額になります。それの主なものがこのピッチングマシンの購入

と杉の剪定、撤去だと、その費用だと思いますけれども、ここに670万円近くの金額が上がっ

ているということは、この２つの金額はそれぞれ見積もりがされているものだと思いますが、

この金額はおわかりではないでしょうか、お尋ねします。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 一つは、設計書の中に出ていますが、今この段階までは認識しておりません。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ピッチングマシンが古くなった、老朽化ということで言われていますけれども、これは当初

予算で考えられるものではないでしょうか。何か予定価格があって落札しているのですけれど

も、予定価格なんかとうに越していますので、何かこの意味が余りよくわからないのですが、

このことは、年度末になって出てくるような状況のものなのでしょうか。当初では考えられな

いものでしょうか。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 工事をしている中で、やっぱりピッチングマシンも必要ではないかということで、現場とも

話し、またうちの担当職員とも話して必要だということでふやしました。 

 今あるピッチングマシンが、野球場ができた当時に買っておりますので、大分古びています

ので、新しく２台買うことにいたしました。 

 以上です。 
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○８番（幸 千恵子君）   

 今２台と聞こえたんですが、２台でいいんですかね。 

 古くなっているということは、この工事が始まる、計画するときからわかることだと思うの

ですね、よく検討すべきことだと思うのですけれども、何か前もありましたよね、計画では、

何でしたっけ、壁が４方向開いていたからどうだとか、そこに壁をつくるようにしたとかいう

ことで変更になって増額になったのもありましたけれども、計画の段階できっちりした計画は

されていないような印象を今受けております。 

 だから、予定価格よりもどんどんふえていっても、途中で変更したら上げていかれるみたい

なことになると思うんですけれども、このピッチングマシンの古いこと、そのことは何でもっ

と早く検討できなかったのでしょうか。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 ピッチングマシンなんですけど、古くなって何回か直していて使ってきたんですけど、今回

また壊れてしまい、新しくすることにしました。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第18号、工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動場建築工事２工

区）を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第18号は可決されました。 

 

△ 日程第20 議案第19号 工事請負変更契約について（総合運動

公園屋内運動場建築工事３工区）   
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○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第20、議案第19号、工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動場建築工事３工

区）を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第19号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度総合運動公園屋内運動場建築工事（３工区）に係る工事請負変更契約

について、地方自治法第96条第１項第５号の規定に基づき、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、屋内運動場入口側の溝蓋の設置及び、搬入車両用のアスファルト舗装であります。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 同じようなことになりますけれども、この３工区については９月補正で3,270万円ほど上げ

てあります。そして、今回の変更後の金額を見ますと7,000万円を越しておりまして、予定価

格の6,500万円をとうに越しております。 

 この工事についても、この工事の中に入れなければいけないのか、そのほうが安上がりだと

いうふうに言われるでしょうけど、もう少しきっちりとした当初からの見積もりが必要なので

はないでしょうか。この予定価格のあり方、そしてこうして何度も途中で変更して金額が上が

っていくことについて、どういうふうに考えていらっしゃるのかお尋ねします。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 この金額の増というか、工事をしていく中で、だんだん実際に工事をしていく中でわかった

ことですので、金額を増にしております。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ここだけでなくほかのことについても言えることですけれども、工事をしていく中でわかっ

たとかいうようなことではなくて、きちんとした見積もりをすれば、ここもわかることだと思

うんです。ですから、そういうふうな答弁ではなくて、もっときっちりとした事実に沿った、

現場をきちんと見た、判断をした予定価格と工事内容と計画をすべきものということを意見を

言わせていただきます。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 現場と図面上とはやっぱりちょっとずつかわってくるものです。こういうような状態になっ

ています。 

○議長（福岡兵八郎君）   
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 ほかに質疑はありませんか。 

○５番（勇元勝雄君）   

 屋内運動場については、大阪のほうで視察を入れといていいですかね。屋内運動場に視察に

行きました。そして、ちょうど私が研修レポートを書いたんですけど、その研修レポートの中

にも、これだけの施設をつくるんだったら協議会をつくって、その中で案をもんでするべきだ

という研修レポートを出しました。 

 今、現場がどうのこうの言っていますけれども、現場でかわるのはしょうしょうの金額はい

いんですよね。当初予算の内で、執行残でそういうのはいいと思うんですけど、何千万円もか

わるとなると、私は当初からの計画がでたらめだったと、私は思っています。 

 ２億円の工事で5,000万円以上の、30年度当初予算を入れて恐らく5,000万円から6,000万円

金額が上がる、２億円の工事、大体４分の１も途中で工事金が上がるという事態が、私はおか

しいと思うんです。当初の計画が私はでたらめだったと、私は思います。 

 民間だったら金が足りないから２億円の工事に5,000万円、6,000万円出してくれって出せる

わけないんですよね。役場だから30年度の当初予算も二千何百万円組んであるはずなんですけ

ど、もうちょっと役場の金は町民の血税だということを認識して仕事をやってもらいたいと思

います。 

 これは要望でよろしいです。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○１２番（木原良治君）   

 課長にお伺いしますけど、愛知工大と上武大学が合宿に来ていますね、きょうで一応、両大

学の合宿は終わるんですけど、やはり、毎日、僕運動トレーニングに行くんですけど、その大

学要望が実際にピッチングマシンであったり、こうしてほしいということが実際にあったとい

うことですか。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 実際に上武大学も愛工大名電もちゃんとしたピッチングマシンがその学校学校にあるもんで、

一応は要望は受けております。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 
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［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第19号、工事請負変更契約について（総合運動公園屋内運動場建築工事３工

区）を採決します。 

 お諮りします。 

 本件は決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第19号は可決されました。 

 

△ 日程第21 議案第20号 徳之島町町道の認定について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第21、議案第20号、徳之島町町道の認定についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第20号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町町道の認定について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、花徳轟木線、第二金久田線、亀津下晴支線の認定でございます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第20号、徳之島町町道の認定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件は決定することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第20号は可決されました。 

 

△ 日程第22 議案第21号 徳之島町町道の延長幅員の変更について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第22、議案第21号、徳之島町町道の延長幅員の変更についてを議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第21号の提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、徳之島町町道の延長幅員の変更について、議会の議決を求める件であります。 

 内容は、花徳渡名地線の幅員の変更でございます。 

 何とぞご審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第21号、徳之島町町道の延長幅員の変更についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件は決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第21号は可決されました。 

 

△ 日程第23 議案第22号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   
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 日程第23、議案第22号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第22号～議案第35号までを一括して提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、農業委員会等に関する法律改正に伴い、平成30年５月７日で任期満了になる、農

業委員会委員を農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により新たに議会の同意をえて

任命を行うものでございます。 

 14名の方々の住所・氏名・生年月日を申し上げます。 

 議案第22号につきまして、徳之島町亀津3012番地、盛則男氏、昭和25年２月27日生まれでご

ざいます。 

 議案第23号につきまして、徳之島町亀津3237番地、東博光氏、昭和28年12月14日生まれでご

ざいます。 

 議案第24号につきまして、徳之島町母間8932番地、武島光子氏、昭和30年11月５日生まれで

ございます。 

 議案第25号につきまして、徳之島町山1667番地、林慶造氏、昭和40年５月28日生まれでござ

います。 

 議案第26号につきまして、徳之島町亀津1113番地、白山明氏、昭和42年６月14日生まれでご

ざいます。 

 議案第27号につきまして、徳之島町母間3477番地、爲島良一氏、昭和29年11月15日生まれで

ございます。 

 議案第28号につきまして、徳之島町花徳2168番地、原田辰徳氏、昭和32年５月19日生まれで

ございます。 

 議案第29号につきまして、徳之島町手々3032番地、村山佐ヱ明氏、昭和25年９月10日生まれ

でございます。 

 議案第30号につきましては、徳之島町轟木952番地、木場友広氏、昭和31年７月10日生まれ

でございます。 

 議案第31号につきまして、徳之島町亀津4593番地、藤田喜文氏、昭和29年10月28日生まれで

ございます。 

 議案第32号につきまして、徳之島町尾母548番地１、琉和栄氏、昭和24年10月１日生まれで

ございます。 

 議案第33号につきまして、徳之島町亀徳2184番地、内博行氏、昭和54年１月６日生まれでご

ざいます。 

 議案第34号につきまして、徳之島町諸田769番地、川畑政一氏、昭和21年10月20日生まれで
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ございます。 

 議案第35号につきまして、徳之島町亀津4908番地、平山正也氏、昭和30年９月27日生まれ、

以上14の議案の14名でございます。 

 なお、履歴については、議案書に添付してありますのでお目通しください。 

 何とぞご審議の上、同意していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第22号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第22号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第24 議案第23号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第24、議案第23号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、先ほど、町長から35号まで一括して提案理由の説明がありましたので、これ

から質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第23号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第23号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第25 議案第24号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第25、議案第24号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第24号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第24号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第26 議案第25号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第26、議案第25号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第25号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第25号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第27 議案第26号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第27、議案第26号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第26号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第26号は同意することに決定いたしました。 
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△ 日程第28 議案第27号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第28、議案第27号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第27号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第27号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第29 議案第28号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第29、議案第28号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第28号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第28号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第30 議案第29号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第30、議案第29号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第29号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第29号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第31 議案第30号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第31、議案第30号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第30号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第30号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第32 議案第31号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第32、議案第31号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第31号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第31号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第33 議案第32号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第33、議案第32号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第32号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第32号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第34 議案第33号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第34、議案第33号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第33号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第33号は同意することに決定いたしました。 
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△ 日程第35 議案第34号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第35、議案第34号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第34号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第34号は同意することに決定いたしました。 

 

△ 日程第36 議案第35号 農業委員の選任について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第36、議案第35号、農業委員の選任についてを議題とします。 

 本件について、これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第35号、農業委員の選任についてを採決します。 

 お諮りします。 
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 本件はこれに同意することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第35号は同意することに決定いたしました。 

 これで休憩いたします。 

 昼は１時半から再開いたします。よろしくお願いいたします。 

休憩 午後 ０時００分   

再開 午後 １時３０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

△ 日程第37 議案第36号 平成29年度一般会計補正予算（第

５号）について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第37、議案第36号、平成29年度一般会計補正予算（第５号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第36号の提案理由の御説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度一般会計補正予算（第５号）について、議会の議決を求める件であり

ます。 

 内容は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,704万3,000円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ81億2,128万7,000円とするものであります。 

 歳入の主な内容は、地方消費税交付金3,658万2,000円、諸収入1,561万6,000円、県支出金

1,266万円、町債1,310万円、繰入金823万7,000円などの増額、国庫支出金2,199万1,000円、財

産収入980万6,000円、分担金及び負担金17万2,000円の減額であります。 

 歳出の主な内容は、消防費5,688万1,000円、民生費4,497万1,000円、総務費1,512万1,000円、

議会費126万2,000円などの増額、農林水産業費2,454万7,000円、教育費1,880万円、衛生費

1,535万4,000円、土木費312万7,000円の減額などであります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 



― 143 ― 

○８番（幸 千恵子君）   

 それでは、歳入のほうからいきますが、６ページをお願いします。 

 ６ページ、款15の財産収入のところですが、ゆうな住宅貸付料が減になっている内訳、背景

をお尋ねします。 

 次の項２の財産売払収入ですが、美農里館生産物売払収入と植物工場の売払収入の減の理由

をお尋ねします。 

 次に、７ページ、財政調整基金繰入金が増額になって、ふるさと思いやり基金が減になって

おりますが、この理由をお尋ねいたします。 

 次に、歳出、11ページ、目７の庁舎整備基金費ですが、2,999万9,000円の増額になっており

ます。この額の決め方について少しお尋ねいたします。平成24年度から少し見てきたんですけ

れども、ふえていない年もあれば、ふえている年もあります。この額の決め方等についてお尋

ねいたします。 

 それから、その一番下の節19、地方公共交通特別対策事業補助金250万円ほど減額になって

いますが、この理由をお尋ねします。 

 12ページ、目21、地域おこし協力隊のところの節１、地域おこし協力隊の報酬が500万円近

く減になっている理由をお尋ねします。 

 次、13ページ、真ん中、目26、ふるさと納税のところですが、節８、報償費、ふるさと思い

やり寄附金返礼品が2,000万円余り減額になっている状況、理由をお尋ねいたします。 

 次、19ページ、民生費、項２の児童福祉費のところですが、節23、1,200万円余りの国庫返

戻金、県返還金がありますが、これの理由をお尋ねいたします。 

 それから、目３、私立認可保育所費ですが、委託料2,200万円余り、この時期に増になって

いる背景をお尋ねいたします。 

 20ページ、目４の保健対策事業費ですが、委託料のところ、集団健診の委託料が300万円余

り減になっている、この集団健診の状況をお尋ねします。 

 次、21ページ、款４衛生費、節19の負担金、家電リサイクル助成金の状況、内訳をお尋ねい

たします。 

 次、23ページ、25の美農里館管理運営費です。節11の需用費、ここの消耗品費が120万円増

額ですが、当初予算は700万円だったと思います。このときに内訳が書かれていませんので、

今回の120万円増額も余計理由がわかりませんので、説明をお願いいたします。 

 次、26ページ、真ん中、土木費の社会資本整備道路事業費ですが、節15、工事請負費285万

円の増額、内訳をお尋ねします。 

 次、28ページ、一番上の非常備消防費、工事請負費として5,400万円余り増になっています

が、これの内訳、状況をお尋ねいたします。 
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 次、30ページ、一番上から４段目の神之嶺小学校太陽光無停電電源装置の修繕とありますが、

これの状況をお尋ねいたします。 

 次、33ページ、目６の節15、工事請負費ですが、公共下水道接続の関係ですが、当初で予定

に入れたほうがよかったのではないでしょうか。この状況をお尋ねします。 

 次、34ページ、目２の学校給食運営費ですが、節７、調理師賃金と減額になっている理由を

お尋ねします。 

 次、最後、35ページ、屋内運動場の建設事業費ですが、262万3,000円の減額の内訳と、先ほ

ど質問したんですが、答えていただけなかったピッチングマシンの見積もり額をお尋ねいたし

ます。 

 １回目、終わります。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 総務課関連をお答えいたします。 

 歳入の６ページ、15の１、財産貸付収入、ゆうな住宅につきましては、水回りの状況が悪く

て入居者がトータルで22カ月間、３戸のうち２戸が、今、空き家となっております。修繕した

上で、再度また募集をかけたいと思っております。 

 歳入の７ページ、財政調整起因につきましては、歳出の歳入不足を補うために4,440万円を

繰り入れております。 

 歳出の11ページ、２、１、７、庁舎整備基金につきましては、今後の庁舎建設に向けて、で

きる限り積み立てを行おうということで、今回、3,000万円ほど積み立てを行いまして、今現

在、基金残高が１億179万4,000円ということになっております。 

 歳出の28ページ、９、１、非常備消防の防災拠点施設整備工事費、これにつきましては、奄

美群島成長戦略推進交付金を使いまして、各町内の防災拠点施設の強靭化を図るものでござい

ます。主な予定地区は、亀徳振興センター、徳和瀬公民館、地域福祉センターが主な改修場所

です。その他、小さなものについても、各公民館等を点検しながら整備して強靭化を進めてい

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 お答えします。 

 歳入の６ページ、15の２、美農里館売払収入ですけど、当初、2,900万円ほど上げています

が、現計の見込み額として３月に2,300万円ほどだという見込み額でございます。 

 歳出の23ページ、６、１、23の美農里館の11、需用費、これは美農里館の店舗の仕入れが予

算不足ということで、３月分の店舗の商品、島の加工品の仕入れの金額でございます。 

○農林水産課長（東 弘明君）   
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 お答えいたします。 

 歳入の６ページ、15、２の植物工場生産物売払収入のことですけども、当初経過か区では、

ホウレンソウ、小松菜、水菜で432万円を歳入計上しておりましたけども、１月末現在での収

入が、ホウレンソウで22万6,126円、それから、小松菜13万7,450円、水菜６万3,295円、トー

タルの今現在、１月末現在が212万9,845円ということになっておりますけれども、計画の歳入

形状からの差額分で、今、マイナスということで予算を計上しているところです。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 歳出の11ページ、２、１、16の19、負担金、地方公共交通特別対策事業補助金の250万円で

ございますけども、28年と29年を比較いたしまして、28年度が３万8,690名の乗客に対しまし

て、29年度は３万6,360名ということで、乗車、輸送人員の減によります負担金の減額でござ

います。 

 それから、次の12ページ、目24、地域おこし協力隊費の496万円の報酬でございますけども、

これにつきましては、募集を企画課のほうで一括で募集をかけておりました。企画課、社会教

育課、支所の３分野で地域おこし協力隊の隊員を募集していましたけども、この応募がありま

せんでした。ということで、それに伴う減額でございます。 

 13ページ、２、１、26、ふるさと納税推進事業費の８番の報償費でございますけども、これ

は報償費の額が減ったということでございます。実際の、現在の額を申し上げますと、平成30

年度２月末現在でございますけども、寄附者累計が１万5,786名、寄附金合計３億3,446万227

円でございまして、これは昨日申し上げましたけども、最終見込みが大体３億5,000万円で落

ち着くんではないかと思っております。返礼率が約55％、これが送料等も入っているところで

ございます。 

 以上です。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 御説明いたします。 

 25ページ、土木費、社会資本整備道路事業の15番、工事請負費285万円が加算されておりま

す。これにつきましては、現工事予算１億4,550万円に対して委託料の組みかえで100万円、補

償補痾費を185万円、合計額１億4,835万円となっております。それの内訳が、亀津池田線排水

工事800万円、亀津今開線1,789万円、亀津大船築地線521万8,000円、亀津共木屋線1,658万円、

亀津22号線591万2,000円、亀徳井之川線卸口線792万8,000円、亀津大船築地線・新里橋8,500

万円、亀津22号線・第二大瀬橋100万円、亀津志面渡線・第四丹向橋1,000万円、合計金額

1,480万6,000円となっております。 

○地域営業課長（幸田智博君）   
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 訂正をお願いします。 

 歳出の23ページ、25の11、店舗の商品なんですけど、２月～３月、今、支払い分が足りない

ということもありまして、２月～３月ということでございます。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 30ページの款10、項２の目３、学校施設整備費の修繕費で、神之嶺小学校太陽光無停電電源

装置修繕費というのは、充電、バッテリー関係の修理を今から行わなきゃいけないということ

で計上しました。 

 それと、34ページ、学校給食運営費の臨時調理師賃金80万円の減、これに関しましては、臨

時雇用の方がいろいろ、長期療養もあって、積み重なった数字を減額しなきゃいけないという

形になりました。 

 以上です。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 歳出の19ページ、償還金利子及び割引料ですけど、これが28年度の実績に基づいて、国、県

より返還しなさいということでありまして、この金額になっております。 

 13、委託料につきましてですが、現在の予算残額が2,007万5,680円、２月の委託料の支払い

が、伊仙町に通っている方がいまして、その分が12万2,920円、３月の支払い予定額が2,485万

200円となっております。 

 公定価格による生産見込み額というのがありまして、亀津保育園が1,500万円、亀徳保育園

が1,500万円、わかば保育園が５万円、これは、南今泉保育園ってなっているのですが、これ

は多分、里帰出産で鹿児島のほうに行っている方がおりまして、これが５万円。 

 あと、新しい処遇改善加算による精算見込み額っていうのがありまして、これが、亀津保育

園が779万8,130円、亀徳保育園が651万7,400円、わかば保育園が12万、円、南今泉保育園が12

万円。１～４までの合計が4,262万8,650円となっております。 

 この4,262万8,650円から残額の2,007万5,680円を引きますと、2,255万2,970円ということで、

2,253万円の予算を計上しております。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 予算書の33ページ、15、６の19、工事請負費なんですが、これは１月に入札が終わっており

ます。浄化槽の規模の誤りにより、汚泥の排出量の増と、中詰めのその増の量の増分です。 

 35ページ、16の屋内運動場建設事業費なんですけど、予算額が２億3,258万9,000円ありまし

た。それで、工事請負費が２億1,241万800円です。残額は、977万4,200円です。午前中、変更

契約で増額してもらった分が３件で715万1,000円です。977万4,200円から増分の715万1,000円

を引いた分が262万3,000円です。 

 ピッチングマシンなんですけど、１台124万2,000円です。 
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 以上です。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 お答えいたします。 

 事項別明細の歳出、20ページ、目４保健対策事業費の節13、委託料の中の一番下のほうの集

団健康診断委託料、この委託料の中身は、前立腺肥大検診、大腸がん検診、腹部超音波検診、

骨粗鬆症検診、Ｂ型肝炎ウイルス検診、Ｃ型肝炎ウイルス検診、胃がんリスク検査の７検査が

ありまして、当初は996万6,000円を組んでありましたが、昨年度のパーセンテージを参考にし

て当初で見積もりしていましたが、受診者の数が少なかったため、減額になっております。 

 以上です。 

○住民生活課長（政田正武君）   

 21ページ、款４の２の１の19の家電リサイクル助成金でございますが、これは、エアコン、

テレビ、冷蔵冷凍庫、洗濯機、乾燥機の海上輸送の補助金でございます。エアコンが1,080円

で327基、テレビが870円の363基、冷蔵庫・冷凍庫が2,110円で398基、洗濯機、乾燥機が1,300

円の52基、全体で1,610台の補助をしております。 

 以上です。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ２回目の質問を行います。 

 ゆうな住宅については、３戸中２戸が空きになっているという状況が初めてわかりましたけ

れども、これについては、しっかり空き状況じゃないように対策をしていると思いますが、空

きになった事情のところがきちんと解決できるように対策できているのかお尋ねいたします。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 幸議員、款項目、ページを最初から言ってください。 

○８番（幸 千恵子君）   

 ごめんなさい。歳入の６ページでした。 

 それから、その下の財産収入の関係ですが、売払収入が２項目、これについては、見込みが

こうなのでこうなのだということはよくわかりますが、そうならざるを得なかった背景、美農

里館については人員も補充していて、多分、製産も頑張っていたというふうに思っていますの

で、当初から増額になっていっていたと思います。それが、なぜこうして減になるのかという

ところで、何か事情があるのか、どういう状況で精算状況になっているのかということをお尋

ねしたいと思います。人員等、いろいろ含めて説明していただきたいと思います。 

 それから、植物工場についても同じです。当初が432万円の予定でしたけれども半減してい

るという状況ですので、ここについても順調にいっているのか、何か問題があるのか、少し説

明をお願いします。 
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 次、歳出にいきます。 

 歳出の11ページ、調査整備基金について、積立金ですけれども、毎年1,000円を積み立てた

り、2,500万円だったり、変わらずだったりといろいろあるんですが、この金額の決め方につ

いて、計画があるのか、基準があるのかどうか、再度お尋ねいたします。 

 次のページ、12ページ、地域おこし協力隊ですけれども、応募がなかったということで減に

なったようですが、この応募がなかった時点で問題がないのか、再度募集をかけているのかお

尋ねいたします。 

 次、13ページ、ふるさと納税のところですが、一般財源のところに500万円増となっていま

すので、このふるさと納税の関係で一般財源もこのように使われているのか、この500万円に

ついての説明をお願いいたします。 

 19ページ、私立認可保育所のところですが、金額的に2,000万円を超して増になっているの

で不思議だったんですが、処遇改善の関係が主にこの金額になるのかということでは、保育士

の待遇が改善された分の金額が個々に反映しているというふうにとって構わないのか、お尋ね

いたします。 

 それから、20ページの集団健診の関係ですけれども、先ほどおっしゃった７つの検査の内容、

どれも大事な検査でありますが、昨年度に比べて予定よりも少なかったということなんですが、

これは、平成30年度予算にどう生きていくのかわかりませんが、健診をすることの意義はきっ

ちりと説明をされて対策をされていると思いますが、ここは対策は強化されているのかお尋ね

いたします。 

 21ページのリサイクル関係ですけれども、輸送費、各家庭から古くなったもの、壊れたもの

が電気屋さんを通じてリサイクルのほうに回っていくと思いますけれども、このリサイクル費

について、各家庭からはお金が発生していないのかどうか、ちょっとそこら辺がわからないも

んですから、少しおわかりでしたら教えていただきたいと思います。 

 それから、23ページ、美農里館の関係です。水産物販売は380万円ほど減になっていました

けれども、ここで増額になっているところが支払い分が足りなかったということでは、この生

産物の減とここの増というのが、少し整合性がないような感じがしますので、再度説明をお願

いしたいと思います。 

 次、28ページ、一番上、非常備消防費のところですけれども、幾つかの地域に充てられてい

るということで重要なことなんですけれども、年度末になって、この奄美群島推進何とか事業

が利用できるのであれば、きちんと30年度以降にも定期的にというか、必要なところにきちん

と配置できるようされているのかどうかお尋ねいたします。 

 それから、30ページの太陽光のところですが、まだ新しいと思いますけれども、このバッテ

リーの修理で正常に動いている状況なのか、今の状況をお尋ねいたします。 
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 34ページ、給食センターの人員の関係ですけれども、減になっているということは、長期に

お休みされている方の分が人員的な補充がされて行われているのか、不足の状態でやっている

のか、少し確認をさせてください。 

 以上です。２回目。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 お答えいたします。 

 歳入の６ページ、15、１、ゆうな住宅貸付料につきましては、何名か見に来られるんですけ

ど、水周りの状態が悪いと。例えば洗面化粧台が古くて汚れている、風呂場、トイレ等にして

も古くて汚れているという理由で、今、化粧台、トイレ、浴槽についてもユニットに取りかえ

て、再度、募集をかけるところでございます。 

 その中で、状況を見ながら空室が続くようでしたら、また、家賃等も含めて検討していきた

いと、極力活用できるように検討していきたいと思っております。 

 歳出の11ページ、２、１、７の庁舎整備基金でございますけども、これは決められた基準と

いうものはございません。庁舎整備に向けて、積み立てが可能な限り積み立てを今後していく

ということでございます。 

 あと、歳出の28ページ、９、１、２の非常備消防、この防災拠点施設整備工事費の時期等に

つきましては、成長戦略推進交付金ですので、企画課長のほうから経緯については説明をいた

します。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 12ページ、地域おこし協力隊費でございますけども、通常よりも期間を延ばして応募をかけ

てまいりましたけども、応募がなくて、ただ、社会教育分野につきましては１名ありまして、

それの段階でそぐわないということで取りやめになっているところでございます。 

 ただ、なかなかマッチする人材がいないというのが今の状況でございまして、来年度は、さ

らに中身を精査して募集する必要があるんではないかというふうに考えているところでござい

ます。 

 以上です。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 歳入の６ページ、15の美農里館の売払収入ですけど、売り上げは大きく毎年やっていまして、

実際、うちでつくっている商品も売り上げは上がっておるわけです。順次ですけど、大きくは

上がっていないですけど、上がっていってはいます。その中で、ちょっと見積もりを大きくし

たほうがやっぱり目標も大きくなりますので、御理解をお願いしたいと思います。 

 それと、歳出の消耗品ですが、700万円ぐらい組んで島内の卸業者の商品が売れたというこ
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とでございます。それで、２月、３月の仕入れがちょっと滞るということで、商品が店舗から

なくなることはいけませんので、予算をとって計上いたしました。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 先ほどの防災拠点施設整備につきましては、国の補正予算で急遽ここが決定しました。これ

は、今、29年度の明許繰越事業、９ページ、そこにあります。国の補正予算によって決定した

と。この時期になって交付されたので、明許繰越をするということでございます。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 歳入の６ページ、植物工場の生産物売払収入ですけども、当初は５品目、ホウレンソウ、小

松菜、水菜、ルッコラ、チンゲンサイと生産をしておりましたけども、それから、ホウレンソ

ウ、小松菜、水菜に絞って現在取り組んでいるんですけれども、今後は販売金額を向上させる

ためにも、今、受託者のほうとこれを１本に絞ったらどうか、ホウレンソウ１本に絞って30年

度は取り組みをして、回転もいいですし、売り上げの率もホウレンソウのほうが、約８割ぐら

いホウレンソウのほうが売れている状態ですので、今後は１本に絞って、実際にやってみて、

生産、販売向上につなげていきたいということで、今、受託者のほうとも検討しているところ

でございます。 

 以上です。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 歳出の19ページ、３の２の３、委託料の件ですが、議員がおっしゃるとおり、処遇改善、保

育士の賃金の改善ということで、このような形になっております。 

○健康増進課長（芝 幸喜君）   

 歳出の20ページ、目４、保健対策事業費、13、委託料の集団検診委託料ですが、これは、こ

の検診の項目は特定検診時のオプション、別料金として任意の検査であります。広報等、個別

に封筒で御案内もしておりますが、さらにこういった検診率も上げるように、課内で対策を強

化していきたいと思います。 

 以上です。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 13ページ、目のふるさと納税推進事業費の中で、一般財源が500万円ほど充てられています

けど、この理由でございますけども、平成29年度より事務費を全額寄附金より充当していると

ころでございますが、ふるさと納税の推進拡大のためには、町の予算の一部も充当する必要が

あるとの考えから、一部、一般財源を充当しているところでございます。 

 以上です。 
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○住民生活課長（政田正武君）   

 歳出の21ページ、４の衛生費の家電リサイクルの件でございますが、業者さんが各家庭に家

電を引き取りにいく前に、家庭から手数料等が発生していると思います。 

 以上です。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 30ページの款10、目３の神之嶺小学校太陽光無停電電源装置修繕の件なんですけれども、こ

れに関しましては、十分な充電ができないということで、要するに蓄電池ということで、修繕

が必要ということで計上してあります。 

 今のところは、無停電装置なので、停電になったときにこの本領を発揮しますので、事前に

充電があまりされていないのを完全なものに修理するために、修繕費として計上いたしました。 

 それと、34ページの款10、項６、２の学校給食運営費の中の臨時調理師賃金ということであ

りますけども、十分とはいえないんですけれども、何とか臨時代替調理師、補助調理師とか、

調理員とか、そこら辺を使って何とかしのいでいる状況でございます。 

○８番（幸 千恵子君）   

 最後ですけれども、歳入の６ページ、ゆうな住宅、ここを購入したときの金額を、ちょっと

忘れましたので教えていただきたいんですが、購入時の判断として、こういう水回りの問題で

あるとか、今、発生しているような状況をきちんと判断されて購入されたと思いますけれども、

家賃等含めてどういう状況だったのかと、今、思い返しらどうなのかということを少し教えて

ほしいのとその金額が幾らだったのか教えてください。 

 それから、その下の財産収入の植物工場の関係ですが、廃棄している野菜がまだあるのか、

それがどういう状況なのかお尋ねいたします。 

 それから、歳出、13ページ、ふるさと納税のところですが、一般財源から500万円、一部充

当しているということですが、その一部はどういうものに充当されているのかお尋ねします。 

 ごめんなさい。３回目で終わります。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 ゆうな住宅につきましては、およそ2,200万円近くだったと思っております。 

 家賃等につきましても、周辺の、民間の賃貸している間取り、家賃等を参考にして６万円と

いうことで決めさせていただきました。 

 当初、全戸入居していましたので、その補修は行わなかったということですけども、改めて

空き家になったときに、見た人が若い人が多くて、水回りの状況が悪いということで、今、空

き家になっているものでございます。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 植物工場の廃棄量についてですけども、過去３年間のを報告しますと、平成27年度が1,816
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キロ、それから、28年度が306キロ、平成29年度が100キロというように、現在では年間を通し

ても100キロぐらいでございます。 

 この27年度の1,816キロというのは、ロックウールといって、根を活着させる苗床というん

ですか、それまでを含めた廃棄量でしたので、この廃棄量の重量になっているということで御

理解いただければと思います。 

 以上です。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 13ページ、目24、一般財源の充当の500万円でございますけども、これは、共済費から使用

料全てのほうに充当いうというふうに考えていただいてよろしいかと思います。 

 以上です。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 先ほどのゆうな住宅払い下げの財産購入ですけども、平成27年１月に2,075万1,500円で購入

をしているところでございます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○５番（勇元勝雄君）   

 ８ページの第２表、継続費補正、農林水産業費6,789万5,000円のうち5,953万6,000円、継続

が835万9,000円、当初で予算がとってあったと思うんですけど、遅れた理由。 

 それから、９ページ目、第３表、繰越明許費、泊食分離推進事業、この内容を。 

 款６の１、畜産基盤再編総合整備事業、繰り越ししなければならなかった理由。 

 ８の道路橋梁費、社会資本整備事業費4,789万2,000円というのは、１億9,000万円、そのう

ちの分か。 

 19、教育費、屋内運動場建設事業１億4,527万2,000円、その遅れた理由。 

 歳入、４ページ、13の２の民生費、国庫補助金、臨時福祉給付金400万円、減になった理由。 

 13、３の１、衆議院議員選挙、158万1,000円減になった理由。 

 ６ページ、14、２の４の農林水産業費補助金、鳥獣被害対策事業費65万2,000円、減になっ

た理由。 

 14、３の１、奄美大島海区漁業調整委員97万4,000円、減になった理由。 

 ８ページ、21の１の６、教育債180万円、減になった理由。 

 歳出、２、１の４、共済費219万円。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 勇元議員、ページ、款項目をちゃんと言わないと戸惑いますから。 
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○５番（勇元勝雄君）   

 10ページ、総務費、２、１の４、共済費219万円、減になった理由。 

 同じく９の旅費62万円、増になる理由。 

 11ページ、２、１、４の財産管理費、報償費７万5,000円、減になった理由。 

 ２、１、16、企画費、報償費、徳之島町男女共同参画懇話会費９万円が９万円減になった理

由。 

 同じく、徳之島町創生総合戦略会議委員12万8,000円、減になった理由。 

 12ページ、２、１、24の16、原材料費25万1,000円、減になった理由。 

 13ページ、２、１、25の９、旅費30万円、ふやす理由。 

 13、委託料、地域資源活用医業委託料、どのような内容か。 

 17ページ、３、１、１の２、給料166万9,000円、減になった理由。 

 18ページ、３、１、３の19、補助金、高齢者クラブ２万5,000円、減になった理由。 

 18ページ、５、地域福祉センター、11、引き込み修繕料、修繕30万円、内容を。 

 19ページ、３、１、４、10の19、臨時福祉給付金経済対策事業400万円、減になった理由。 

 ３、２の４、母間保育所費、７の賃金、臨時保育士賃金111万6,000円、増になった理由。 

 20ページ、４、１、１の20扶助費、乳幼児医療費助成金50万円、増になった理由。 

 同じく４、１、５、合併処理浄化槽補助金246万6,000円、減になった理由。 

 21ページ、６、１、９の園芸振興流通対策費、需用費156万4,000円、減になった理由。 

 同じく、14、使用料、土地借上料が35万8,000円、減になった理由。 

 22ページ、16の13、委託料、20万4,000円、上がった理由。 

 23ページ、６、１、20の15、工事請負費446万4,000円、減になった理由。 

 同じく、６、１、22、経営体育成支援金300万円、減になった理由。 

 20、目23、19、40万円、減になった理由。 

 同じく、25、美農里館、12月補正で430万円補正して100万円減になった理由。 

 同じく23ページ、29、地籍調査費、賃金85万円、減になった理由。 

 13、委託料440万円、減になった理由。 

 24ページ、６、２の４、65万2,000円、減になった理由。 

 25ページ、６、２の７、委託料88万4,000円、減になった理由。 

 ６、２の２、漁港管理費132万円、減になった理由。 

 ７、１、４の観光費、井之川公民館トイレ修繕、その内容。 

 26ページ、８、３、急傾斜負担金200万円、減になった理由。 

 28ページ、９、１、３の災害対策費、自主防災組織活動補助金18万円、減になった理由。 

 28ページ、11の５、教育再生費の８、報償費60万円、減になった理由。 
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 11の７、ふるさと留学制度、19、補助金84万円、減になった理由。 

 32ページ、15の３の13、委託費56万4,000円、減になった理由。 

 ８の報償費、公民館講座講師報酬料60万円、減になった理由。 

 33ページ、10の５の４、文化会館費、11、高圧コンデンサー修繕50万円、その内容。 

 10の５の６、生涯学習センター、15、工事請負費、当初を200万円で組んで0.5倍の増、その

理由。 

 34ページ、16の１、19、負担金220万円、減になった理由。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 しばらく休憩いたします。２時40分から再開いたします。 

休憩 午後 ２時３０分   

再開 午後 ２時４０分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 歳出の10ページ、共済費の219万円の減額ですけれども、これは当初で組んでいた分が３月

31日付で退職した職員、あるいは年度途中、中途退職した職員の減額でございます。 

 普通旅費につきましては、気仙沼市から戻ってくる職員の帰任旅費と今後の町長の旅費の不

足分、出向している職員の全てのトータルした日額旅費の不足分でございます。 

 11ページ、町営地活用検討委員会の報償費ですけども、年間５回予定していたものが３回に

なったということで、２回分の減額でございます。 

 27ページ、消防費の３、災害対策費、自主防災組織活動補助金ですけども、これにつきまし

ては、当初の駐在委員会等で自主防災組織活動をした自主防災組織のは２万円支給するという

ものでございましたけども、この請求がなかった分を減額してあります。 

 以上です。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 お答えいたします。 

 ８ページ、継続費の補正のところでございますけども、継続事業という形で、先ほど23ペー

ジの減額のことと関係しますので、８ページで合わせて説明をしたいと思います。 

 まず、29年度の5,953万6,000円につきましては、平成29年度として計画をしておりましたが、

国費の補正予算対応となりまして、平成30年の２月に予算が確定されましたので、それから、

工事請負期間が平成29年度内では確保できないため繰り越しをしているところです。 

 もう一つの30年度継続事業としての835万9,000円ですけども、これにつきましては、町の方
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向性を示すために細かな整備計画を策する上で県といろいろ協議を行い、付帯施設としての研

修センターでの使用する農業機械、それから、格納倉庫を事業計画に盛り込み、平成29年度の

補正予算としての対応となったのですが、その後、研修ハウスの整備に伴う補正額というふう

に変わりまして、付帯施設として、この格納庫、農業機械等については、継続事業として平成

30年度の予算での対応となったところでございます。 

 それから、歳入の６ページ、鳥獣被害対策事業の減額の65万2,000円ですけども、これにつ

きまして、当初220万円予算を計上しておりましたけども、実際に、イノシシ、カラス、合わ

せて駆除でしたのが154万7,200円ということで、その差額分を減額をしているところでござい

ます。 

 それから、歳出の13ページ、この中の２、１、25の委託料、13の中の地域資源活用事業委託

料、減額の210万円、この中で関連する農林水産課のものにつきましては、アザミの臨床試験

を大阪でやるのを当初800万円で委託契約をしていましたが、実質650万円での契約となりまし

たので、その差額分の減額ということでございます。 

 それから、歳出の21ページ、款６、項１、目の９、園芸振興流通対策費の中の需用費、減額

の150万円ですけども、これについては、カミキリ虫の防除薬剤、これについて、当初３万枚

の予定で計上をしておりましたけども、実際の枚数の減ということで、120円掛ける１万2,500

枚を減額ということでございます。 

 それから、14の使用料及び賃借料、土地借上料の減額35万8,000円、これは南原ハウスの対

象面積の減額によるものでございます。 

 それから、22ページ、目16、委託費、13、実証展示設置委託料20万4,000円の増ですけども、

これは、ピタヤ栽培の試験実証ということで、ドラゴンフルーツ生産組合のほうに委託をして、

いろいろ実験、実証をしていただく、そのための委託料でございます。 

 それから、23ページ、目20は先ほど説明したとおりでございます。 

 目22の負担金、19ですけども、経営体育成支援事業補助金300万円の減。当初、300万円で予

定をしておりましたけども、事業主体となる地域の経営体のほうからの申し込みがなかったと

いうことで減額にさせていただいております。 

 その下の19、農業経営法人化等の支援事業補助金、当初80万円、２個の法人化の予定をして

おりましたけれども、29年度におきましては、１個の法人が起業されております。もう１組が

申し込みがなかったということで40万円の減となっております。 

 それから、24ページ、６、２、４、これは先ほど歳入のほうで説明をしたとおりでございま

す。 

 それから、25ページ、６、２、７、里山林総合対策事業の13、委託料につきましては、これ

は、樹幹注入の委託料の入札執行残の受ける減額ということでございます。 
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 以上でございます。 

○耕地課長（福  旭君）   

 歳出、23ページ、目29、７、賃金、作業員賃金85万円の減ですが、昨年９月をもちまして作

業員１名が退職をいたしました。そのための作業員賃金の減となります。 

 24ページ、13、委託費、知性調査事業費委託料440万円の減ですが、国の採択が70％となり

ましたので、それに合わせて事業量も70％減とし、委託費の440万円の減となっております。 

 以上です。 

○建設課長（亀澤 貢君）   

 ９ページ、繰越明許費、８、土木費、社会整備道路事業について、4,789万2,000円は、今年

度の総事業費１億9,000万円のうちのこれだけになります。 

 続きまして、26ページ、８、３、９、急傾斜対策事業費200万円の減になっておりますが、

当初、計上額は1,300万円となっております。県からの請求額が、急傾斜事業、農収350万円、

亀津590万円、母間160万円、合計額1,100万円となり、差引額200万円の減額となっております。 

 以上です。 

○企画課長（向井久貴君）   

 お答えいたします。 

 11ページ、目の企画費の報償費の減額でございますけども、１つは、徳之島町男女共同参画

講話会と、それから、徳之島町創生総合戦略会議ですけども、２つとも実施されなかったとい

うことでございます。 

 男女共同参画につきましては、男女共同参画者会議実現に向けて、非常に貴重な会議でござ

いますので、来年度はしっかりと懇話会を開けるようにしていきたいと思っております。 

 徳之島町、それから、総合戦略会議につきましては、平成24年３月に第五次徳之島町総合計

画を策定いたしまして、33年が最終年度でございますけども、中間評価につきまして今年度す

る予定でしたけども、目標数値等の設定を載せておらずに検証はできなかったということで見

送りとなっております。 

 30年度は第六次の計画を見据えて、目標数値の設定などを行っていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

 それから、12ページの域学連携推進事業費、目24、域学連携推進事業費の原材料費25万

1,000円の減でございますけども、これは、大学生がインターンシップといことで農業体験、

田んぼの再生プロジェクトにかかわりまして、実は井之川で行ったんですけども、最初は原材

料費を使ってかん水用の塩ビパイプを使いまして水を引くという予定をしておりましたけども、

井之川中学の夏目踊りに合わせ実施いたしまして、これが要らなくなったということで減額を

しているところでございます。 
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 13ページの25、とくのしまブランド創造事業費でございますが、まず、初めに13の委託料

210万円、地域資源活用事業委託料でございますけども、これは２つございまして、１つが農

林水産課の臨床試験、もう一つが、企画課の都市農村交流推進事業でございまして、都市農村

交流推進事業といいますのは、民泊の体験をさせるもので、この事業をやるための研修等を実

際を委託費で組んで行おうとしていたんですけども、これを減額いたしまして、上のほうの旅

費のほうに30万円組んでございますけども、それと、12の役務費に30万円充ててございます。 

 この旅費と申しますのは、その都市農村交流推進事業の講師の旅費、２名を予定していると

ころでございます。 

 以上です。 

○花徳支所長（瀬川 均君）   

 お答えいたします。 

 ９ページ、繰越明許費ですけども、款項目２の１、総務費、総務管理費としまして、泊食分

離推進事業費1,946万円ですけれども、これは、農林水産省の事業でありまして、平成29年度

の政府予算によりまして、平成30年２月１日に設立した平成29年度農山漁村振興交付金の中の

農山漁村滞在型旅行泊食分離実証事業といたしまして、内容としましては、限りある経営資源

を効率的に生かすために、ＩＣＴ等を活用した泊食体験サービス向上充実を取り組み、意欲あ

る農山漁村地域を対象として、ソフトとハードの取り組みを一体とした支援でもあります。 

 ソフトとしましては568万5,000円、これは国費100％であります。 

 そして、ハードが1,377万5,000円としまして、国費、町費で２分の１ということでなってお

ります。 

 以上です。 

○地域営業課長（幸田智博君）   

 歳出の23ページ、６、１、25の７、賃金、臨時職員の賃金ですけど、去年、中途退職した工

場の職員がいまして、その分の減でございます。 

 25ページ、７、１、４、観光需要費なんですけど、修繕費、これは、隣接して井之川公民館、

県の事業で100％事業なんですけど、魅力ある観光地という事業をことし設計いたしまして、

30年度実施、施工するわけでございますが、県のほうから井之川公民館のトイレのほうが破損

されているということで、町のほうで直してくれないかということで要望がありました。せっ

かく大きな金を使って井之川公民館の駐車場、西郷どんにかかる駐車場なんですけど、事業が

あるということで、トイレが破損したままではみともないちゅうことで、町のほうでそのトイ

レを直してほしいということで、内訳としては、ガラスブロックのほうが破損をしていまして、

これが18万5,393円、それで、トイレのドアとか、ガラス戸とか、ほかにもございますけど、

その金額が52万2,720円ということでございます。 
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○総務課長（岡元秀希君）   

 補正予算書、第５号の人件費、諸手当等の主な大きなものは、給与等につきましては、１月

１日付の職員、課長級の異動に伴う増減でございます。そのほか、期末手当、勤勉手当等々に

つきましては、職員の休職、あるいは育休、扶養者の増減による増額、減額でございます。 

○農林水産課長（東 弘明君）   

 報告漏れがありましたので説明をいたします。 

 ９ページの明許繰越費のことですけど、この中の６の農林水産業費、畜産基盤再編総合整備

事業500万円の繰り越しでございますけども、これにつきましては、草地の事業になるんです

けども、今回の契約の期間内での天候不良に非常に悩まされまして、進捗率がおもわしくなく、

その関係で、工期延長のための繰り越しということでございます。 

 それから、歳出の25ページ、款６、項の３、目の２、漁業管理費の中の13、委託料、計画書

作成業務委託料ですけども、これにつきましては、漁協の施設内の機能保全を行うための機能

保全計画の策定を29年度に行ったんですけども、それに伴う入札執行残ということでマイナス

計上ということになっております。 

 以上です。 

○住民生活課長（政田正武君）   

 歳出の20ページ、款４、衛生費、４、１、５、環境衛生費、19の負担金の合併浄化槽の減で

ございますけれども、当初計画予定基数が、５人槽が３基の増、10人槽が５基の減ということ

で減額になりました。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 歳入の４ページ、13、２の６、臨時福祉給付金、交付金の400万円と歳出の19ページ、同じ

く臨時福祉給付金の補助金の400万円、これが国から入ってくるのも減で、補助金も減となっ

ておりますが、これが本町に住所を置いてあっても不明の方、あと、税の町の申告、それで課

税世帯、非課税世帯を確認するために申告をするということになっておりますので、その申告

をされていない方、再三、３回ほど文書を個々に発想してあるんですけど、そういう手続きを

されなかった方がいらっしゃったということで400万円の減になっております。 

 あとは高齢者クラブの２万5,000円なんですけど、これは各地区の高齢者クラブに１団体当

たり２万5,000円、県からの補助がありまして、助成事業がありますが、上花徳地区がクラブ

の結成がされていなくて、今年度予定するということで計上してあったんですけど、今年度も

上花徳地区の高齢者クラブの結成がなかったということで減になっております。 

 あとは、歳出の18ページ、地域福祉センターの引き込み高圧の修繕費なんですけど、これが

地域福祉センターの敷地内にあります高圧変電のほうの腐食が見られまして、これを交換する

ということで30万円計上しております。 
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 19ページ、３の２の４、母間保育所の委託賃金、これは臨時保育士の賃金なんですけど、こ

れが職員の産休、育休等がありまして、臨時職員で対応しなきゃいけないところがある。また、

それぞれその年齢に応じて発達的な、ちょっと問題がある子がいらっしゃいまして、どうして

も保育士がつかないと見れないというようなお子さんも何人かいらっしゃって、どうしても保

育士が必要ということで、２月、３月分の保育士賃金が足りないということで111万6,000円計

上しております。 

 あと、乳幼児医療の助成、20ページ、４の１の１の20、これが50万円増になっておりますが、

ことしの冬のインフルエンザＡ型、Ｂ型それぞれ発症するお子さんがいて、乳幼児医療費が上

がってきているということで計上しております。 

 以上です。 

○選挙管理委員会事務局長（清山勝志君）   

 歳入の４ページ、13、３の１の３、選挙委託費、補正前は788万1,000円計上していたんです

が、実際に使われたのが630万円、そして、差額分158万1,000円を減額としてあります。 

 以上です。 

○学校教育課長（高城博也君）   

 歳出の28ページ、教育再生事業、報償費、学士村塾講師謝金、これは土曜日に行われている

学士村塾が１カ所閉講になったということと、週５計画していた平日の学士村塾が３日～４日

になったということであります。 

 この授業日の詳細の変更により、財源内訳である地方債、要するに歳入の８ページの過疎対

策事業債の教育再生事業につながっております。 

 再度、また、歳出の28ページ、ふるさと留学制度事業費、19、補助金、ふるさと留学里親制

度補助84万円の減、これは29年度においては手々地区の留学生がいなかったということで、減

額補正させてもらいました。 

 以上です。 

○選挙管理委員会事務局長（清山勝志君）   

 抜けていました。歳入６ページ、14の３の１の５、奄美大島海区漁業調整委員会の委託金で

すが、それが補正補欠選挙でありまして、それがなかったもんですから、全額97万4,000円落

としてあります。 

○社会教育課長（深川千歳君）   

 済みません。繰越明許費の９ページなんですが、繰り越した理由なんですが、工事を受注し

た請負業者が鉄骨を発注したところ、28年度に起こりました熊本地震と去年起こりました九州

北部豪雨の影響で鉄骨の需要が多くなり、この業者も手持ちが多く、屋内運動場分は１カ月遅

れての鉄骨工事を発注となったため、明許繰越としました。 
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 歳出の32ページ、15、３の８、報償費、公民館講座講師報奨金は、講座数の減により報償費

が減になりました。約40講座予定していたんですけど、24講座となったからです。 

 それと、33ページ、15、４の文化会館費の11、修繕費なんですけど、文化会館設備で高圧変

圧器を去年の12月補正で上げたんですが、部品の調達が４月くらいになるということで減額に

しました。 

 それと、15、６、学習センター管理費の15、工事請負費なんですが、この増額は、浄化槽規

模の誤りにより、汚泥の搬出量の増と中詰め砂の増で94万9,000円の増です。 

 それと、34ページ、16、１の保健体育総務費、19、負担金なんですが、スポーツ少年団、町

体育協会運営費の減は、スポーツ少年団はスポーツ少年団に加盟しているスポーツ少年団の群

大や県大費への助成費が50万円少なくなりました。また、町体育協会運営費は、体協所属の団

体が約18団体あるんですけど、その団体の郡大、県大の派遣費の減です。 

 済みません。32ページ、15、３の公民館費の13、委託料、この56万4,000円は、国からの補

助が出たため、減としました。 

○５番（勇元勝雄君）   

 歳入、３ページ、６、１、１の地方消費税交付金、社会保障財源交付金1,395万8,000円、そ

の使い道。 

 ４ページ、13、３の１の３、これは国の補助金だから全部使ってもいい金額でしょうか。 

○選挙管理委員会事務局長（清山勝志君）   

 歳入の３ページ、13の３の１の３、衆議院の委託費なんですけど、全額とはいいませんが限

度額がありまして、国からは大体700万円近くはくるんですが、全部使うということは、なか

なか使えないもんですから、そういう金額になりました。 

○総務課長（岡元秀希君）   

 歳入の３ページ、地方消費税交付金の社会保障財源交付金ですけれども、当初で7,000万円

計上してありまして、今回、補正と合わせて8,395万8,000円、これは全額、社会保障４経費に

充当しているところでございます。社会保障４経費といいますと、児童福祉事業、高齢者福祉

事業、社会福祉事業、障害者福祉、母子福祉、国民健康保険事業特別会計繰出金、介護保険事

業特別会計繰出金、後期高齢者医療事業特別会計繰出金、保健衛生費、予防対策健康増進事業、

これに充当しているものでございます。 

○５番（勇元勝雄君）   

 要望として聞いてもらいたいと思います。 

 奄美市の場合は、社会保障財源交付金で乳幼児医療の無料化も実施しています。徳之島町も

こういうお金を使って乳幼児医療の無料化を実施してもらいたいと思います。 

 以上です。 
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○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第36号、平成29年度一般会計補正予算（第５号）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第36号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第38 議案第37号 平成29年度簡易水道事業特別会計補正

予算（第３号）について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第38、議案第37号、平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第37号の提案理由の御説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について、議会の議決を求

める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ7,148万7,000円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億6,272万2,000円とするものであります。 

 歳入の内容は、国庫支出金3,377万7,000円、町債3,590万円、繰入金181万円の減額でありま

す。 

 歳出の内容は、施設整備費6,896万6,000円、総務費182万3,000円、公債費69万8,000円の減

額であります。 
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 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○５番（勇元勝雄君）   

 歳出の５ページ、２、１の13の委託料、15の工事請負費、これは平成30年度でまたこの事業

を行うのかお伺いいたします。 

○水道課長（琉 好実君）   

 お答えいたします。 

 当初、国に交付申請した分の約76％交付金がついて、減が23％でしたので、こういう歳出で

落とした状態となっております。今回、落とした分は30年度にまた要望可能ということでござ

います。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第37号、平成29年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）についてを採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第37号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第39 議案第38号 平成29年度国民健康保険事業特別会計

補正予算（第４号）について   
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○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第39、議案第38号、平成29年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第38号の提案理由の御説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、議会の議決

を求める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,486万5,000円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ20億6,028万6,000円とするものであります。 

 歳入の主な内容は、繰入金1,645万円、共同事業交付金929万8,000円、諸収入258万2,000円

の増額、国民健康保険税3,514万3,000円、療養給付費等交付金1,141万6,000円、県支出金641

万8,000円の減額などであります。 

 歳出の主な内容は、保険給付費610万円の増額、共同事業拠出金2,413万1,000円、保健事業

費600万1,000円、総務費83万3,000円の減額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第38号、平成29年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）についてを

採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第38号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第40 議案第39号 平成29年度介護保険事業特別会計補正

予算（第４号）について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第40、議案第39号、平成29年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）についてを議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第39号の提案理由の御説明を申し上げます。 

 本議案は、平成２９年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について、議会の議決を

求める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ134万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ11億5,491万円とするものであります。 

 歳入の主な内容は、繰入金898万3,000円、諸収入150万7,000円の増額、国庫支出金610万

9,000円、支払基金交付金548万8,000円、県支出金23万3,000円の減額であります。 

 歳出の内容は、総務費49万3,000円の増額、地域支援事業費183万3,000円の減額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

○８番（幸 千恵子君）   

 歳入、２ページ、一番下、款６、繰入金ですが、介護保険準備基金繰入金として925万6,000

円です。残額をお尋ねいたします。 

 歳出、５ページ、一番上の節12、手数料、電子証明書発行手数料とありますが、これについ

てどういうものか教えてください。 

 それから、真ん中の保険給付費、節19、２つありますが、その２つの間で数字がちょうど入

れかわっております。これについて説明をお願いいたします。 

 以上です。 

○介護福祉課長（豊島英司君）   

 歳入、２ページですけど、後日報告でよろしいでしょうか。ちょっと資料がございませんの

で。済みません。 

 あと、歳出の５ページ、電子証明書発行手数料ということですが、請求方法が電話回線から
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インターネットへ移行するために発生しております。 

 あと、介護密着型サービス給付費ですけど、これが小規模多機能南風が７月から始まりまし

て、これで増額になったということです。 

 施設介護のサービス給付費は、１月までの実績で算定したら同額になったんですけど、434

万円減額になっております。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第39号、平成29年度介護保険事業特別会計補正予算（第４号）についてを採決

します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第39号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第41 議案第40号 平成29年度公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第41、議案第40号、平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）についてを

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第40号の提案理由の御説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）について、議会の議決を
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求める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２万9,000円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億8,580万5,000円とするものであります。 

 歳入の内容は、繰入金２万9,000円の減額であります。 

 歳出の内容は、総務費２万8,000円、事業費1,000円の減額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第40号、平成29年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第40号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第42 議案第41号 平成29年度後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第42、議案第41号、平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）についてを

議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 議案第41号の提案理由の御説明を申し上げます。 



― 167 ― 

 本議案は、平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について、議会の議決を

求める件であります。 

 内容は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ365万円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億1,180万2,000円とするものであります。 

 歳入の主な内容は、後期高齢者医療保険料25万7,000円の増額、繰入金374万8,000円、諸収

入15万9,000円の減額であります。 

 歳出の主な内容は、予備費７万円の増額、後期高齢者医療広域連合納付金309万円、保険事

業費53万8,000円、総務費９万2,000円の減額であります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第41号、平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第41号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第43 議案第42号 平成29年度水道事業会計補正予算（第

４号）について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第43、議案第42号、平成29年度水道事業会計補正予算（第４号）についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 
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○町長（高岡秀規君）   

 議案第42号の提案理由の御説明を申し上げます。 

 本議案は、平成29年度水道事業会計補正予算（第４号）について、議会の議決を求める件で

あります。 

 内容は、収益的支出におきまして、営業費用の組みかえであります。 

 なお、事項別明細につきましては、審議の段階で御説明を申し上げます。 

 何とぞ御審議の上、議決していただきますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第42号、平成29年度水道事業会計補正予算（第４号）についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第42号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第44 議案第43号 平成30年度一般会計歳入歳出予算につ

いて   

△ 日程第45 議案第44号 平成30年度簡易水道事業特別会計歳入

歳出予算について   

△ 日程第46 議案第45号 平成30年度国民健康保険事業特別会計

歳入歳出予算について   

△ 日程第47 議案第46号 平成30年度農業集落排水事業特別会計

歳入歳出予算について   

△ 日程第48 議案第47号 平成30年度介護保険事業特別会計歳入



― 169 ― 

歳出予算について   

△ 日程第49 議案第48号 平成30年度公共下水道事業特別会計歳

入歳出予算について   

△ 日程第50 議案第49号 平成30年度後期高齢者医療特別会計歳

入歳出予算について   

△ 日程第51 議案第50号 平成30年度水道事業会計歳入歳出予算

について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第44、議案第43号、平成30年度一般会計歳入歳出予算についてから、日程第51、議案第

50号、平成30年度水道事業会計歳入歳出予算についてまで、以上８件を一括議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○町長（高岡秀規君）   

 平成30年度の予算書を提出するに当たり、予算編成に当たっての主な方針と予算の概要を説

明申し上げ、議会の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 平成30年度の予算編成に当たっては、財源不足を解消するとともに歳入に見合った歳出とし、

継続可能な財政構造の確立を目指す必要がございます。そのため歳入面では国や県の情報を収

集し共有化を図るとともに、全職員が新たに活用できる補助制度等の活用を検討することや、

自主財源の確保に繋がる施策に取り組む必要がございます。 

 歳出面では、全ての経費を見直し、これまで以上に義務的経費の抑制に努め、物件費、補助

費、繰出金の抑制・削減に取り組むほか、公共施設の長寿命化計画等の策定による年次的改修

計画など維持補修経費への特定財源の確保に努め、本町が実施している各種施策を実りあるも

のとするため、限られた財源の中でより質の高い行政サービスを図ることなどを主な方針とい

たしました。 

 平成30年度の一般会計の当初予算は77億5,800万円で、前年度当初予算に対し9.4％、金額に

して６億6,481万円増額の予算であります。 

 予算編成では主な施策を実施するに当たり、財政調整基金や地域福祉基金等の繰り入れを行

いました。また公債費につきましては、今年度、亀津中学校建設事業の元金償還金の開始によ

り微増しており、今後も増加することが懸念されます。 

 経常収支比率につきましても、若干改善が図られておりますが、引き続き税収等一般財源の

確保や経常的経費の削減を図り、財政の健全化に努めてまいります。 

 主な歳入の概要を前年度当初予算対比で御説明申し上げます。 

 町税は、1,069万4,000円の減額、主に市町村たばこ税の減額であります。 

 分担金及び負担金は、2,447万2,000円の増額、主に県営畑総事業に係る分担金、保育所入所
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負担金の増額などであります。 

 国庫支出金は、2,580万8,000円の増額、主に子供のための教育・保育給付国庫負担金の増額

などであります。 

 県支出金は、1,562万5,000円の減額、主に奄美農業創出支援事業補助金、地域振興推進事業

補助金の減額などであります。 

 寄附金は、２億8,040万7,000円の増額、主にふるさと思いやり基金寄附金の増額であります。 

 繰入金は、３億6,274万6,000円の増額、主に徳之島ダムの地元負担金の償還に充てられる徳

之島用水基金取り崩し及びふるさと納税推進事業費へ充てられるふるさと思いやり基金取り崩

しの増額などであります。 

 次に、歳出概要を前年度当初予算対比で御説明申し上げます。 

 議会費は、644万円の増額、主に議員報酬の増額であります。 

 総務費は、５億2,167万1,000円の増額、主にふるさと納税推進事業費及び島の生業創出とみ

らい創り人材育成事業の増額などであります。 

 民生費は、5,825万円の減額、主に国民健康保険特別会計繰出金の減額などであります。 

 衛生費は、6,464万7,000円の減額、主にごみ処理広域建設費負担金の減額などであります。 

 農林水産業費は、２億2,581万6,000円の増額、主に県営畑総事業及び徳之島ダム償還金の増

額などであります。 

 商工費は、3,182万9,000円の減額、主に観光地整備事業終了による減額であります。 

 土木費は、4,404万5,000円の増額、主に総合運動公園の長寿命化に係る事業の増額でありま

す。 

 消防費は、226万8,000円の増額、主に上花徳分団小型ポンプ積載車導入事業による増額であ

ります。 

 教育費は、1,492万1,000円の増額、主に亀津中学校プール建設事業による増額であります。 

 公債費は、413万5,000円の増額、町債元金償還金の増額であります。 

 続きまして、特別会計の当初予算規模は、それぞれ次のようになっております。 

 簡易水道事業特別会計２億9,800万円、前年度比30.1％の減額。 

 国民健康保険事業特別会計14億4,340万1,000円、前年度比29.8％の減額。 

 農業集落排水事業特別会計1,234万8,000円、前年度比9.5％の減額。 

 介護保険事業特別会計11億2,320万5,000円、前年度比2.5％の増額。 

 公共下水道事業特別会計３億7,765万3,000円、前年度比108.5％の増額。 

 後期高齢者医療特別会計１億944万1,000円、前年度比3.8％の減額。 

 水道事業会計のうち収益的支出は、１億7,534万4,000円、前年度比0.2％の増額。 

 資本的支出は、５億9,944万6,000円、前年度比450.1％の増額であります。 
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 以上、平成30年度の当初予算案の概要を申し上げました。 

 何とぞ御審議くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これから８件について総括質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 本予算案８件については、議長を除く13名の委員で構成する平成30年度予算審査特別委員会

を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、本予算案８件については、議長を除く13名の委員で構成する平成30年度予算審

査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 委員会条例第８条第２項の規定により、委員長及び副委員長は委員会において互選すること

となっております。 

 互選のため、しばらく休憩いたします。 

休憩 午後 ３時３７分   

再開 午後 ３時３８分   

○議長（福岡兵八郎君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。  

 ただいま予算審査特別委員会の委員長及び副委員長が決定しましたので、御報告いたします。  

 委員長に、総務文教厚生常任委員会委員長の木原良治議員、副委員長で経済建設常任委員会

委員長の行沢弘栄議員が決定しました。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の会議は３月９日午後３時から本会議を開きます。 

 本日はこれで散会いたします。 

 終了後に全員協議会をいたします。 

 

散 会 午後 ３時４０分   



 



 

 

 

 

 

平成30年第１回徳之島町議会定例会 

 

第３日 

 

平成30年３月９日 
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平成30年第１回徳之島町議会定例会会議録 

平成30年３月９日（金曜日） 午後３時 開議 

１．議事日程（第３号） 

○開 議 

○日程第 １ 議案第４３号 平成３０年度一般会計歳入歳出予算について 

              ………………………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ２ 議案第４４号 平成３０年度簡易水道事業特別会計歳入歳出予算に 

              ついて ……………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ３ 議案第４５号 平成３０年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出予 

              算について ………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ４ 議案第４６号 平成３０年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出予 

              算について ………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ５ 議案第４７号 平成３０年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算に 

              ついて ……………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ６ 議案第４８号 平成３０年度公共下水道事業特別会計歳入歳出予算 

              について …………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ７ 議案第４９号 平成３０年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算 

              について …………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ８ 議案第５０号 平成３０年度水道事業会計歳入歳出予算について 

              ………………………………………（予算審査特別委員長報告） 

○日程第 ９ 議員派遣の件 

○日程第１０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の申し出について 

       ……………………………………………………………………（議会運営委員長） 

○閉 会 

 

１．本日の会議に付した事件 

○議事日程記載事件のとおり 
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１．出席議員（１４名） 

議席番号   氏  名            議席番号   氏  名 

  １番  松 田 太 志 君           ３番  富 田 良 一 君 

  ４番  宮之原 順 子 君           ５番  勇 元 勝 雄 君 

  ６番  徳 田   進 君           ７番  行 沢 弘 栄 君 

  ８番  幸  千恵子 君           ９番  池 山 富 良 君 

 １０番  是 枝 孝太郎 君          １１番  保 岡 盛 寿 君 

 １２番  木 原 良 治 君          １４番  大 沢 章 宏 君 

 １５番  住 田 克 幸 君          １６番  福 岡 兵八郎 君 

 

１．欠席議員（０名） 

 

１．出席事務局職員 

事 務 局 長  村 上 和 代 君     主 幹  白 坂 明 子 君 

 

１．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した当局職員の職氏名 

 職  名    氏  名         職  名    氏  名 

町 長  高 岡 秀 規 君     副 町 長  幸 野 善 治 君 

総 務 課 長  岡 元 秀 希 君     企 画 課 長  向 井 久 貴 君 

建 設 課 長  亀 澤   貢 君     花徳支所長  瀬 川   均 君 

農林水産課長  東   弘 明 君     耕 地 課 長  福    旭 君 

地域営業課長  幸 田 智 博 君     農委事務局長  元 山 吉 二 君 

学校教育課長  高 城 博 也 君     社会教育課長  深 川 千 歳 君 

介護福祉課長  豊 島 英 司 君     健康増進課長  芝   幸 喜 君 

収納対策課長  秋 丸 典 之 君     税 務 課 長  安 田   敦 君 

住民生活課長  政 田 正 武 君     選管事務局長  清 山 勝 志 君 

会計管理者兼会計課長  福 永 善 治 君     水 道 課 長  琉    好 実 君 
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△ 開 議  午後 ３時００分 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから本日の会議を開きます。 

 

△ 日程第１ 議案第43号 平成30年度一般会計歳入歳出予算につ

いて   

△ 日程第２ 議案第44号 平成30年度簡易水道事業特別会計歳入

歳出予算について   

△ 日程第３ 議案第45号 平成30年度国民健康保険事業特別会計

歳入歳出予算について   

△ 日程第４ 議案第46号 平成30年度農業集落排水事業特別会計

歳入歳出予算について   

△ 日程第５ 議案第47号 平成30年度介護保険事業特別会計歳入

歳出予算について   

△ 日程第６ 議案第48号 平成30年度公共下水道事業特別会計歳

入歳出予算について   

△ 日程第７ 議案第49号 平成30年度後期高齢者医療特別会計歳

入歳出予算について   

△ 日程第８ 議案第50号 平成30年度水道事業会計歳入歳出予算

について   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第１、議案第43号、平成30年度一般会計歳入歳出予算についてから、日程第８、議案第

50号、平成30年度水道事業会計歳入歳出予算についてまで、以上８件を一括議題とします。 

 本案について予算審査特別委員長の報告を求めます。 

○予算審査特別委員長（木原良治君）   

 どうもお疲れさまです。 

 予算審査特別委員長の報告をいたします。 

 平成30年度一般会計歳入歳出予算並びに７特別会計歳入歳出予算について、予算審査特別委

員会での審査の経過と結果について御報告申し上げます。 

 当委員会は、去る３月６日に委員会を招集し、６日に一般会計の審査並びに特別会計の審査

を行いました。町長初め、副町長、総務課長並びに各担当課長、財政担当者及び各課担当職員

の出席を求め、説明資料に基づいて審査をいたしました。 

 審査の経過については、議長を除いた委員で構成されている予算審査特別委員会でございま
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すし、また、議長も委員会に出席しておりますので、審査の内容については御承知のことです

から省略いたします。 

 結果について、これから報告いたします。 

 議案第44号、平成30年度簡易水道事業特別会計歳入歳出予算、議案第45号、平成30年度国民

健康保険事業特別会計歳入歳出予算、議案第46号、平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入

歳出予算、議案第47号、平成30年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算、議案第48号、平成30

年度公共下水道事業特別会計歳入歳出予算、議案第49号、平成30年度後期高齢者医療特別会計

歳入歳出予算、以上７件については、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定。 

 議案第43号、平成30年度一般会計歳入歳出予算については、賛成多数で原案のとおり可決す

べきものと決定しました。 

 以上で、平成30年度予算審査特別委員会の審査の経過と結果についての御報告を終わります。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 質疑なしと認めます。 

 これから議案第43号、平成30年度一般会計歳入歳出予算について、討論を行います。 

 原案に反対者の発言を許します。 

○５番（勇元勝雄君）   

 私は、平成30年度一般会計に反対いたします。 

 職員６名退職に対して16名の人件費、一般住民から考えて納得できる増員ではありません。

また、予算委員会、議会が始まってから二千数百件も回ってまいりました。また、そのうち何

十件かの家で話すことがありまして、大多数よりほとんどの人がその職員数をふやすというこ

とに対して非常に疑問を持ち、ふやすべきじゃない、町の予算はもっと有効に使うべきだとい

う意見を伺ってまいりました。 

 そして、集落交付金、街灯の補助金をカットして集落補助金、私は街灯の補助金をカットし

たことによって集落の街灯の維持管理が非常に難しくなると私は思います。 

 奄美市では、街灯１灯に対して１万5,000円、電柱を立てる場合は２万5,000円、そして電気

代を４分の１補助しているということでございます。街灯の補助金をカットすることによって、

これから街灯をつくるためにその予算を集落で賄わなければなりません。集落交付金は現況の

ままの交付状況では、大きい集落はある程度お金が入ります。だけど、小さい集落は基本３万

円に１人頭500円、それじゃ、街灯の維持管理もできない。集落交付金ももっと小さい集落に

手厚くしてやるべきだと私は思います。 
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 そのようなことで、私はこの一般会計には反対いたします。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

○１１番（保岡盛寿君）   

 平成30年度一般会計当初予算に対して、賛成の立場から賛成討論をいたします。 

 ただいま反対討論で職員採用や職員数が多いとの発言がございましたが、そもそもそのよう

なことは一般質問で行うべきであって、平成30年度の一般会計当初予算の反対討論とすること

自体、理解ができないところであります。 

 まず、平成30年度一般会計当初予算書の職員数は、昨年の当初予算と比較しても職員数はほ

とんど変わってはおらず、職員採用に関しましても町当局からは定員管理計画を遵守すると伺

っております。 

 反対討論した議員は、このようなことを十分理解して討論すべきだと思います。 

 また、我々議員も町当局から提案された議案に対しては、退職職員の数など数字等について

はしっかりと調査をして発言を行わないと町民の皆様の困惑を招く恐れがあることを十分に認

識していなければなりません。 

 次に、集落交付金についてでございますが、昨年12月議会で池山議員から要望がありました

集落交付金を予算化したものであって、交付額は１集落当たりに均等割と人口割で算出をされ、

集落の行事、ボランティア活動、子供会活動、防犯灯の設置等に幅広く利用できる交付金だと

伺っております。 

 防犯灯の設置については、集落の要望を受け、平成29年度は295万円が予算化され、現時点

まで防犯灯の設置の需用は最大限かなえた上での集落交付金へ移行するものと認識をいたして

おります。防犯灯設置補助金を廃止し、集落交付金へ移行しても何ら問題はなく、むしろ何の

縛りもない交付金のほうが集落の活動に使えると考えております。 

 また、平成30年度、１年間を通して集落交付金で集落の課題に取り組み、なお防犯灯等かか

る経費が不足するようであれば、再度検討すると町当局から提案をしていただいております。 

 よって、平成30年度、一般会計当初予算につきましては、妥当だと考え、賛成するものであ

ります。 

 以上です。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 次に、反対者の発言を許します。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 これで討論を終わります。 
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 これから議案第43号、平成30年度一般会計歳入歳出予算についてを採決します。 

 この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の報告は原案可決です。議案第43号

は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 起立多数であります。したがって、議案第43号は、原案のとおり可決されました。 

 これから議案第44号、平成30年度簡易水道事業特別会計歳入歳出予算について討論を行いま

す。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第44号、平成30年度簡易水道事業特別会計歳入歳出予算についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第44号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第44号は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第45号、平成30年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算について討論を行

います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第45号、平成30年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出予算についてを採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第45号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第45号は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第46号、平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出予算について討論を行

います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   
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 討論なしと認めます。 

 これから議案第46号、平成30年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出予算についてを採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第46号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第46号は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第47号、平成30年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算について討論を行いま

す。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第47号、平成30年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第47号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第47号は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第48号、平成30年度公共下水道事業特別会計歳入歳出予算について討論を行い

ます。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第48号、平成30年度公共下水道事業特別会計歳入歳出予算についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第48号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第48号は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第49号、平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算について討論を行い

ます。 
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［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第49号、平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出予算についてを採決しま

す。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第49号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第49号は原案のとおり可決されました。 

 これから議案第50号、平成30年度水道事業会計歳入歳出予算について討論を行います。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第50号、平成30年度水道事業会計歳入歳出予算についてを採決します。 

 本案に対する委員長の報告は原案可決です。 

 お諮りします。議案第50号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議案第50号は原案のとおり可決されました。 

 

△ 日程第９ 議員派遣の件   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第９、議員派遣の件を議題とします。 

 お諮りします。議員派遣の件については、お手元に配りましたとおり、派遣することにした

いと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の件はお手元に配りましたとおり派遣すること

に決定しました。 

 お諮りします。ただいま決定された議員派遣の内容に今後変更が要するときは、その取り扱

いを議長に一任願いたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 



― 181 ― 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、議員派遣の内容に今後変更を要するときは、その取り扱

いを議長に一任することに決定しました。 

 

△ 日程第10 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の申し出に

ついて   

○議長（福岡兵八郎君）   

 日程第10、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の申し出についてを議題とします。 

 委員長から、会議規則第75条の規定によってお手元に配りました申出書のとおり、閉会中の

継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（福岡兵八郎君）   

 異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とするこ

とに決定しました。 

○議長（福岡兵八郎君）   

 以上で、本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

 平成30年第１回徳之島町議会定例会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

 

閉 会 午後 ３時２０分   

 

地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

         徳之島町議会議長    福岡兵八郎 

 

         徳之島町議会議員    富 田 良 一 

 

         徳之島町議会議員    大 沢 章 宏  
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